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序章






　シルディーン王国北の辺境、アズベルグ地方。その最北にある黒い森のさらに奥、「ハルバーストの薔ば薇ら屋や敷しき」と呼ばれる不気味な館やかたにて、黒くろ髪かみの青年が冷さめた口調で部下に命じた。

「いろいろ考えたが、やはりアリシア・フェイトリン嬢じようを妻に迎むかえると決めた。準備を始めろ」

　文ふ机づくえの上に散らばった花嫁候補の肖しよう像ぞう画が。その中のひとつ、眼鏡めがねをかけた地味な少女の姿を指し示す「アズベルグの暴君」に、部下は思わず聞き返す。

「よ、よろしいのですか」

「何がだ？」

　素そっ気けなく問われ、部下の青年はぎくしゃくと答えた。

「その……いろいろと、悪い噂うわさがある女性ですし……」

　遠回しな言葉に、黒い瞳ひとみが鋭するどさを増す。

　数年前に仲なか違たがいしたきりの、一見穏おだやかそうな金きん髪ぱつの友人であれば、こういう時にはずばりと切り出してきただろう。普段の押しの弱さはどこへやら、食ってかかってくる様はたやすく想像できた。

『馬ば鹿かなことを言わないで下さい。なんの罪もない女性にそのような……、お父上と同じ真ま似ねをなさるおつもりですか!?』

　だが、彼はもういない。父も、母も、誰だれもいない。罰ばつされることも、赦ゆるされることもない。

「──馬鹿か貴様は。悪い噂があるお嬢様だからこそ、俺ごときでも買い叩たたけるほどに値が下がったんだろうが」

　ひとりぼっちの暴君は冷笑し、冷めた眼で肖像画の少女を見み下おろした。

「死神姫だろうが水みな底そこの国の姫だろうがどうでもいい。俺はくだらない噂など信じていない」

「し、しかし、腐くさっても地方伯の娘むすめを娶めとるとなると、いろいろ問題が……また貴族たちも騒さわぎ出すでしょうし……」

　これ以上面倒ごとを起こしたくない。そんな態度丸出しの部下に、「アズベルグの暴君」は冷笑で応じた。

「心配はいらんさ。このお嬢様からは、家いえ柄がらと名めい誉よだけをいただければいいんだ。結婚の事実さえ作ってしまえば、後はどうでもいい」

　散々使い回されているのだろう。表面にひび割れが走り始めている「死神姫」の肖像画を、剣だこの目立つ指がゆっくりと撫なでる。

　良き花はな婿むこ探しの場である舞ぶ踏とう会かいに出ることすら叶かなわず、せめてと差し出す肖像画にも満足な金をかけてもらえないあたりからも、逼ひつ迫ぱくした財政状況がうかがえる。かつての栄えい誉よも栄えい華がも失い、最も早はや血筋以外売るもののない哀あわれなお姫様。

　同情など感じない。弱者は強者に踏ふみしだかれるのが運命だ。無知で無力な子供だった、かつての自分のように。

「手を焼くようであれば、最悪すぐに殺してしまえばいい。その後は『花嫁は風土が体に合わず、ずっと臥ふせっている』とでも永遠に言っておけばすむ」

　未来の花嫁の喉のど元もとあたりに手を置いて、「アズベルグの暴君」は冷たく笑った。過去この屋敷に君くん臨りんした怪かい物ぶつそのものの表情を見て、部下は飛び上がって敬礼する。

「わ、分かりました、ただちに準備を始めますので!!」

　たぶん、ここから逃にげ出したかっただけなのだろう。大義名分を叫さけびながら、部下はあっという間に去って行ってしまった。

「部下を見れば、上司の質が分かるというが……」

　おそらくさっきの部下も遠からず、ここから逃げ出すだろう。最近入った使用人の中で骨がありそうなのは、この自分に色目を使うというたくましさを持つ巨乳メイドぐらいだ。

　誰も彼もが離れていく。

　それはもうただの事実で、傷つくような可愛かわいげは失って久しい。

　ほんの少しだけ、古い傷がうずくような感覚もあったが、それだけだ。自じ虐ぎやく的てきな疼とう痛つうを楽しむように口の端はしに笑みを浮かべ、未来の花嫁に向かって甘くささやいた。

「案外短い付き合いになるかもしれんが、よろしく頼むぞ、我が妻よ」

　死神姫、アリシア・フェイトリン。眼が三つあり山より大きい、あるいは青白き月のごとき美び貌ぼうを誇ほこるなど、馬鹿げた噂はたくさん聞いている。

　眉まゆ唾つば物ものの伝聞を笑い飛ばせば、残るのはただのか弱いお姫様。さっきの部下にうそぶいたように、彼女との付き合いも短期間で終わる可能性は高い。

　ついに先代のように女漁あさりを始めたのかと、怒いかれる貴族たちや領民たちに、自分が滅ほろぼされるのが先かもしれないが。

　それとも神と聖女を奉ほうずる例の連中が、介かい入にゆうの糸口を見つけて押し寄せてくるほうが先だろうか。

　己おのれの野望を遂とげるため、いたいけな少女を金で買った罰。神罰だ、天罰だと、彼らは嬉うれしそうに叫ぶだろう。

　──あるいは本当に、天がこの身を裁さばくようなことがあるだろうか？

「望むところだ」

　薄うすい笑みを口元に浮かべ、灰色の雲に覆おおわれた窓の外を見やる。空の一番上の国、あそこから神様はいつも見守って下さっているんですよと、母は幸せそうに何度も語ってくれた。

　なら彼女が死んだ時、神は昼寝でもしていたのか。

「本当に神や聖女がいるのなら、天罰ぐらいくれてもいいだろう……？」

　貴様らを信じ抜いた母を救わず、父という名の怪物を放置していたその手で、無む慈じ悲ひに罰を下せばいい。







　アズベルグを南下し、フェイトリンに入り、さらに王宮のあるエルナンド地方に進むにつれて、冬空は青さを増していく。慣れたしぐさで馬を駆かる眼がん帯たいの青年は、移り変わる景色につられたようにひっそりと笑った。

「何を笑ってるんだ、お前」

　馬を並べて走っていたバルロイ・レクサンドールが目ざとく声をかけると、黒髪を風に遊ばせながら青年は答えた。

「いや、昔の俺は、本当にろくでなしだったと思ってな」

「おやぁ？　この間は自分がどういう人間だったのか、思い出したとか言っていなかったか？」

　ラグラドール人特有の浅黒い顔を皮肉っぽく歪ゆがめ、バルロイが茶化す。憤ふん慨がいする様子も見せず、眼帯の青年は落ち着いた態度で応じた。

「思い出したのは事実だが、以前と同じろくでなしに戻っただけでは、アリシアと出会ってからの年月の意味がないだろう」

　金で買った花嫁の名を、大切な宝物のように口にする。

「だがアリシアを得て、家族を得て、だめになった部分もある。そこは反省している」

「ああ、視力とか、頭とか、女の趣しゆ味みとかな……俺としては、だめになった部分がかなり多いような気もしてるんだが……」

　出会ったばかりの頃と現在の彼を比ひ較かくすると、素直に賛同できない様子のバルロイである。しかし、バルロイの反対側で馬を走らせている壮年の男は、さもありなんとうなずいていた。

「いい心がけだ。さらに男に磨みがきをかけて会いに行かねば、お前の妻に悪いだろう」

　クルセージュの「残ざん虐ぎやく王おう」、デュランダール・サイラス・ド・クルセージュ。愛妻家でも知られた男は、口元に味のあるしわを刻みながら満足そうに笑っている。

「ええ、全くです。最高の女には、最高の男しか釣つり合いませんから」

「……最高なあ……」

　やっぱり賛同できない様子のバルロイだが、眼帯の青年の眼は、徐々に姿を見せつつあるシルディーン王城へと据すえられている。

「ある意味、国王陛へい下かには感謝しないとな。このお礼はたっぷりとさせてもらおう。──さあ、行くぞ貴様ら!!」

　振り返り、拳こぶしを突き上げ鼓こ舞ぶすれば、大勢の戦士たちの声がそれに応こたえた。国こく籍せきも肌はだの色も信じる神もばらばらだが、今彼らの心はひとつ。

　クルセージュ人とラグラドールの傭よう兵へいの混合部隊は、近きん隣りんの人々が眼を疑うような速度でシルディーン王城めがけて突き進んでいった。











第一章　不本意な再婚






　シルディーン王国中心部、海を知らないエルナンド地方にある王宮には、ひとりの暴君が住んでいる。

　今や「アズベルグの暴君」と呼ばれたカシュヴァーン・ライセン以上の悪名をほしいままにする、国王ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。姉であるエルティーナ・フィラル・ド・シルディーンは女王として即位することを宣言し、弟を討うつために巨大な兵力を率ひきいて、王城を取り巻いている。

　頼みの綱だったラグラドールの傭よう兵へいたちは裏切り、エルティーナたちに味方した様子だ。残っているわずかな兵士たちも次々に脱走や投降を選んでいる。

　にもかかわらず、ゼオルディス自身は悲ひ嘆たんに暮れもしなければ逃とう亡ぼうを図はかるでもない。帯剣だけはするようになったものの、カシュヴァーンに「だまされていた」哀あわれなお姫様、アリシア・フェイトリンを側そばに侍はべらせ、のどかに生活しているのだった。







「泥どろイモだけのスープにもすっかり慣れたものだよなあ、アリシア」

　シルディーン王宮内の国王の私室にて、粗そ末まつな朝食を見つめながら黒くろ髪かみの青年が笑う。額ひたいから右眼を通って頰ほおにまで走る、醜みにくいその傷のせいでいつも笑っているように見えるゼオルディスだが、本日の彼の笑顔は本物だった。

「そうですわね、そろそろ泥イモもなくなってきましたけど」

　小さな卓たくの向かい側で、ほとんど具のないスープをすくいながら応じる亜あ麻ま色いろの髪の少女はアリシア・フェイトリン。一度目の夫を殺した、という噂からついた「死神姫」というあだ名のほうが有名だが、彼女自身は二度目の夫のことこそ覚えておいてほしいと願っている。

　どんな荒野にもこれだけは生はえる、と言われる生命力豊かな泥イモの欠片かけらが浮いただけのスープ。普通の貴族や王族であれば、籠ろう城じよう下かであっても「馬鹿にするな」と怒り出しそうな代しろ物ものだが、幸いなことに二人とも普通ではない。

　アリシアは零れい落らくした貴族のお嬢じよう様さまであり、毒草『肥料要いらず』にさえ手を出すような暮らしをしていた。そしてゼオルディスは、五歳までは田舎いなかの農村で育った偽にせ物ものの王子様だ。

「幸いエルナンドは地味豊かですから、食べられる野草なども少しは生えておりますわ。水さえあれば、人間そう簡単には死にませんし。それに……」

　それに、女王軍が城を包囲して動きを止めてから二日。そろそろ行動を起こすだろう。

　眼鏡めがねをかけてなお怪あやしい視力しかないアリシアである。眼鏡を奪うばわれ、首輪をつけて引き回されている状態では外の様子などうかがうべくもないが、二人きりの生活に終わりが近づいているのは間違いない。

　本当のお姫様を喪うしなった怪かい物ぶつ王子と、ただひとりの王子様を待ち続けるお姫様の「お話」はもうお終しまいだ。

「そうだな、人間はそう簡単には死なない。ちょっと腹が減ったぐらいじゃ、ちょっと傷ついたぐらいじゃ、死なない。死ねない」

　薄うすいスープをちびちびと飲みながら、ゼオルディスが相あい槌づちを打った。口角を引き上げる傷きず痕あとに変化はないはずなのに、この距きよ離りでも顔はぼんやりとしか見えないのに、アリシアはなぜか彼の笑みが消え失うせたのを感じ取っていた。

「〈翼つばさの祈いのり〉を奉ほうずる国では、水にまつわる死に方が最も忌いみ嫌きらわれるが……水死より餓が死しのほうが、死ぬまでに時間がかかるだけに辛つらいらしいなぁ」

　水のようなスープから顔を上げ、ゼオルディスは上うわ目め遣づかいにアリシアを見た。射い貫ぬくような視線に、アリシアがはっと身を強こわ張ばらせたその時。

「陛へい下か、失礼いたします」

　漂ただよいかけた沈ちん黙もくを、ためらいがちな呼びかけが破った。いつ戦せん闘とうになるか分からないため、がっちりと武装した兵士が入ってきて、何やらゼオルディスに耳打ちを始める。

　安あん堵どの息を吐はいたアリシアは、とりあえず自分の分のスープを飲みきった。

　水死も餓死もするつもりはない。ゼオルディスとここで永遠に暮らすつもりもない。

　カシュヴァーン様が、必ず来て下さる。

　すべてそのための努力だ。だって自分は、カシュヴァーンだけのお姫様なのだから。

「そうよ、私はなんとしても生き延のびるの……」

　だから、そのスープを全部飲まないなら下さい。ゼオルディスの手元の皿に狙ねらいをつけたところで、報告を終えた兵士が退出していき、ゼオルディスが声高らかに叫さけんだ。

「さあアリシア、今日は俺たちの結婚式だ！」

「えっ？」

　残り物を狙って身を乗り出していたアリシアは、ぎょっとして椅い子すの上で後ずさった。

　瞬しゆん間かん、首から下がっていた金の鎖くさりがじゃらりと鳴る。やたらと順じゆん応のう性せいが高いため、最近はほとんど気にしていなかった首輪の存在が急に意識された。

「なんだ、意外そうな顔をして。だって舞ぶ踏とう会かいならこの間やったんだから、今度は結婚式だろう？」

　二日前の夜、鏡張りの謁えつ見けんの間で行われた、二人きりの舞踏会。ゼオルディスのすべての秘密が、彼の本当のお姫様が明かされた。

　あれ以来ゼオルディスは、「俺のお姫様」「好きだ」「結婚してくれ」などと繰くり返すことをやめていた。時折先ほどのような怖こわい眼をすることはあっても、以前のようにべたべたしてくることはなくなった。

　──もうひとりの怪物王子様の帰き還かんを、この「お話」の終わりを、座して待つ気なのかと思っていた。だがそれは、都つ合ごうのいい解かい釈しやくだったようである。

「そんな……ええと、『昇天するほど愛して　無ぶ精しよう髭ひげの王子様は金持ち筋肉持ち霊感持ちもちろん美形でもちょっぴり寂さびしがり屋で私にだけ優しいの』の書き直しはどうなさいますの？」

　アリシアの友人であり、つい最近までは護ご衛えいを務つとめていたレネとゼオルディスの合作を持ち出してみるものの、返事は素そっ気けない。

「ああ、『昇天するほど愛して　無精髭の王子様は金持ち筋肉持ち霊感持ちもちろん美形でもちょっぴり寂しがり屋で私にだけ優しいからみんなに嫉しつ妬とされちゃうの』はもういい。一応一度は完成しているし、乙女おとめの好みを詰つめ込みすぎて、正直俺にも収拾がつかなくなっているからな」

　暇ひまつぶしに行っていた合キ成メ獣ラ状態の創作の書き直しには、とうに飽あきていたようだ。

「それにあれを書いていると、なんだか悲しくなってくるんだ」

　意外な言葉を聞いて、アリシアは少しだけ考え込んだ。

「あら、そうですか？　とっても明るくて潑はつ剌らつとしたお話で、悲しくなる要素はあまりなかったような……でも、女性の理想の固まりのような男性は、同じ男性からはある種の怪物のように見えるらしいですわね」

「怪物か。なるほど、だから悲しかったんだな、俺は」

　アリシアの言葉に、ゼオルディスはくすくす笑う。

「父様の、母様の、イーダルの理想をぎゅうぎゅうに詰め込まれて苦しんでいたゼオのことを思い出すんだ。だからあの子は怪物に育ったんだな、かわいそうに」

　唐とう突とつに始まった「ゼオ」の話に、アリシアはしょんぼりと肩かたを落とす。名を変え、年を変え、親を変えて、少しずつ殺されていった王子様のことを思うと、こちらまで悲しくなってきてしまった。

「ごめんなさい、嫌いやなことを思い出させてしまったのですね」

「謝るなよ。どうせ俺のことを好きになってくれないくせに」

　にこやかに言い返されて、一瞬迷ったアリシアだが、やはりここは譲ゆずれない。

「……ええ、私、カーシュ様をひどい目に遭あわせたゼオルディス様のことは大嫌いですから」

　きっぱり線引きしてやると、ゼオルディスは「残念だ」と口では言った。しかしその表情はやけに幸福そうだ。

「はは、アリシアは本当にいつも変わりなく残ざん酷こくだなあ。そんなお前と俺の『お話』を完結させるほうが先だと思ったんだ。ようやく準備が整ったと、報告が来たんでな」

　かわいそうな王子様ゼオルデイスが辿たどるべき「お話」を、アリシアは以前依頼されていた。しかしゼオルディス同様、アリシアにも作家の才能はなかったらしく、彼を満足させるようなものは書けなかった。

　だからこそカシュヴァーンを、鏡に映ったもうひとりのゼオルディスを、一緒に待ってほしい。本物のハッピーエンドを迎むかえるために。

「申し訳ありませんけど、あなたとの結婚は嫌ですし無理です。だって私は、カシュヴァーン様の妻ですから」

　公おおやけにはアリシアは、まだ一回しか結婚していないことになっている。ゼオルディスが二回目の結婚無効を宣言したせいだ。

　しかし国王が、神が、国教〈翼の祈り〉の象しよう徴ちようである聖女アーシェルが認めなくても、アリシアの夫は……「特別」な王子様は、カシュヴァーンだけ。

「……それに、あなたの本物のお姫様はミューゼ様でしょう？」

　ミューゼ・マーベル。「図書館の幽ゆう霊れい」時代のゼオルディスに献けん身しん的てきに仕つかえ、やがては彼の妻となり、その愛と憎にくしみを一身に受けていた儚はかなげな美少女。ただし彼女自身の恋心は、腹にゼオルディスの子を宿した後も、実の兄であるフロリアンだけに向けられていた。

　舞踏会ごっこの際に明かされた事実を突きつけても、ゼオルディスは平然としたものだ。

「ああそうさ。でも、あの女はもう死んだじゃないか。だからアリシア、これに着替えて俺と結婚しよう」

　薄く笑ってそう言いきると、彼は立ち上がって部屋の隅すみにある自分用の衣い装しよう棚だなに近づいた。すぐに取って返してきたその手に抱だかれた、白いドレスにアリシアは眼を丸くする。

　白で統一されたそれは、アリシアの眼でも見み間ま違ちがえようがない。幸せの象徴、純白の花嫁衣装だ。

　ゼオルディスの戴たい冠かん式しきと同時に行われた結婚式の際、ミューゼが着ていたのと同じものである。おそらくはアリシアが寝ている隙すきにでも、こっそり準備させておいたのだろう。

「ミューゼに合わせたものだから、お前にはいろいろなところが余るだろうが、ドレスを直せるような召めし使つかいはもう残っていないんだよな。やっぱりノーラを、もっと早くここに呼ぶべきだった」

　ノーラ・フィラル・ド・ガーゼット。カシュヴァーンの自称愛人だったメイドは、今や地ち方ほう伯はくガーゼット家の養女であり、地方伯レイデン家当主の婚こん約やく者しやだ。

　出会った当初は露ろ骨こつにアリシアを邪じや魔ま者もの扱いしていたノーラだったが、いざレイデン地方へ行くと決まった時には、離れたくないと泣いてくれた。見栄っ張りフェイトリンと蔑さげすまれていた上に、奇き矯きような趣味で知られたアリシアにとっての数少ない友達。

　会いたい。一瞬そう思ったけれど、

「嫌です」

　一番の友達の名に惑まどわされず、アリシアはまたきっぱりと拒きよ否ひした。

「私はカーシュ様以外の方のために、そのドレスは着ません。絶対に、着ません。あとノーラは私とレイデン伯はく爵しやく様のものですから、あなたにはあげません!!」

　実のところ、アリシアはカシュヴァーンのためにだって花嫁衣装を着たことはないのだ。結婚当初のカシュヴァーンは金で買った花嫁に大した関心を持っていなかったし、アリシアはそもそも金のかかる儀ぎ式しきを望んでいなかった。

　しかし、いくら費用が王家から出るといっても、今さらカシュヴァーン以外の男のために花嫁衣装なんて着られない。

「……ゼオ様だって、本当はミューゼ様以外の方に、そのドレスを着てほしくない。そうでしょう？」

　凜り々りしくまなじりを吊つり上げ、アリシアは言い返した。だがその視線が相変わらず対象からずれているためか、ゼオルディスは質問を無視した。

「世の中に、絶対のものなんてそうそうないんだよ、アリシア」

　ひとつ前の台詞せりふに対してだけ応じると、やにわにまた部屋の隅に移動する。今度はアリシア用の衣装棚に近づき、中身を次々に引っ張り出しながら、腰に帯はいていた剣を抜いた。

　銀のきらめきが宙を舞う。

　視力は悪いアリシアだが、布が裂さかれる音はよく聞き取れた。

「きゃっ……!?」

「ほら」

　生家にいたころからの着古したドレスも、王宮で用意された豪ごう奢しやなドレスも、等しくただの布切れになって床ゆかに落ちる。「友達」であるフロリアン・マーベル仕込みの剣の腕うでで、ゼオルディスはあっという間にすべてのドレスを切り裂いてしまった。

「さあ、もう他に着替える服はないぞ」

　得意満面に語るゼオルディスに、アリシアは憤いきどおりを抑おさえられなかった。

「な、なんてもったいないことを……!!　せめて下取りにでも出していただければよかったのに……!!」

　花嫁衣装以外の選せん択たく肢しを奪いたいなら、もっと他に方法もあったはずだ。怒いかりに震ふるえるアリシアに、剣を片手のゼオルディスは笑った。明るく、快活に。

「はは、相変わらずだな、アリシアは。さてお姫様、答えは？」

　決まっている。アリシアは毅き然ぜんとして答えた。

「ずっと今の服を着ています」

　年単位でドレスを新調しないなど、珍めずらしいことではなかった。それで全く問題ない。

「そう言うと思ったよ。じゃあ俺も、こうするしかないな」

　ぼんやりとしか見えていなかったゼオルディスの姿が、急速に近づいてきた。訳が分からないまま、反射的に逃にげを打とうとした瞬間、鎖を強く引かれて息が詰まる。

　軽く咳せき込んだアリシアの肌はだに、ドレスが強く食い込んだ。

　布地が破れる音が高く響ひびき渡る。素肌に外気が触ふれた。

「──きゃああっ!?」

　慌あわててしゃがみ込んだアリシアのドレスは、肩口から派手に裂けている。引き裂いた布地を床に投げ捨てて、ゼオルディスは瞳ひとみを細めて楽しそうに笑った。

「ほら、もうその服も着られない」

　うずくまったまま、アリシアはきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。斜ななめに引き裂かれたドレスは、胸むな元もとを押さえていないとあられもない姿をさらすことになってしまう。

「そんなに花嫁衣装を着るのが嫌なら、裸はだかで結婚式をするか？　じゃあ俺も脱ぬぐかなあ」

　うそぶきながら、ゼオルディスが容よう赦しやなく手を伸ばしてくる。床を這はいずるようにして逃げたが避さけきれず、ドレスの裾すそが裂かれて素足の一部が覗のぞいた。

　カシュヴァーンにしか見せてはいけないのに。

　胸元とドレスを押さえ、真っ赤になって震えているアリシアの前にゼオルディスもしゃがみ込んできた。ふざけたように伸ばされた指先が、白い足首や剝むき出しの肩をかすめるように撫なでては離れていく。

「その格かつ好こうだとかえっていやらしいから、全部脱いでしまおうな？　それともほら、俺が先に脱ごうか」

　中空をさまよっていたゼオルディスの指が、これみよがしに自分の襟えり元もとを寛くつろげる。距離が近いため、アリシアの視力でも傷だらけの胸がちらりと見えた。

　一発でゼオルディスを印象づける、醜い顔の傷と同じだ。次し第だいに足が遠のいていった母を呼び戻すために自らつけたもの。

　痛かっただろうと思った。

　でも、だめなものはだめだ。

「は、ははは、裸は、だめ。私の裸を見ていいのは、カシュヴァーン様だけです。私が裸を見たいのも、あの方だけ……!!」

　なおも伸びてくる指を避けながら、懸けん命めいに言い募つのる。

「だから、着ません。ゼオ様だって本当は、私なんかに花嫁衣装を着てもらっても嬉うれしくないくせに……!!」

「とんでもない。死ぬほど嬉しいさ、カーシュのお姫様」

　左手で鎖を手た繰ぐりながら、右手で亜麻色の髪の先をつまみ上げられ、不ふ穏おん当とうな口づけを落とされる。傷のない左眼と傷のある右眼が、揃そろってアリシアを見み下くだしていた。

「俺のお姫様はもういない。いいや初めから、俺のお姫様なんかいなかったんだ」

　王おう妃ひとなり、腹に子を宿してなお、ミューゼがゼオルディスを愛することはなかった。最後まで彼の手を拒こばんで、ひとりで水みな底そこの国へ落ちていった。

「だからせめて、世の中からひとりでも、幸せな王子様とお姫様を減らしたいんだよ」

　大切な秘密を分け合うように甘くささやいたゼオルディスの手が、破れたドレスの裾を摑つかむ。ゆっくり裂けていく布の音に背筋が冷たくなった。

　しかし、たとえこのまま裸に剝かれても、彼のために花嫁衣装なんか着ない。絶対に。

　そんなことをしても、誰だれも幸せになれない。

「でも、そうだな。この手では、お前は言うことを聞かなそうだ」

　固いアリシアの決意が伝わったのか、あっけらかんと諦あきらめの言葉を口にしたゼオルディスが立ち上がる。ドレスから離れた手には、再び剣が握にぎられていた。

　アリシアも、ぎゅっと拳こぶしを握る。

　たとえこのまま斬きり捨てられたとしても、絶対に彼の思いどおりにはならないと決めた瞬間だった。

　銀のきらめきが宙を走り、赤い色がぱたぱたと床に落ちる。

「ほら、アリシア」

　にっこり微笑ほほえんだゼオルディスが、真新しい傷が開いた左手の甲を突き出してきた。一瞬状況が分からず、反射的に顔を近づけたアリシアの頰を濡ぬれた指先が撫でる。

「きゃっ……!?」

　眼は悪いが鼻はいいアリシアだ。鮮せん血けつの臭においに慌てて後ずさったが、ゼオルディスはまるで摘つんできた花でも差し出すかのような満面の笑みを見せた。

「ほら、痛い。アリシア」

「ゼ……、ゼオ様!?　どうなさったの、お脱ぎになりたいなら普通に脱いで下さってよろしいんですのよ!?　私は興味がありませんけど!!」

　自分の服を切ろうとして失敗したのかと思ったのだが、ゼオルディスは相変わらずにこにこしている。

「俺をただの露ろ出しゆつ狂きようだと思っていないか？　さあ、お前がそのドレスを着るまで、俺は自分を傷つけ続けるぞ」

　はっきりそう宣言するなり、彼は無む造ぞう作さに剣を振るった。上衣の左ひだり袖そでが裂けて、赤い色がにじんでいく。

「それともお前は俺のことが嫌いだから、俺が死ぬまでそうやって見ているか？」

　痛みがない訳ではないのだろう。少しだけ顔をしかめながらも、ゼオルディスの唇には作り物ではない、本心からの笑みが浮かんでいた。

「そうだな、それもひとつの終わりだな。偽物の王子様とお姫様には、相応ふさわしい末路かもしれない」

　微笑みながら、その手がまた剣を振ろうとする。床に、ドレスに、ぱたぱたと散る血しぶきを見て、たまらずアリシアは叫んだ。

「やめて下さい!!　着ますから、剣を置いて、傷の手当てをして、あと服についた血はすぐにぬるま湯で洗って下さい!!　落ちなくなりますから!!　高い生き地じがもったいない!!」

　引き裂かれたドレスはもう処分するしかないが、ゼオルディスの衣装ならまだ下取りに出せる段階のはず。

　主おもに染しみ抜きに偏かたよって止められたゼオルディスは、わずかに眼を見張った後爆ばく笑しようした。

「ははははは、アリシアは本当に、どんな時でもアリシアだなあ。噓うそつき女どもとは大違いだ!!」

　いつでも現金で、現実主義者で、カシュヴァーンだけが「特別」だけど、眼の前で血を流す怪物のことも捨て置けないお姫様。優しい彼女の同情を引き出せたことに満足したのか、ゼオルディスは心地良さそうに微笑んだ。

「分かったよ、服はちゃんと洗っておく。その間にお前も着替えるんだ。手伝いが必要なら、すぐに呼んでくれ」

「大丈夫です!!」

　力強い拒きよ絶ぜつに、ゼオルディスは「鎖はいったん解放してやるよ」と笑いながら引き下がった。










　花嫁衣装を含ふくめ、貴婦人のドレスというものは、基本的にひとりで着られるようにはできていない。

　それでもアリシアは、幼おさない頃からひとりでなんでもできるように訓練していた。凝こったことはできないが、着るぐらいならなんとかなる。

「これでいいわよね……」

　着替え用の間仕切りの中、小さな姿見に自分を映うつして、ぼやけた視界の中で一応の点検をした。

　花嫁衣装に袖を通し、ヴェールをかぶって最低限の体てい裁さいを整えただけ。そうとしか言いようのない姿のアリシアを見たら、被服にうるさいノーラあたりはかんかんに怒るだろう。

　化け粧しようを施ほどこしておらず、髪もアップにしていないし、宝石類もいっさいなし。強しいて言うなら赤い首輪をしているくらいだ。

　ドレス自体も他人に合わせた物なので、直しもないまま身にまとえば、あちこちが余ったり苦しかったりと悲ひ惨さんなものである。ゼオルディスに強制されたことを思えば、自分なりに調整してみる気にもなれなかった。

　それでもこれは、花嫁衣装。

　カシュヴァーン以外の男のために、これを着てしまった。そして今から、結婚式にまで参加しなければならない。

「ごめんなさい、カシュヴァーン様……」

　しょんぼりと肩を落としたアリシアは、自分を奮ふるい立たせるようにひとりごちた。

「でも、裸は絶対死守しますわ。ですからカシュヴァーン様の裸も、私だけのもの……」

　裸、裸と連呼していると、この間見たゼオルディスの裸が脳のう裏りを過よぎった。

　子供が泣きじゃくる様をそのまま刻みつけたような、ゼオルディスの体。

「友達」であるティルナード・レイデンの背に、むごい傷を刻んだのも彼だ。しかしゼオルディスがうそぶいたように、後こう見けん人にんのカシュヴァーンや執しつ事じのセイグラムがティルナードを見直すきっかけにはなった。

　今やティルナードはノーラと将来を誓ちかい、一大勢力を率いて王家に牙きばを剝くまでに育った。この戦いが終われば、二人は盛大な式を挙あげるだろう。

　ゼオルディスの側には、彼のものではないお姫様以外誰もいない。

「とてもきれいだ」

「きゃっ!?」

　鏡を前に思考を巡めぐらせていたら、鏡の中にゼオルディスが映り込んでいた。

「ああ、ごめんな。遅いから、お前にまで逃げられたら悲しいと思って、迎えにきた」

　ゼオルディスも戴冠式と一度目の結婚式の際に着ていたのと同じ、礼装に身を包んでいる。手の傷にもちゃんと包帯が巻かれていることを確かめながら、アリシアは改めて自分の姿を見下ろした。

「私はあまり、服飾についてはよく分からないのですけど……やっぱりミューゼ様のほうがお似合いでしたし、きれいだったと思いますわ」
















　元々ミューゼのための衣装だったことはもちろんだが、何よりミューゼは誰が見ても明らかに美少女だった。儚げで、どことなく幸の薄い雰ふん囲い気きがたちの悪い男を誘さそい、男性恐きよう怖ふ症しように陥おちいらせるほどに。

「そうだな、俺も正直そう思う」

　アリシアを本気で世界一可愛かわいいと考えているカシュヴァーンと違い、ゼオルディスの返事は冷静だった。

「でも、俺のために花嫁衣装を着てくれた気持ちが嬉しいんだよ、カーシュのお姫様」

　ゼオルディスは右手を伸ばし、アリシアの首輪に繫つながる鎖を引いた。革で首を擦すらないよう、促うながされるままに一歩踏ふみ出したアリシアの手を、包帯の白さが目立つ左手で取る。

「ミューゼ様だって、同じ花嫁衣装を着て下さったではないですか……」

　そのまま王の私室を抜け、待っていた警備兵に囲まれた状態で歩き出しながら言えば、ゼオルディスは首を振った。

「今のお前と同じように、散々脅おどしたからさ。言うことを聞かないのなら、大切なお兄様にお前の醜い恋をばらすとな」

　ちょろいもんだと、自みずから傷つけた手を見て笑う。場違いに明るい笑い声が、彼ら以外人ひと気けのない広い廊ろう下かに響き渡った。

「あいつはそれで言うことを聞くんだ。自分と兄貴以外、大切なもののない女だったから」

　ミューゼに花嫁衣装を着せる時には、自傷行為の必要はなかった。

　その意味もなかった。

「お前は本当に賢かしこくて優しいな、アリシア。分かっていても、何も言わないでくれる」

　黙だまり込むアリシアと手を繫いで歩きながら、ゼオルディスがつぶやくのが聞こえる。何も答えられなかったし、繫がれた手を振りほどくこともできなかった。

　異い口く同どう音おんに評されてきたとおり、ゼオルディスは賢く、勘かんがいい。

　仮にミューゼに言うことを聞かせるため、さっきのように彼女の眼の前で自傷行為に及およんだとしよう。ミューゼはもちろん驚くだろうし、場合によっては泣き叫ぶかもしれないが、アリシアほどの必死さで夫を止めただろうか。

　たぶん、止めないだろう。

　儀礼的に「おやめになって」と繰り返すその声は、言葉のナイフと化してゼオルディスを切り裂いただろう。

　見た目どおりにか弱かったミューゼ。彼女を怯おびえさせたり泣かせたりするのは、アリシアよりもずっと簡単だ。

　けれど本当の意味でミューゼの根源を揺ゆさぶることは、ゼオルディスにも最後までできなかった。兄に占しめられた彼女の世界は、兄以外の誰にも壊こわすことができなかった。

　その虚うつろな強さこそが、ひとりぼっちの怪物王子の眼には得え難がたき宝であるように映ったのかもしれない。カシュヴァーンの父、レジオール・ハルバーストが、薔ば薇らにしか興味のないジーナを愛し続けたように。

　人を傷つけ、自分を傷つけずにはいられない怪物。

　カシュヴァーンから、アリシアからすべてを奪った大嫌いな男だと分かっているけれど。

「……私、本当はもうたぶん、あなたのことをそんなに嫌いじゃないんです」

　ぽつりとつぶやいたアリシアの手をぎゅっと、巻かれた包帯に血がにじむほどに強く握って、ゼオルディスはうなずいた。

「知ってる。でもお前も、俺を一番には選ばない」

　まるでアリシアの「息むす子こ」であるルアークが言ったようなことを口にしてから、彼は小さく微笑んだ。

「エリクスが言っていたな。お前は本当に腹が減った人間だけにありがたみが分かる、施しのパンみたいなものだって」

「エリクス様……？」

　エリクス・バスツール。ゼオルディス同様カシュヴァーンを羨うらやみながらも、師のもとへと去ったルアークの眼を覚ましてくれた青年。ゼオルディスのお気に入りだったという。

「腹がいっぱいで満足している人間は、たとえ食べたってうまいとは思えない。けれど餓死しかけている人間にとっては、この上なくありがたいものだとさ」

「まあ……ありがとうございます。私自身がパンなら、食べる物に困らなくてよさそうですわね」

　意味がよく分からず、とんちんかんな回答をするアリシアの髪を、ゼオルディスはカシュヴァーンがよくするように優しく撫でた。

「さっきも言ったが、俺は餓死するのは嫌なんだ。それなら、泥水に浸ひたったかびだらけのパンでも食いたい」

「そうですわね、火を通せばなんでも食べられますものね。最低限の栄養を取ってから、別の食べ物を探す手もありますわ」

　食べ物の話にはつい乗ってしまうアリシアの手を、ゼオルディスは笑いながら握り直した。

「お前の料理哲てつ学がくをもう少し聞きたい気もするが、さあ行くぞ、アリシア。式の準備はできている。列席者がお待ちかねだ」

　さり気なく話を戻されて、アリシアはぎくりとした。

　条件反射で踵きびすを返しかけたが、握られた鎖がそれを許さない。おまけに今は、警備の兵までいる。

「これで俺もお前も、仲良く再婚という訳だな、アリシア」

　ヴェールの下、胸の奥まで覗き込むような眼をして、ゼオルディスは笑った。明るく、快活に。







　ゼオルディスがアリシアと、数人の警護の兵を連れてやって来たのは、彼の一度目の結婚式の舞台ではなかった。

「聖堂……」

　アリシアも何度か来たことがある、〈翼の祈り〉の聖堂だ。

　カシュヴァーンと違って、アリシアに国教への抵てい抗こう感かんはない。値打ちの高そうな建築物は大体好きなのだが、何せここに最近来たのは、身投げしたミューゼの死を悼いたむためである。

「どうした？　アリシア。ほら、行こう」

　立ち止まってしまったアリシアを、ゼオルディスが気楽な口調で促してきた。だがアリシアは動けない。

　いつかミューゼの遺い体たいを見たのも、この聖堂。聖女を模もしたステンドグラスから落ちる光が、添そえられた花が、永遠の眠りについたミューゼに不吉な美しさを与えていたことは忘れられない。

『いっそ埋うめる前に、腹を割さいてみろよ』

『次代の王が、まだ取り出せるかもしれない』

　ゼオルディスのミューゼへの想いを知った今となっては、ある種のやるせなさも感じさせる言葉の羅ら列れつ。それを聞いて激げつ昂こうしたフロリアンが、彼を象しよう徴ちようする銀の甲かつ冑ちゆうを脱ぎ捨て、去っていったのもこの聖堂。

　──神様嫌いのカシュヴァーンが、神ではなくアリシア自身に愛を誓ってくれたのもこの聖堂。

『この先もしも俺に何かあったら、お前は俺のことなど無視してさっさと逃げるんだ』

『場合によっては、他の誰かと再婚してもいい』

　まるで今の状況を予期していたような数々の台詞が耳の奥で蘇よみがえり、眼の奥が熱くなる。直後に前国王が前ぜん宰さい相しようイーダルの手によって暗殺された──アリシア周辺の人間は誰もそれを信じていない──ことを考えれば、カシュヴァーンの先見の明は確かだった。

　分かっている。夫が口にした言葉はすべて、見識と冷静な判断力と愛の深さゆえだった。だからこそ、素直に受け入れることなどできず、珍しく全力でわがままを言った。

『たとえ離れ離れになったとしても、必ず再会する。そのように努力する』

　根負けしたようではあったが、カシュヴァーンも最後にはそう誓ってくれたのだ。

　アリシアをパンにたとえたというエリクスが、命を懸かけて教えてくれた。カシュヴァーンは生きている。あの誓いも生きている。

　だからアリシアも、最後まで足あ搔がかなくてはならない。

「ごめんなさいゼオ様、私なんだか眠くて、おまけにおなかがすいてきたので、式はまた今度……、きゃっ!?」

　適当な言い訳を口にし、走り出そうとした瞬間手首を摑まれた。同時に鎖を強く引かれ、上体が傾かたむいた。

　ただでさえぶかぶかのドレスの中で、つま先が宙を搔かく。転びそうになったアリシアをすかさず抱き留めて、ゼオルディスがうそぶいた。

「噓が下へ手ただな、アリシア。そこも可愛いよ」

　甘いささやきはすぐに、近づきつつある冬の風のような響きを帯おびた。

「でも、噓はだめだ。俺は噓つきは大嫌いなんだ」

　アリシアだけでなく、警護兵まで彼の声の冷たさに怯えた顔をしている。今が夏ならまだ役に立ったのに、と一瞬考えてから、アリシアは懸命に反はん駁ばくした。

「噓つきはあなたです。ミューゼ様のことを愛していたくせに!!」

『私、私も……、本当は、あんな人……、大っ嫌い!!』

　ゼオルディスとの思い出の場所である図書館の地下で、ミューゼは怒りと憎にくしみに満ちた眼をして叫んだ。

　彼女の気持ちは痛いほど分かる。しかし、血を吐くような拒絶の声を通信管越しに聞いていたゼオルディスの気持ちも、今は分かる。分かってしまう。

「あの方以外となんて結婚したくないくせに……、きゃっ!?」

　ミューゼの衣装をまとって叫ぶアリシアの首輪を、ゼオルディスの指が直接摑んだ。革と首との狭せまい隙間に無理やり指をねじ込まれ、苦しさにあえぐ彼女の耳に、お返しとばかりに叫ぶ。

「噓つきはあいつらのほうだ。ミューゼは兄貴以外どうでもいいくせに、俺のことが好きだと繰り返し言った。母様だって俺への関心がなくなった後も、俺のことが大事だと、可愛いと、いつか迎えに行くと繰り返した。噓つき、噓つき、噓つき!!」

　喉のども裂けよとばかりに繰り返しておいて、いきなりぱっと明るい笑顔を作る。

「その点、お前は本当に可愛いよ、アリシア。俺の望む『お話』を作ろうと努力してくれるし、怪け我がをすれば心配してくれるし、こうして結婚までしてくれる」

　夢見るように語るその左手は、興奮しすぎたためか、傷が開いて包帯に血が染み始めていた。眼の端を過ぎる赤を気にしながら、アリシアは彼が都合よく歪ゆがめた「お話」を否定する。

「た、たとえ式を挙げたって、私はあなたのお姫様にはなりません。私の王子様はカシュヴァーン様だけです。あの人だけを、選んだんです」

　ディネロを、エリクスを、ルアークを、……ゼオルディスを、好きだと言ってくれたすべての男に首を振り、選び取った「特別」な王子様。これだけは譲れないと、泣き叫ぶ尊さを教えてくれた大切な人。

「選んだ？　だからなんだ」

　傷を歪めて、怪物はお姫様を嗤わらう。

「今のお前には、選ぶ権利なんかないんだよ。さあ、これで完全に俺のものだ、カーシュのお姫様」







　散歩を嫌がる犬のごとく鎖を引かれ、アリシアはまろぶようにして聖堂に足を踏み入れた。

　以前と同じ、華はなやかに色づいた光が降るなか、居並ぶ人々の間に動どう揺ようが走る。

「……これは」

「し、式が終わったら、さすがに外はずされるのでしょうな……？」

　列席者として呼ばれたらしき幾いく人にんかの貴族たちは、アリシアの姿を見るなり落ち着かない素振りを見せた。

　この期ごに及んでまだ王宮に残っているあたりからして、王家と共に滅ほろぶしかない弱小地方伯が大半と思われた。アリシアの状況も知ち悉しつしていたはずだが、さすがに首輪付きの花嫁を前に素知らぬ顔も難しいようだ。

　兵士たちも合わせて、三十人ほどか。入れ替わりが激しかったとはいえ、一時は王宮中に人間があふれていたことを思い起こすと、寂しい限りである。

「全員ちゃんと揃っているようだな。結構結構」

　強張った空気を物ともせず、ゼオルディスはすたすたと正面にしつらえられた壇だんまで進んだ。聖女アーシェルを象かたどったステンドグラスの光がまぶしく照らすその下に、〈翼の祈り〉の聖職者である壮そう年ねんの男性が無言で佇たたずんでいる。

「遅おくれてすまない、花嫁が少々わがままでな。すぐ始められるか？」

「……ええ、陛下、準備はできております」

　聖職者は、何かを堪こらえるような顔をしながらうなずいた。自責の念に駆かられているらしき彼を尻しり目めに、ゼオルディスは花嫁に繫がる鎖を引く。

　並んだ椅子の背もたれに指をかけ、最後の抵抗をしていたアリシアは呆あつ気けなく花はな婿むこの前に引きずり出されてしまった。

　金の鎖と白いヴェールが七色の光を弾はじき、泣きたいぐらいに美しい。

「……ルアーク……!!」

　一度目の式の時は、このあたりで「死神」ルアークが花婿を暗殺したのだ。

　だが今、彼はここにはいない。誰もいない。

「指輪はないけど、首輪でいいよな、アリシア。どちらも似たようなものだ」

　アリシアが「指輪も下さらないような方は嫌です」と叫ぼうとした機先を制して、ゼオルディスは笑った。

「けほ、じゃあ、ゼオ様にも首輪を……？」

「はは、いいなそれ、鎖の端と端で繫がれっこしようか」

　満まん更ざら冗じよう談だんでもなさそうなゼオルディスに、聖職者が咳せき払ばらいした。

「陛下、誠に申し訳ありませんが……せめて式の最中ぐらいは、鎖から手をお離し下さい。聖女アーシェルも見ていらっしゃいます」

「俺の隣となりにいるのが真なる……まあいいか、ここは聖職者が仕切る場所だものな」

　ゼオルディスが妥だ協きようを示し、鎖からゆっくり手を離す。

　間合いを見て逃げようとしたアリシアだったが、ゼオルディスはすかさず彼女の左手を摑んだ。

　約束の指輪の上から絡からめられた指は強く、とても外せそうにない。周りは警備兵と列席者に固められている。

「神様……!!」

　頼れるのは最も早はや、至いと高たかき国にいるはずの神だけだ。聖女アーシェルにそうしたように、この背に翼を与えてくれないだろうか。幸い頭ず上じようはがら空あきなのだから、飛べばきっと逃げられる。

「これからは寄付金も弾はずみますから……！　といっても今まで寄付をしたことはありませんけど、どうにか後払いにしていただけないかしら……!!」

　図ずう々ずうしい神頼みをした瞬間、奇き跡せきが起こった。







「きゃっ!?」

　突然ぶつかってきた何かに突き倒されたアリシアは、すてんとその場に転がってしまう。金の鎖がきらきらと輝かがやきながら床に伸びた。

「え、あら、本当にルアークなの……？」

　喜びと当とう惑わくが半々の思いで見上げても、そこにいるのはゼオルディスと警備兵と聖職者と列席者たち。新たな登場人物はいない。

　違うのは彼らの関係性だ。暴君としてこの場を支配していたはずのゼオルディスは、青ざめた男たちが手にした武器に取り囲まれている。

　その数、十数人。室内にいた人間のちょうど半分ほどだ。

　アリシア同様、訳が分からない様子でぽかんとしている者たちがあと半分。しかし積極的にゼオルディスを庇かばおうとする者はいなかった。

「これは一体、なんの真ま似ねだ？」

　喉元に突きつけられた切っ先を見つめ、ゼオルディスは静かに問うた。小振りの、どう見ても果物でも剝くようなナイフを手にした聖職者は、脂あぶら汗あせをかきながら答える。

「農民出身であるために、どう足搔いても第五位以上の職には就つけない。くすぶっていた私に、眼をかけていただいた恩を忘れた訳ではありません」

〈翼の祈り〉の聖職者の中には、捨てたはずの俗ぞく世せの身分による暗あん黙もくの階級がある。この聖職者はそこをゼオルディスに突かれ、彼に従っていたのだろう。

「ですが私の中にも、まともな信しん仰こう心しんとやらが残っていたようなのです。真の聖女とされた方の窮きゆう地ちを、黙って見ている訳にはいかない……」

　苦しげな声でうめくと、聖職者はなんとか起き上がったアリシアに向かって叫んだ。

「アリシア様、今のうちにどうぞお逃げ下さい!!　城の外へさえ出られれば、誰かがきっと助けてくれる!!」

　同時に、志を同じくしたと思われる列席者のひとりが、後ろからゼオルディスの剣を奪う。

「……でも」

　ためらいかけたアリシアは、唇をきゅっと引き結んだ。

　突然の反乱を起こした者たちが、……ゼオルディスをどうするのか気にはなるが、この機を逃のがすことはできない。

「ありがとう!!　あなたの……」

　あなたの進む道に、翼の加か護ごがあらんことを。せめて旅立ちの聖せい句くでも、と口を開きかけ、思いとどまった。

　自分は真の聖女などではないのだ。この場から逃がしてもらえるのはありがたいが、貫つらぬけない噓をつくべきではない。

「あなたに次にお会いできた時にはお礼をいたしますわ、現金で!!」

　せめてと人間アリシアにできる最高のお返しを約束し、ヴェールを投げ捨て、動きを束そく縛ばくするドレスの裾を派手に破く。

　そして、一いち目もく散さんにその場を逃げ出した。







　破れた裾をからげ、あちこちにぶつかりながらも聖堂を抜け出したアリシアを見送ったゼオルディスは、突然爆笑した。

「ははは、あーはっは……!!」

　体を折り曲げるようにして笑い出すものだから、取り囲む刃の切っ先に触れそうになる。反乱者たちが慌てて身を引くが、ゼオルディスはお構いなしに笑い続けた。

「ははは、あのアリシアに、高価なドレスの裾を裂かせるなんてな！　さすが俺!!　嫌われている!!」

　異様な興奮を示すゼオルディスに怖おぞ気けをふるったのか、反乱者たちはおろおろと視線を交かわし合った。

　だが今さら後には引けないと、剣を構え直した警備兵のひとりが代表して口を開く。

「──お覚かく悟ごを、陛下。あなたには我われ々われの捕ほ虜りよになっていただく。そして女王陛下より、しかるべき裁さばきを下していただく」

「エル女王様の裁きか。受けてみたいところだけどなあ」

　飄ひよう々ひようと笑ったゼオルディスの表情が一転、不気味なほどに静まり返った。色鮮あざやかな光の中、華やかな礼装にもかかわらず、その姿は薄黒い染みのように浮き上がって見える。

「どけ」

　決して大きな声でも、特に凄すごんだようでもなかった。

　しかし警備兵は、化け物にでも出会ったような顔をした。

「……ど、どきません」

　逃げ出したい衝しよう動どうを抑え、警備兵は必死で首を振る。するとゼオルディスは、いきなりぱっと破は顔がんした。

「そうか。じゃあ」

　迷いなく彼が足を踏み出した瞬間、ざく、と景気のいい音がする。色鮮やかな光の中に、ひときわ鮮やかな赤が飛んだ。

「っ!?」

「あー、いてて」

「な、陛下、何を……!?」

　警備兵が構えた剣の先が、ゼオルディスの腕をかすめたのだ。傷つけた側は動揺も露あらわに一歩下がったが、傷ついた側は平気でもう数歩足を踏み出してくる。

「馬鹿だな、お前たちは。俺が今さら傷つくことを恐れるとでも？」

　傲ごう然ぜんと胸を張り、ゼオルディスは進む。

「止めてみろよ、ほら」

「く、くそ、アーシェル様……！」

　意を決した聖職者が、ゼオルディスの前に飛び出した。

　しかし普段と変わりない速度で歩いてきた彼にぶつかる寸前、震える手で構えたナイフは呆気なく床に落ちてしまう。澄すんだ金属音が、無音の聖堂の中に響き渡った。

　神よ、と祈りながら床にうずくまっている聖職者を、ゼオルディスは冷めた眼で見た。そして膝ひざを折り、落ちていた果物ナイフを手に取る。

「アリシアまで、困った時には神頼みだものな。全く、国教の呪のろいというのは恐おそろしい」

　反乱者たちが色めきたったが、ゼオルディスは反はん撃げきを考えているようではなさそうだった。

「でも仕方がないか。疑いを覚える前に刷り込まれたものは、信じるしかないものな」

　無造作にナイフを握ったまま、取り囲む男たちを冷めた眼で見回す。

「俺に天てん罰ばつが下るのを待っているのか？」

　武器として振るう気はないのだと、指の先でナイフをつまんでひらひら振っても、誰も動かない。

　最初の勢いはどこへやら、萎い縮しゆくしきった彼らを見てゼオルディスは笑った。明るく、快活に。

「他か人みに裁かせる、なんてぬるいことを言わずに、自分の手で俺を殺せばどうだ。王の首は高く売れるぞ？　ほら」

　喉元を見せつけるように襟元を開き、ゼオルディスは手にしたナイフを頸けい動どう脈みやくに押し当てた。

　薄刃で薄い皮ひ膚ふをぴたぴたと叩きながら歩き出しても、誰も動かない。結局そのままゼオルディスは、反乱者たちが作った輪から呆気なく抜け出してしまった。

「弱虫だな。どいつもこいつも」

　二の腕あたりにできた傷をちらりと一いち瞥べつし、つまらなそうにため息をつく。

「死ねとは言うけど、殺してやるとは言ってくれない。噓つきじゃないが、臆おく病びよう者ものだ」

　半なかばひとりごとのような言葉にも反応はない。もう一度ため息をついたゼオルディスは、ふとアリシアが開け放した扉とびらから外へと眼をやった。

「エル姉様が動いたか」

　聖堂の外から、地鳴りのような音が遠く聞こえ始めていた。シルディーン王城を取り囲んだ女王軍が、ついに動き始めたのだろう。

「すぐにこの城は陥おちる。お前たちはどこへでも逃げろ。城の中のものは好きに持って行け」

　アリシアが落としていったヴェールを踏み、外へと歩き出しながらゼオルディスは命じた。

「だが、あのお姫様は俺のものだ。誰にも渡さない」

　手にしたナイフよりも鋭するどく危あやうく、黒い瞳が光っていた。











第二章　人の心　人は知らず






　澄すみ渡る冬空の向こうから、遠く鬨ときの声が聞こえてくる。

「エ、エルティーナ様が……、とうとう、いらっしゃるの……、ね……？」

　視力は相変わらずだが、聴ちよう力りよくに問題はないアリシアだ。味方が進軍してきているのだから、どっちに逃にげればいいかぐらいは分かっていた。

　少なくとも王城に向かうのは得策ではない。でも仕方がない。

「俺を置いて、どこに行こうっていうんだ？　アリシア」

　突然の裏切りに遭あったはずのゼオルディスが、意外なほど早く追いかけてきたからだ。身体能力と視力の差を考えれば、あっという間に捕つかまってしまうかと思われた。

　しかし、アリシアが止まればゼオルディスも止まる。アリシアが一歩逃げれば、ゼオルディスも一歩追いかけてくる。

　結果として二人の距きよ離りは、十数歩分保たもたれたまま。ところが城の外へ逃げようとすると、その距離はあと数歩のところまで詰つめられてしまう。

　誘ゆう導どうされるまま、アリシアは再び王城の入り口まで戻ってきていた。

　助けを求めて視線を動かしても、誰だれもいない。数少ない兵士も召めし使つかいもみんな逃げてしまったのだろう。

「な、なんで……ひと思いに、捕まえませんの？」

　手近の壁かべにすがりながら、アリシアはぜいぜいと喉のどを鳴らして問うた。疲ひ労ろうが著いちじるしいため、下がった鎖くさりの重さに負けて、油断すると前ぜん傾けい姿勢になってしまう。

「捕まえてほしいのか？」

「それは、嫌いや、です……」

　じゃらじゃら鎖を鳴らしながら首を振ると、ゼオルディスは晴れやかに笑った。

「だろうなぁ」

　ナイフ片手とは思えない笑顔を浮かべ、再びゼオルディスが近づいてくる。斬きりかかってくるような様子はないが、銀の刃やいばを眼にするたびに背筋が冷たくなった。

「さ、さっきの方たちを、どうなさったのです……!?」

　ゼオルディスを取り囲んだ反乱者たちは、少なく見積もっても十人はいた。眼鏡めがねのないアリシアの見積もりであることを差し引いても五人はいた。

　ルアークほどの戦せん闘とう能力の持ち主ぬしならまだしも、本来五対一でまともな勝負になるはずがない。普通は三対一になった段階でまず勝ち目はない。

　しかし、ゼオルディスは数ヶ所手傷を負おったようではあるが、追いかけっこに支し障しようが出るようなものではなさそうだ。返り血を浴あびた様子もない。

「さあ？　それより、自分の心配をしたほうがいいと思うが？」

　もっともである。無む駄だな足あ搔がきだとは思ったが、おとなしく捕まる訳にもいかず、アリシアは城の奥に向かって再び駆かけ出した。

　大階段を上のぼる気力も体力もない。勘かんを頼りにひたすら奥へ奥へ、時々壁や柱にぶつかって痛い思いをしながら、さらに奥へ。

　だが単純な追いかけっこを続けていれば、いずれ追い詰められてしまうのは分かりきっていた。

「どこかの部屋に……、逃げ込んで、鍵かぎをかけて……!!」

　そう思いはすれど、ゼオルディスにも彼女の狙ねらいは読めているようだった。アリシアが適当な扉とびらを開こうとすると、その寸前で必ず距離を縮められてしまう。

「やっぱり、人様のドレスは……、いけませんわ……」

　夫以外の男に足をさらす危険を顧かえりみず、裾すそを破いたドレスが四し肢しに絡からみつく。根本的に体格に合っていない服を着て、全力疾しつ走そうすればこうなるだろう。

　本心を言えば花嫁衣い装しよう自体脱ぬぎ捨ててしまいたかったが、着替えもない以上贅ぜい沢たくな真ま似ねはできない。いくらアリシアでも、さすがにこれ以上は脱げない。

「ノーラがいれば……」

『体型を隠かくそうとして、わざとだぶだぶの服を着るなど愚ぐの骨頂!!　体格にあった物を着るのがおしゃれの第一歩ですわ!!』

　針はり子ことしても優秀な親友がいてくれたら、ぷんぷん怒りながらも熱心に仕立て直してくれるだろう。

「いえ、ルアーク……」

『本当にアリシアは、男運が悪いねえ。ていうか、結婚式運がないってのが正解？』

　今や最強の暗殺者となった可愛かわいい『息むす子こ』なら、手負いのゼオルディスを下すこともたやすいだろう。同じく『息子』であるジェダでもいいし、この間まで護ご衛えいを務つとめてくれたレネでもいい。

「ああ、でも、やっぱり、カシュヴァーン様……!!」

『アリシア』

　名前を呼ぶ優しい声を想像するだけで、涙がにじんだ。

　会いたい。

「この際どんなご都つ合ごう主義でも構いませんから……！　そこを曲がったら、ぱっと……」

　祈いのるような気持ちで、上階へ続く曲がり角を曲がった瞬しゆん間かん、そこに人がいた。

　一瞬奇き跡せきが起こったのかと、寄付金の額がくまで具体的に考えそうになったが、そうではない。

「もうお終しまいか？　アリシア」

　後ろから駆けてきたゼオルディスが、いつの間にか彼女を抜いて階段の下で待っていたのだ。

「……はぁっ」

　がくりと力が抜けて、アリシアはその場に膝ひざを突いた。首輪から伸びた鎖が床ゆかに垂れ、がしゃんと不快な音を立てる。

「残念だったな、カーシュじゃなくて」

「は、はっ……」

　ゼオルディスは笑っているが、それだけだ。先回りまでしておいて、まだ完全に捕まえようという気はないらしい。

　踊おどらされていることは、疑いようがなかった。それでも諦あきらめたくなくて、ずりずりと床を這はうようにして距離を取り、上階に向かって伸びる階段を仰あおぎ見た。

　しかし、最上階にまで続くはずの石段は、疲ひ弊へいした瞳ひとみにはまるで至いと高たかき国にまで届くかのようだ。視界が悪いせいで、なおのこと絶望的な数に思えてしまう。

「つ、翼つばさが、あれば……」

　飛べるのではないかと思ったが、翼だって体の一部だ。体力が限界に近い今、たとえこの背に羽を与えられても、はばたくことはできないだろう。

「もう立てないか？」

　狙いすましたような間合いで、傷だらけの怪かい物ぶつがささやきかけてきた。

「なあ、もう諦めろよ、アリシア。お前の王子様なんて、いくら待っても来やしない」

　俺のお姫様もな、と穏おだやかに付け加えて、

「だから俺と結婚して、家族になって、ずっと一緒に暮らそう？　時間はかかるかもしれないが、俺たちはきっと幸せになれる」

　噓うそつき嫌ぎらいの彼は、噓つきだ。

　使用人しか使わないようなこの区画にまで、外の騒さわぎは聞こえてきている。

　時間をかけて幸福を育はぐくむことなど、自分には最も早はや望めないと分かっているくせに。

「だめ」

　石段に体をもたせかけるようにしながら、アリシアはよろよろと立ち上がった。

「私の、王子様、カーシュ様。あなたの、お姫様、ミューゼ様。だから、だめ……」

　疲労が激しすぎて、ディネロ・アズベルグのようなしゃべり方になってしまった。一歩、二歩、根こん性じようで石段を上がるが、そこで力尽つきてしまう。

「一いち途ずで残ざん酷こくな、優しいお姫様」

　まるでここまでの健けん闘とうを称たたえるかのように、ゼオルディスはアリシアの側そばに恭うやうやしくひざまずいた。

「二番目でもいいって、言ってもだめか？」

「──だめ」

　脳のう裏りを過よぎるディネロやルアークの面おも影かげを振り払い、アリシアは首を振った。

「私は、贅沢なんです。ゼオ様も、そうでしょう？」

　汗を吸い、皮ひ膚ふに貼はりつくような首輪を押さえ、声を絞しぼり出す。

「ゼオ様は国王です。どんなに身分の高い人も、美しい人も、権力と財力で大体どうにでもできる人です!!　でもあなたは、美しいけど身分はあまり高くなくて、あなたのことを嫌いな人をお選びになったわ!!」

　それはある意味、至上の贅沢。

「ゼオ様こそ諦めて下さい。おっしゃるとおり、あなたのお姫様は来ません。だって、いないんですから」

　今ここにミューゼがいたとしても同じことだ。彼女はゼオルディスを選ばなかった。

「それでもあなたは、生きていかなければならないんです」

　それはある意味、生きながら水みな底そこの国に落ちたも同じ。

「……そうだな。俺は、ミューゼを愛してる」

　わずかに瞳を細めながら、ゼオルディスは静かにうなずいた。

「兄貴だけがすべてで、他は何も愛していない、きれいな見た目以外なんの取り柄えもない女を愛してる」

　どこか朴ぼく訥とつな口調で「愛してる」と繰くり返し、ゼオルディスは手にしたナイフを見つめた。ミューゼの髪かみと同じ銀色は、彼を殺してもくれないところまでそっくりだ。

「なんで人間は、好きになる相手を選べないんだろうな？　それこそお前の言うとおり、身分の高い女も、美しい女も、性格のいい女も、国王にはよりどりみどりだっていうのに」

　自じ嘲ちよう的てきにつぶやいたのも束つかの間ま、ナイフを離れた瞳には懇こん願がんの色があった。

「でも、俺は今腹が減ってるんだよ、アリシア。腹が減って、腹が減って、死にそうなんだ」

「私もちょっと、おなかが空すいてきましたけど……」

　ここまでの全力疾走で、朝食べた分は完全に消費してしまった。やっぱりスープをもらっておくべきだった、と後こう悔かいしていると、ゼオルディスは彼女の勘かん違ちがいを笑った。明るく、快活に。

「体のほうじゃなくて、心のほうさ。なあアリシア、人間は体と心に二つ胃い袋ぶくろがあるんだよ」

　妙みように優しい表情を浮かべると、右手で己おのれの胸に、脈打つ心臓の上に触ふれる。

「心の胃袋は、愛を喰くわないと満たされないんだ。だからみんな、たとえ泥どろ水みずに浸ひたったかびだらけのパンみたいな愛でも喰おうとするのさ。飢うえ死にするよりはましだからな」

　式直前にも言っていたたとえをもう一度繰り返すゼオルディスの表情は、まるで母にすがる子供だ。

「おこぼれでも、お情けでも構わない。俺のことをもうそんなに嫌いじゃないって、言ってくれたじゃないか」

「……ゼオ様……」

「俺を赦ゆるして、愛して、抱だき締めてくれよ。カーシュの次でも、その次でもいいからさ」

　赦して、愛して、抱き締める。簡単なことに思えた。少なくとも今からこの石段を上り、より逃げ場のない上階へと、希望の見えない逃とう避ひ行こうを続けるよりは。

　でも、違う。

　自分たちのハッピーエンドは、やっぱりこれじゃない。

「嫌です」

　もう間違えない。

　彼の噓にはだまされない。

「そうか」

　ゼオルディスも、予測していた上の冷静さでうなずいた。

「分かってるさ。家族は最初に会う他人。結婚なんて、体ていのいい売春だ」

　そう言って立ち上がった彼の瞳から、いっさいの光が消えた。

　心臓を離れた右手では、ナイフが代わりに光っている。

「私は、こ、殺されたって、あなたのお姫様にはなりません」

　約束の指輪が光る左手を握にぎり締め、アリシアはかたくなに首を振った。

　以前カシュヴァーンが贈おくってくれた守り石でもあれば、投げつけてやりたかった。しかし生あい憎にく、ここには使えそうなものはない。

　……いや、あった。

　意を決して、首から垂れた鎖を握る。某ぼう陰いん険けん執しつ事じの鞭むちさばきを思い出しながら、ぶんぶんと振り回し始めた。

「く、来るなら来い、ですわ。私は諦めませんから、絶対に……!!」

　この手の振り回す武器が、相当な熟練を要する代しろ物ものであることは承しよう知ちの上である。階段という狭せまい場所ということもあり、自分が怪け我がをする可能性も高そうだが、背に腹はかえられない。

　しかし、鎖の防御が意外に効きいたのだろうか。ゼオルディスが斬りかかってくる様子はない。痛くもない。

　なのに、血の臭いがする。

「あら？」

　当とう惑わくして見つめたゼオルディスの顔に、傷が増えていた。右手のナイフが赤く濡ぬれている。

「痛いよ、アリシア」

「……きゃああああっ!?」

　びっくりしたアリシアは、鎖を放り出して叫さけんだ。案あんの定じよう近くの壁に跳はね返った鎖が腕うでに当たり、痛かったが、それどころではない。

　アリシアがばたばたやっている間にも、ゼオルディスは立て続けに自分めがけてナイフを振るった。腕や脇わき腹ばらが服ごと切り裂さかれ、裂けた傷口から新しい血が流れ出す。

　たぶん古い傷も裂けている。

　母の愛を取り戻すためにつけた傷が、他人のお姫様の愛を乞こうためのものに上書きされていく。

　今朝方も自傷行為を眼の前で見たが、迫力が違う。流れる血の量が、傷の深さが違う。

　常人ならとっくに、痛みか出血で気を失っているだろう。

　下へ手たな怪かい奇き小説より恐おそろしい状況に、さすがのアリシアも真まっ青さおになった。対するゼオルディスも、出血のためか顔が青ざめ始めているが、表情はなんだか得意げだ。

「怪我してるんだ、俺。血が出てる。早く来て、抱き締めて慰なぐさめてくれよ」

「……あ……」

　血だらけの腕を伸ばして笑うゼオルディスから、アリシアは仰のけ反ぞるようにして距離を取った。

　もう絶対に無理だと思っていた足が勝手に動く。訳も分からず首を振りながら、二段、三段と後ろ向きに段を上がる彼女を見つめて、ゼオルディスはまた自分に向かってナイフを振るった。

　太ふと股ももが裂けて、さらに血が流れ出す。太い血管は切っていないようだが、足に力が入らないのか、一瞬ゼオルディスががくっと膝を突いた。

　だがすぐに、手近の壁にすがりつくようにして立ち上がる。恍こう惚こつとした瞳に、寒気のするような笑みを浮かべて、

「痛い。ほら。痛いって。痛いよ。痛い。痛い痛い痛い!!」

　わめく声が、石壁に反はん響きようして鼓こ膜まくを乱打する。貴人の軟なん禁きん室しつ、図書館の地下にある牢ろうの光景が脳裏に浮かんで消えた。

　冷静になろうとは思った。ゼオルディスは自分で自分を傷つけているのだ。朝も言っていたように、いっそ彼が死ぬまで待つという手もある。

　しかし、とても冷静にはなれなかった。

　震ふるえが止まらない。

　ミューゼなら別の対応ができるかもしれない、と思ったが、これは無理だろう。どんな人間でも、今のゼオルディスと相あい対たいして取る行動はひとつ。

「ひゃ、あ、ああああああーッ!!」

　訳の分からない奇声を上げながら、アリシアは人生最大の速度で階段を駆け上っていった。







　足が痛いとか、疲れたとかおなかが空いたとか、そういうことが全部吹っ飛ぶような恐きよう怖ふ体験を初めてした。

　魂たましいの根源に触れる「何か」から逃のがれようと、無む我が夢む中ちゆうで階段を上って、上って。

　突然視界が開けた。冷たい冬の風が、ドレスの破れ目から剝むき出しの肌はだに突き刺ささる。

　階段の先は、見張り台と思おぼしき広い露ろ台だいになっていた。本来であれば城じよう壁へきの外を見張る兵士が詰めているはずの場所だが、案の定誰もいない。

　風に乱れる亜あ麻ま色いろの髪を押さえ、アリシアは大きく息を吐はく。

「た、楽しめない範はん囲いの恐怖って、あります、のね……やっぱり怖こわいのは生きている人間って、そういう……」

　軽く咳せき込みながらそうつぶやき、露台の端はしまで重たい体を運ぶ。手すりに身をもたせかけたのを最後に、足からことんと力が抜けた。

　気力で動ける限界を超えてしまったのだ。立ち上がろうにも、つま先の感覚がない。全く力が入らない。

「追いかけっこはお終いみたいだな、アリシア」

　少し遅おくれて露台にやって来たゼオルディスの声が、風の向こうから聞こえた。

　今やその姿は、体中傷だらけの血だらけだ。痛みのためか、片足を引きずっているが、表情は虚うつろなほどに明るい。

「来ないで下さい……」

　喉を押さえながら出した声は、風に紛まぎれて聞こえなかったのだろうか。単に無視したのかもしれないが、いずれにしろゼオルディスは懇願を顧みずに近づいてきた。

「ミューゼも飛び降りて、ちょうどお前の向こう側あたりに落ちていたんだったか」

　澄んだ空の向こうを眺ながめ、かつての妻のことを語る。

「でもお前は聖女アーシェルだという話だから、翼を出せば逃げられるんだろう？　やってみせてくれよ」

　朗ほがらかにうそぶかれ、アリシアはきっぱり否定した。

「あれは噓です、私はアーシェルではありません」

　翼が生えないか、と本日何度か願ったのは事実だが、願ったのはそれが叶かなわないからだ。アリシアは寄付金で奇跡の成じよう就じゆを祈るぐらいしかできない、ただの人間である。

「当たり前だ。あれはただの伝説。聖女アーシェルなんていやしない」

　ゼオルディスも、がっかりした様子もなくうなずいてみせる。

「人間の世界には、本当は聖女も怪物も王子様もお姫様も王様も女王様もいない。人間しかいない」

　生なま乾がわきの傷に彩いろどられた自分の姿を眺め、優しく微笑ほほえんだ。

「なのに人間同士、分かり合えない。互いに傷つけ合うことしかできないんだ」

　かん、と乾いた音がした。ゼオルディスが赤黒く染そまったナイフを投げ捨てたのだ。

　しかしそれはただ、自傷行こう為いをやめることの合図でしかなかった。

「もう、この世界で幸せを追うのには疲れたよ、アリシア」

　安らいだような表情でつぶやいたゼオルディスの手が伸びてきた。逃げようとしても、体が動かない。

「お前が誰のお姫様でも構わない。至高き国でも水底の国でもいいから、一緒に行こう」







　シルディーン王城を取り囲むようにして陣じんを敷しいていた女王軍は、現在予期せぬ混乱のただ中にあった。

「全く、これならいっそのこと、一気に城下町を突破してしまうんだったわね……!!」

　凜り々りしい乗馬服に身を包んだエルティーナ・フィラル・ド・シルディーンは、組んだ片足をいらいらと小刻みに震わせている。とはいえ、元が華はなやかな金きん髪ぱつ美女なので、疲弊した姿も普段とは別の意味で絵になるのだが。

　だが今は、いつもは飄ひよう々ひようとしている凄すご腕うでの暗殺者・「死神」ルアークでさえ、そんな軽口を叩たたける雰ふん囲い気きではない。

「……こうしている間にも、クルセージュ軍が近づいて来てるんだよねぇ。数にもよるけど、皆かい兵へい制度を取ってるあの国の軍隊は、士気も練度もシルディーンとは大違いなんだよねー……」

　絶望的な情報を口にしつつ、銀色の髪を神経質なしぐさでいじっては、特とく徴ちよう的てきな針状の得え物ものを手の中でもてあそんでいる。エルティーナを含ふくめた女王軍の中心となる人々が集まった天幕内には、険悪な空気が漂ただよっていた。

「このままじゃ、逃げ出してくる民衆と残ざん虐ぎやく王おうの間で挟はさみ撃うちよ」

　暇ひまを見つけて整えたばかりの爪つめを、エルティーナはいらいらと嚙かんでいる。

「何日か籠ろう城じよう状態に置かれたことで、余計に恐怖が募つのっていたのかもしれないですね。まさかこんなに一気に、逃げ出してくるとは……」

　エルティーナの横で、レイデン家当主ティルナード・レイデンも憂ゆう鬱うつそうにつぶやいた。よく吠ほえる子犬にもたとえられる、いつもきゃんきゃんと元気のいい彼の眼の下にも、青黒いくまができている。

　ゼオルディス側についていたラグラドール人の離り反はん、それとほぼ同じ間合いで国境付近にクルセージュ軍の出現。ラグラドール人とクルセージュ人の両方に襲おそいかかられてはたまらないと、女王軍はいったん兵を退ひいたのだ。

　幸いなことに、離反したラグラドール人たちとは協定を結ぶことができた。一方、国王軍はすでに総そう崩くずれの様相を呈ていしているが、城下町に閉じこもり籠城の構えを取っている。

　まともな戦力がない国王軍が、自分たちから打って出てくるとは考えにくい。

　指し揮きを執とるのがあの、考えの読めないゼオルディスであることを考こう慮りよに入れてもだ。今彼が総攻撃命令を出したところで、言うことを聞く人間は少ないだろう。

　ならまずは、無駄な戦力の浪ろう費ひを避さけるためにもクルセージュの意い図とを確かめるべき。そう判断を下し、威い嚇かくのための陣だけを敷いていたエルティーナだったのだが、今朝方になって突然城下町から人々が逃げ出し始めたのだ。

「暴発のきっかけは不明だけど、国王陛へい下かがまた何かやらかしたんじゃないかな。王宮仕づかえの人も続々と逃げ出してきてるらしいし。ね、フロリアンさん」

「……そのようだ」

　青みがかって見えるほどの美しい銀ぎん髪ぱつを揺ゆらし、フロリアン・マーベルが重々しく同意を示す。エルティーナがため息をつきながら天を仰いだ。

「城下町の人々に、あの馬ば鹿か弟が詳くわしい状況の説明をしているとも思えないしね。軍隊に取り囲まれて、訳も分からないまま放置じゃ怯おびえるのは当然よ。とはいえ、それを予想できなかった私も愚おろかだわ」

　エルティーナは女王となることを宣言しているのである。だから国王軍となら戦えるが、助けを求めて逃げ惑まどう民衆を蹴け散ちらすことはできない。

　しかしここに、クルセージュ軍が攻めてきたらどうなるのか。城壁に守られる場所にいたほうが安全だと繰り返し叫んでも、恐きよう慌こう状態に陥おちいった民衆は聞く耳を持たない。

「そう自分を責めないで、女王様。他の誰も分からなかったんだから、俺たち全員が平等に馬鹿ってことでしょ？」

　子供っぽい軽口に紛らして、ルアークが大人おとなびた慰めを口にした。

「……本当にごめんなさい、ルアーク。アリシアのところに行ってもいいのよ」

　かえって申し訳なさそうにエルティーナが言えば、ルアークは苦笑いして首を振る。

「実はさっき一回行こうとしたんだけど、さすがの俺も、人の流れが激しすぎてねー。でも中がどうなってるかは心配だから、そろそろ……、おっと」

　ルアークがぴくりと反応した瞬間、長い黒髪をひとつに縛しばった男が走り込んできた。

　ティルナードの執事兼けん教育係であり、情報収集のために走り回っていたセイグラムだ。捕ほ虜りよらしき、見知らぬ男をひとり連れている。

「失礼いたします、女王陛下、ティルナード様」

　くだくだしい挨あい拶さつは抜きにして、セイグラムは最初の報告を始めた。

「クルセージュ軍の中に、大量のラグラドール人が混じっているとの情報が入りました」

「なんですって!?」

　エルティーナの声が跳ね上がった。セイグラムは眼鏡を押し上げながら、落ち着いた口調で報告を続ける。

「経けい緯いは不明ですが、残念ながら間違いないようです」

　ごくりと喉を鳴らしたティルナードが質問を重ねる。

「ラグラドールの内乱は治おさまったという話だが、即他国に兵を出せるほどに回復しているのか？」

「治まっていないからこそ、早急に外貨を稼かせぐ必要を感じたのかもしれません。内乱による国の乱れに乗じ、自己の地位を向上させるために動き出している連中もいるようですしね。何せ彼らは、たくましいですから」

　一時はラグラドールの傭よう兵へい部隊に身を置いていたセイグラムだ。その言葉には実感がこもっている。

「とはいえ、元々クルセージュの『残虐王』は国こく粋すい主義者の面が強く、〈翼の祈り〉もラグラドール人も毛嫌いしております。なぜ彼らが手を組んだかは、現時点では不明です」

　エルティーナも難しい顔をしてうなずいた。

「そうよね、だから私も驚いたんだけど……いえ……でもそうね、ここで一息にシルディーンを墜おとすなら、多少の宗しゆう旨し替がえはやりそうな男よね……」

　シルディーンとクルセージュは隣となり合う大国であり、昔からの仮想敵国同士である。

　特に現在のクルセージュ王、デュランダールの治世になってからはずっと緊きん張ちよう状態が続いていた。直接的な戦闘があった訳ではないが、クルセージュが国内から〈翼の祈り〉の聖職者を追い出すという荒あら技わざをやってのけたからだ。

〈翼の祈り〉やラグラドールといった第三勢力が機能停止に陥っている今、一気呵か成せいに攻め滅ほろぼしてしまおう、ぐらいのことは噂うわさの「残虐王」なら考えかねない。

「アズベルグの駐ちゆう屯とん兵へいは動かず、でしょうね」

　ちらりとエルティーナが視線をくれると、天幕の隅すみに置かれた長なが椅い子すにどっかりと腰を下ろしたシャンテ・キャストリーは鼻を鳴らした。

「シルディーンを攻め落とす気なら、王城めがけて一直線に進軍してるんだろう？　あたしらがもらい受けた土地に手を出しさえしなければ、どうなろうが知ったこっちゃない」

　はすっぱな物言いには威い圧あつ感かんがあふれているが、エルティーナは臆おくすることなく命じた。

「いずれにしろ、迎むかえ撃つ準備は始めてもらうわよ、シャンテ。もう遅いかもしれないけど、アズベルグの駐屯軍にも使者を出して。逆にクルセージュの連中を挟み撃ちにしてやるわ」

「……」

「シャンテ」

「うるさいねェ、女が気安くあたしの名前を呼ぶんじゃないよ!!」

「お黙り、飲み比べで勝ったのは私よ。黙だまって従いなさい!!」

「チッ、過去のことをねちねちと、小さい女だねェ!!」

　立ち上がりかけたシャンテを、その側に強制的にはべらされていた金髪の青年が慌あわててなだめる。

「シャ、シャンテ様、お怒いかりは重々承知しておりますが、勝負は勝負、約束は約束です」

「ふん、子こ猫ねこちゃんに言われなくても分かっているさ」

「いや、ですから、私はトレイスですって!!　大勢の前でその呼び方はやめて下さい!!」

　カシュヴァーンの執事であるトレイスは、周囲の微び妙みような視線を感じながら必死に訴うつたえた。だが何十回目かの嘆たん願がんにも、シャンテは全く動じない。

「やかましいんだよ、あたし以外の連中なんて無視しな。とにかく、あたしらはがめついしえげつないが、約束は破らない。信用に関わるからねェ!!」

　腕組みし、忌いま々いましげに吐き捨てたシャンテから、セイグラムは連れてきた捕虜へと視線を移した。

「それと、国王陛下のことですが。あの方は本日、アリシア様と婚こん儀ぎを行うつもりのようです」

「──はぁ!?」

　エルティーナより早く、ルアークがすっとんきょうな声を上げた。捕虜の男は怯えて身を縮めたが、セイグラムに促うながすように肩を叩かれると、堰せきを切ったようにしゃべりだした。

「ま、間違いありません。俺はそれを聞いて、もうだめだと思って、逃げてきたんです」

　男は、何代も王宮に兵士として仕えているのだと話した。凡ぼん庸ような前王にはさして不満はなかったが、ゼオルディスに代替わりした後の王宮の様変わりには不安を感じていた。

　それでも先祖のため、家族のために、感情を殺して働いてきた。しかし今日になって、ついに耐たえられなくなったのだという。

「だってフェイトリンの令れい嬢じようは、真なる聖女アーシェルなんでしょう!?　戴たい冠かん式しきにお呼びするぐらいならまだしも、聖女と結婚なんて罰ばち当あたりな……!!　ライセン強きよう公こう爵しやくが追放されたのもそのせいだっていうのに、あの方を追放した国王が、しかもこんな時に同じことをするなんて……!!」

　いつの間にかアリシア聖女説が、カシュヴァーン追放の理由になっていたようだ。それだけ聖女アーシェルへの素そ朴ぼくな信仰は根強い、ということだろう。

「……だいぶ情報が錯さく綜そうしているようだけど、まあ、そうね。人心が離れるのももっともだわ」

　突然の民衆逃とう亡ぼうの理由が分かったエルティーナは、めまいを堪こらえるように額ひたいを押さえた。その横でルアークは、乾いた声で『兄』と友人を呼ぶ。

「ジェダさん、レネ」

　呼び声に応じ、ルアークによく似た銀髪の青年と、一見少年のような少女の姿が天幕内に生じた。ルアークと同じく元〈玩具おもちやの兵隊〉であり、現在はそれぞれに主あるじを見つけたジェダとレネだ。

「ジェダさんとレネは、このままここでエルティーナ様とティルぼっちゃんについてて。俺は悪いけど、どうにかして王城に入るよ」

　てきぱきと命じられたジェダは、険けわしい顔をして首を振る。

「いくらお前でも無茶だ、まだ人の流れが激しすぎる。まして、傷つけていい相手ではないんだぞ」

　仕事中の判断は正しいジェダだ。ルアークにも分かっているはずのことを、『兄』の頼もしさで突きつけた。

「それに、俺たちの『お母さん』が、国王などに害されたりするものか」

「……分かってるけど、さぁ。でも、うちの『お父さん』、遅いんだもん」

　すねたようにルアークはつぶやいた。

「来てくれるって信じてるけどさぁ。だってあの人、なんだかんだで強いしかっこいいから」

　子供っぽい表情が徐々に引き締まり、その日暮らしの死神少年から、大切なものを見つけた青年の顔に変わっていく。

「……けど、本当に来ないなら、俺が……アリシアの『王子様』に」

「ルアーク」

　はっとしたようなジェダの呼びかけに、レネの呼び声が重なった。

「バルロイ様!!」

　唐とう突とつな叫びと同時に、その姿は一陣の風と化して消える。

　ルアークたち『兄弟』も一いつ拍ぱく置いて、思わず顔を見合わせた。

「えっ、あ、あっ」

「──ルアーク、今」

「うん、俺も分かった。うわ、でも、『先生』に勝ったこの俺より先に気づくなんて!!　恋する乙女おとめってすごいや!!」

　興奮する二人に、ティルナードが怪け訝げんそうに問いかけた。

「バルロイ？　おい、なんだお前ら、説明……」

　しかしティルナードの疑問は、慌てて駆け込んできた兵士の報告にさえぎられてしまう。

「女王陛下、緊きん急きゆう事態です!!　クルセージュ軍です、目視できる距離まで近づいています!!」

「なんだと!?」

　珍めずらしく、セイグラムの口調が乱れた。

「馬鹿な、早すぎる。なんという進軍速度だ!!」

　ぎりっと奥歯を嚙み締めたセイグラムは、腰に差していた剣を抜いた。たった今クルセージュ軍の状況を報告してきた彼にも想定できないほどの速度で、「残虐王」の軍は迫せまってきているようだ。

「様子を見てきます。ティルナード様は、ジェダから絶対に離れないで下さい!!」

「じゃあお前も離れるな!!　分かってるだろう、お前はジェダたちほどは強くないんだ、クルセージュ軍やラグラドール人と戦おうなんて思うなよ!?」

　レイデン主従のやり取りに、ルアークが慌てて割って入った。

「待って、ちょっと待って、俺が様子を見てくる！　もしかしたらクルセージュの人たち、敵じゃないかもしれないから!!」







　冬枯がれした下草を蹴散らし、大地を揺らして駆けてきた騎き馬ば隊たいが女王軍から百歩ほどの距離を置いて静止する。クルセージュの紋もん章しようである大おお鷲わしを染め抜いた群ぐん青じようの旗も、冷たい風を受けながら整然と並んでいた。

　兵士の数は五千を下らないだろう。しかもそのうち千人はラグラドール人。

　城下町から当て所もなく逃げていく民衆たちが、女王軍の向こうにクルセージュ軍まで現れたことを知り、絶望の悲鳴を上げるのが聞こえる。

　だが優秀な戦士であるルアークの眼は、驚異の進軍速度を生み出すために、兵と馬が相当の無理を強しいられていることをただちに看破した。

　そして同時に、ひとりのラグラドール人がレネにがっちり抱きつかれて困こん惑わくしていることにも気づいた。

「うわ、おい、レネだよな!?」

『彼』ですら驚くような身のこなしを、レネは瞬間的に繰り出したようだ。乗り手はもちろん、馬のほうも突然増えた重みに驚いて激しく身を揺するが、レネは動じない。

「バルロイ様！」

　少しそげた頰ほおやあごに無ぶ精しよう髭ひげを散らした、レネ最愛の人。『彼』、傭兵団長バルロイ・レクサンドールにしがみつき、ぼたぼたと涙をこぼすことに専念している。

「バルロイ様、バルロイ様!!　ああこの筋肉この無精髭二本三本四本バルロイ様ぁぁぁぁぁ」

「あ、ああ……こりゃ本物だ……元気そうじゃねえか……」

　あごを中心に確かめられながら、バルロイは苦笑をこぼした。

「ほら、お前も顔見せろ」

　言われるまま、レネが涙でぐしゃぐしゃの顔を上げる。白に近い銀の髪を、光が入ると赤く光る瞳を、筋肉と化した真っ平らな胸を、バルロイはしげしげと見つめた。

「怪我はしていないな。差し当たって、見えるところには。あれだけの動きができたなら、大丈夫そうだが」

　ほっと息を吐いたバルロイは、まだ泣いているレネに厳しい声で命じた。

「分かったら離れて泣きやめ、レネ。まだ戦闘は継続中だ！」

「はい、バルロイ様!!」

　しゃっきりと背筋を伸ばしたレネが、たちまち地面に降りて敬礼する。よかったね、と微笑みながらも、ルアークの瞳はレネの横を通り過ぎて前に出てきた、ひとりの騎馬兵に釘くぎづけになっていた。

　と、背後にばらばらと複数の気配が生じた。

「おい、何がどうしたんだ、ルアーク!!」

　我が慢まんしきれなくなったのだろう。数十人の兵士とセイグラムを連れて、ティルナードが険しい顔で怒ど鳴なっている。

「クルセージュ人が敵じゃないってどういうことだ。お前まさか、奴やつらと通じて」

　詰きつ問もんの声は、ルアークの前にいる騎馬兵を眼にした途と端たん途切れた。

「おい、ティル！」

　馬上から叫ぶのは、短い黒髪の男だ。左眼を覆おおう眼がん帯たいのために印象がだいぶ変わっているが、ティルナードの愛称を呼ぶ声に変化はない。

「ティル、分かるな、俺だ！　クルセージュ王は敵じゃない、戦うのはやめてくれ!!」

「……お前……」

　長らく恐怖の対象だったゼオルディスへの反逆ののろしを上げ、巨大な兵力の統とう率そつ者しやとして成長したはずのティルナードの顔は、まるで親を見つけた迷まい子ごの子供だ。

「お前……、やっぱり、やっぱり、生きて……!!」

　喜びと驚きで、頭の中がぐちゃぐちゃだ。うわごとのようにつぶやきながら呆ぼう然ぜんと立ち尽くすしかできない彼を、懐なつかしい声がからかう。

「おい、俺に会えて嬉うれしいのは分かるが、感動の再会は後だ！　経いき緯さつは話してやるし、頭ぐらい撫なでてやるから今は戦いを止めろ！」

「──ぜ、全然変わってないな、くそッ!!」

　気き恥はずかしさをごまかすように、ティルナードは大声で怒鳴り返した。必死に目元を押さえ、虚きよ勢せいを張る主に、横からセイグラムがずばりと指摘する。

「ティルナード様、人目があるところで涙はお控ひかえ下さい。後で思いきり抱き締めてもらえばいいでしょう」

「うるさいセイグラム、お前も変わらないな、知ってるけど!!　いいから早く女王陛下をお呼びしろよ!!」

「もういるわよ!!」

　横合いからいきなり響ひびいた大声に、ティルナードが飛び上がる。

　一応ジェダを伴って、長ちよう靴かの足音も荒く現れたエルティーナは、憤ふん然ぜんと馬上の男を睨にらみ上げた。珍しい紫むらさきの瞳が、怒りと喜びにきらきらと光っている。

「馬鹿、遅いわよ、この馬鹿ッ!!」

「申し訳ありません」

　貴人への敬意を表してか、馬から下おりて一礼する男にも、エルティーナは容よう赦しやしない。

「私じゃなくてアリシアに謝って!!」

「そのつもりです」

　静かに答えた男の横に、馬に乗った壮そう年ねんの男が並んだ。エルティーナがはっと身じろぐ。

　ここ数年は国交断絶状態のため、記き憶おくは遠い。しかし女王となるべく育てられていた王女時代、父とは比べ物にならない覇は気きを有したこの男の印象は、エルティーナの心に強く残っていた。

「馬上から失礼するぞ、シルディーンの女王陛下。余はクルセージュ王、デュランダール・サイラス・ド・クルセージュ」

「……クルセージュ王……!?」

　年齢は五十を越えているだろうが、日焼けした筋肉の盛り上がりはバルロイに勝まさるとも劣おとらない。「残虐王」の異い名みようを持つデュランダールの威容に打たれたように、一瞬エルティーナは瞳を伏ふせた。

　しかしすぐに、昂こう然ぜんと顔を上げ、挑いどむような目つきで隣りん国ごくの王を見上げる。

「こちらこそ、このような格かつ好こうで失礼しますわ。私はエルティーナ・フィラル・ド・シルディーン。このシルディーンを統すべる者です。よろしければ、許可なく国境を侵おかした理由を教えていただいても？」

「陛下が統べる国を救うためだと、まずは申し開きをさせていただこう。詳しくは、あなた方の天幕で」

　促され、エルティーナはためらいなくうなずいた。護衛のジェダも、警けい戒かいはしているが異を唱えたりはしない。

　突然現れたクルセージュ王は、まだゼオルディスが王城に引きこもっている段階でエルティーナを女王と呼び、彼女の陣での会談を提案してきたのだ。──何より、バルロイと『彼』が、デュランダールと一緒にやって来た。

「ルアーク」

　大半の人間は再会の衝しよう撃げきを通過し、次の段階へ進み始めている。一方まだ棒立ちのルアークに、エルティーナの背後を守るジェダがそっと呼びかけた。

「ルアーク、ほら、……あれ、ルアーク。ほら」

　一いつ触しよく即そく発はつの状態から解き放たれたためか、ジェダの言語能力は著しく低下していた。言葉足らずな『兄』の気き遣づかいに、普段は饒じよう舌ぜつなルアークも不器用に応じる。

「──うん。うん、分かってる」

　うなずくばかりのルアークの後ろで、異常を察して小走りに駆けてきたトレイスが足を止めた。

「……ああ」

　ただひと言、ため息にも似た感かん嘆たんを漏もらしたトレイスに、眼帯の男が無傷の右眼を向ける。

「すまなかったな、トレイス。少し瘦やせたか？　苦労をかけたようだ。あと、だいぶ服の趣味が変わったようだが……まあ、選べる状況下ではないものな」

「いえ……、あの、いえっ」

　シャンテ好みのふりふり衣装について言及され、一瞬言葉に詰まったトレイスだったが、喜びが恥ずかしさを凌りよう駕がしたようだ。深々と頭を下げながら、熱い涙をこぼす。

「……お、お帰り、なさいませ。お待ちして、お、おり、ました……!!」

「知っている。もう待たせないから、許してくれ」

　静かな口調でそう言い、忠義に応こたえるように軽くその肩を叩く。もっと泣き始めたトレイスにしょうがないな、という風に笑ってから、眼帯の男は改めてルアークに向き直った。

　不思議な感かん慨がいに打たれ、ルアークとジェダもその場を動けない。およそ名うての暗殺者とは言えない風情の銀色の頭二つを、慣れた調子の手の平が撫でた。

「お前たちもな、ルアーク、ジェダ。元気そうで何よりだ、俺の可愛い『息子』たち」

「……へへ……」

「あの、その、いえ、そちらも、お変わりなく……あ、でも、傷、変わってますね……」

　いつもはルアークの真似をしてその場をしのぐジェダなのだが、今は真似する対象が言葉を失っている。

「へへ……、なんか悔くやしいけど、やっぱり俺、嬉しいや……、……へへへ」

「あ、ああ……そうだな……嬉しいな……」

　ふにゃふにゃと笑い合う二人を、眼帯の男は優しい眼で見た。

「待たせて悪かったな。特にルアーク、お前には、いろいろと苦労をかけた」

「……うん、そうだね、あとで死ぬほど謝って。俺も死ぬほど謝らないといけないこと、あるから」
















　離れていた間のことを思い出しながら、くすぐったそうに頭を撫でられていたルアークは、はっと表情を引き締めた。

「そうだおにいちゃん、このまま熱い抱ほう擁ようでもしてもらいたいところだけど、アリシアが危ない!!　国王陛下、とうとうアリシアと再婚する気らしいよ!!」

「なんだと!?」

　眼帯に隠れた傷を歪ゆがめると、男はすぐさまデュランダールに向かって叫ぶ。

「陛下、申し訳ありませんが、俺の世界一可愛い妻が緊急事態です！　少しだけ兵を貸して下さい、俺とルアークで乗り込みます!!」

「なんと!?　妻の一大事はすべてに優先される。なんでも貸してやろう、すぐに行け!!」

　夫馬鹿同士の連れん携けいは見事だ。ルアークたちは若じやつ干かん反応が遅れたが、もう慣れているバルロイは素早く反応した。

「よっしゃ、露つゆ払はらいは俺たちに任まかせてくれ。ちょっと待ってろよ、今道を開けてやる。行くぞ、レネ、野や郎ろうども!!」

「はい、バルロイ様!!」

　バルロイの指令で、レネおよび傭兵たちが動き出す。だがその動きに、意外な人物が待ったをかけた。

「いや、待てバルロイ、僕たちが行く!!」

　再会の涙を拭ぬぐったティルナードだった。怪訝なバルロイを見つめる瞳には、確かな理知の光がある。

「今城の外から出ようとしているのは、ほとんどが兵士じゃない。お前には悪いが、ラグラドール人の顔を見ると恐慌状態に陥り、かえって身動きできなくなる可能性がある」

　極きわめて冷静な判断を下すと、横に控えたセイグラムにこう命じた。

「行くぞ、セイグラム!!　こういう状況だ、多少の怪我人を出しても仕方がないが、死者は出すなよ!!」

「かしこまりました。一瞬道を開くだけなら、どうにかします。アリシア様を保護できれば、内側から民を抑おさえることもできるでしょう」

　セイグラムの命令で、レイデン地方から連れてきた兵士たちが移動を始める。バルロイは思わず口笛を吹いた。

「なんだなんだ、すっかり育ってるじゃねえか、ぼっちゃん!!　さすがノーラが見込んだ男だな」

「ええ」

　バルロイに向かって、セイグラムが深く頭を下げた。

「あなたがこの方と縁えんを繫つないで下さった。私のような至らぬ執事を選んで下さるような、素す晴ばらしい主に会わせていただいたこと、心から感謝します」

　その眼に浮かぶ柔やわらかな光につり込まれて、柄がらにもないことを言ってしまう。

「……俺もお前が幸せそうで、嬉しいよ」

　お前も成長したな、という言葉を飲み込んだバルロイは、視界の隅を過ぎった女の顔に眼を見張った。

「おう、なんだ、本当にシャンテまでいやがるのか!!」

　道中噂を聞いてはいたが、正直噓だろうと思っていた。可愛い男が大好きなシャンテは愛あい玩がんするなら国こく籍せきは問わないが、国粋主義者の面が強く、取るものだけ取ったら高みの見物に回るだろうと推測していたのだ。

「彼女については、トレイスの手柄です」

「……トレイス？」

　セイグラムの説明を不思議そうに繰り返したバルロイの耳に、シャンテが愛いとしの子猫ちゃんと戯たわむれる声が飛び込んでくる。

「もう泣きやんだかい、子猫ちゃん？　前のご主人様に会えて嬉し泣きとは、憎にくたらしいねェ」

「いや、ちょ、前のじゃありませんよ、今でもあの方だけが私の主ですよ!?」

「チッ」

　舌打ちするシャンテの顔は、明らかな嫉しつ妬とに歪んでいる。二人のやり取りを呆然と見ていたバルロイの口から、うめくような声が漏れた。

「なんだ……？　シャンテの奴、あんなにひとりの男に執しゆう着ちやくするような奴だったか……？」

　狙った獲え物ものは逃がさない、という女ではあったが、基本的に従順な男が好みなのだ。手に入れてなお、前の主に拘こう泥でいするような男など、あっさりぽい捨てすると思っていたのに。

「それにあれ、トレイスだよな……？　いやでも、あいつ、あんな服を着ていたか……？」

　バルロイの疑問に、セイグラムがまたしても的確に答えてくれた。

「キャストリー伯はく爵しやくは最近、トレイスがお気に入りなのです」

「は？」

「そのためにシャンテ様の他の取り巻き方に嫉妬され、シャンテ様が下さったリボンを隠されるなどの嫌がらせを受けているようです」

「え、あ……はい」

　正直、バルロイにはそうなった経緯が全く分からなかったが、これだけは分かった。

「……たぶん俺たちのせいだよな……なんか……悪かった」

　気の毒に、とバルロイが心で唱えている間にも、セイグラムの細やかな指示により王宮に続く道が作られていく。

「えーと、まあ、若干解げせないところは残ってるんだけど」

　デュランダールとカシュヴァーンの呼吸の合い具合に疑問は残るが、ひとまずそれは後回し、とルアークは頭を切り換えた。眼帯の男が「俺もトレイスの状況についてはもう少し説明してほしいんだが……」とつぶやく声は無視して、

「さ、おにいちゃん、それにフロリアンさんも、行こう」

　ティルナードたちが作ってくれた道の向こう、王城を睨んで立ち尽くしていたフロリアンに声をかける。はっと我われに返ったフロリアンが、秀しゆう麗れいな面おもてを伏せた。

「……自分は」

　人形めいた顔立ちに、右眼の下の泣きぼくろと苦痛を堪えるような表情が皮肉な艶つやを与えている。こりゃ妹でもよろめくわ、とルアークは心の中でつぶやいた。

「ここ逃すと、俺とうちの『お父さん』だけで、あんたの元主をぼこぼこにしちゃうよ。このままあの人に言いたい放題言われっぱなしで終わって、いいの？」

　遠えん慮りよのない指摘に、フロリアンは奥歯を嚙み締めて顔を上げた。

「──ああ」

　重々しくうなずいた彼の指が、何かを確かめるように上着の隠しを探る。それを見て取ったルアークが瞳を細めた。

「……大丈夫？　フロリアンさん。なんか変なこと考えてないよね」

　武器じゃなさそうだけど、といぶかるルアークに、フロリアンは首を振った。

「心配ない。自分があの方と、偽いつわらざる本音をぶつけ合うための保険だ」

　うめくような顔は、相変わらず本人の希望とは無関係に美しい。しかしそこにルアークも、そして眼帯の男も、確かな決意を読み取った。

「向こうがどう思っているかは知らんが、お前にはあいつと友達でいる気があるんだな。俺は御ご免めんだが」

「みたいだね。──そう来なくっちゃ」

　輝かがやくように微笑んで、ルアークは高々と叫んだ。

「じゃあ行こう、『お父さん』!!　俺たちの『お母さん』を取り戻しに!!」











第三章　暴君と怪物と王子様






　城下町の方角から悲鳴が聞こえる。戦せん闘とうが激しくなったのだろうか。

　気にはなるが、今は自分たち以外のことに構っている余裕はない。少しでも気を抜けば、露ろ台だいから突き落とされて終わりだ。

「ええいっ！」

　はあはあと荒い息を吐はきながら、思いきり頭ず突つきを空から振ぶりさせたアリシアから離れ、ゼオは面おも白しろそうに笑った。

「おっと、当たるかと思った。眼が見えない分、どっちに向かって繰くり出されるか分からないから、案外危ないな」

「つ、次は……、当てます……」

　手すりを背もたれ代わりにして立ち、幽ゆう鬼きのような形ぎよう相そうでうなるアリシアを見て、ゼオルディスは肩かたを竦すくめた。

「案外しぶといなぁ。普通ここまできたら、諦あきらめてもよさそうなものだが」

　俺だけ出血多量で死にそうだ、とぼやきながら、ゼオルディスは頰ほおに付着した固まりかけの血を指先でぬぐう。

「そろそろ終わりにしようぜ、アリシア。本格的な戦闘が始まったようだし、こんな開けた場所でばたばたやってると、流れ矢にでも当たりかねない。いくら俺でも、その終わり方は嫌いやだ」

「終わりになんか、し、しません、わ。矢だって、避よけて、みせます」

　気き丈じようすぎるほど気丈に、アリシアは薄うすい胸を張った。

　体力も気力も底をついているはずだけど、不思議だ。酒に酔よったように、あるいは羽でも生はえたかのように、妙みように体が軽い。今なら本気で流れ矢ぐらい避けられそうな気がする。

　だが、アリシアは聖女などではないのだ。ひょっとしたらこれは、以前何度か本でも読んだことがある、死にゆく者に起こる最後の奇き跡せきとやらなのかもしれなかった。

　なんでも構わない。使えるものは使ってやる。

　地ち方ほう伯はくの栄えい誉よに相応ふさわしい立派な屋や敷しきも、従順に傅かしずく大勢の召めし使つかいも、すてきなドレスも宝石も、贅ぜい沢たくな食事も、絵に描かいたような王子様との恋も全部、諦めてきた。自分の手に入るものではないと思っていた。

　けれど邪じや教きようの館やかたのごとき怪あやしい館で、数は少ないが心優しい使用人に囲まれ、雨風はしのげるドレスを着て、みなで暖かい食しよく卓たくを囲み、王子様にあこがれる怪かい物ぶつと、腹も痛めず恵まれた『息むす子こ』たちと、微笑ほほえみ合うことならできた。十分すぎるほどに幸せだった。

　諦めるものか。

　ゼオルディスのことも。

「おっと」

　すっと背筋を伸ばしたアリシアから、ゼオルディスが一歩下がる。頭突きを警けい戒かいしているようだが、アリシアは構わずしゃべりだした。

「私、たぶんあなたのことが好きなんです」

「……は？」

　突然の告白にさすがに驚いている様子だが、気にせずまくしたてる。

「カシュヴァーン様が一番ですし、ノーラやルアークやトレイスやレネやエルティーナ様のほうが好きですけど、あなたのことも嫌いじゃないんです」

　ちりばめられた噓うそと傷。笑顔の仮面、偽いつわりの涙。鏡に映うつっては消える真の姿が摑つかめなくて、ずいぶん翻ほん弄ろうされたりもしたけど、空など飛ばずにこうして地に足をつけていれば分かる。

　といっても、ゼオルディスのことは分からない。弱く醜みにくい人間しかいないこの世界で、互いの本心など理解できない。

　分かるのは、自分の気持ちだけだ。

　単純に、ただひとつの質問に答えればいい。ここでひとりゼオルディスの手を逃のがれ、自分だけが水みな底そこの国に沈まずにすんだところで、アリシアは幸せな気持ちになれるだろうか？

　もう二度と会えないことを悲しむのなら、それは愛だ。

　たとえ彼が望む形ではなくても、二番でも三番でも、好きな人にはいなくなってほしくない。

「だから、お姫様を喪うしなって悲しくても、苦しくても、死にたくても、生きていてほしいんです!!」

　身勝手な願いを聞いたゼオルディスの表情が、消える。素早く伸びた手が、アリシアの首から伸びた鎖くさりを摑んだ。

「──本当に贅沢で残ざん酷こくな女だよ、お前は。ひとりぼっちで、生きていけなんて」

　がしゃん、と派手な音を立てて鎖が引かれる。息が詰つまり、転びそうになったアリシアの首をゼオルディスの手が直接摑んだ。

「まるで母様やミューゼみたいだ。俺が立派な王でいるなら、自分たちが望むものを与えてくれるなら、何も返さなくていいなら、俺に生きていてほしいんだ。そうだろう？」

「……うぐっ……!!」

　爪つめ先さきが薄い皮ひ膚ふに食い込む。ただでさえぼやけていた視界が真っ白によどんだ。

　まるで生きながら、至いと高たかき国へと迎むかえ入れられたよう。聞こえ始めた耳鳴りに乗って、ゼオルディスの声が厳おごそかに響ひびく。

「そういえばお前、俺の親おや父じと再婚するって話もあったんだって？」

　苦しい息を吐きながら記き憶おくを辿たどれば、前妻を失って久しい国王の後妻に迎えられればと、両親が妄もう想そうしていたような。どう考えても夢物語であり、すぐに諦めたようだが。

「だったらお前が、本当に俺の『母様』だった可能性もあったってことか。……はは、なるほど、冷たい訳だ」

　納なつ得とくしたようにうなずいて、唐とう突とつに話題を変える。

「カーシュは神様が嫌きらいなんだってな。でも俺はたぶん、神様に嫌われているんだ」

　唐突な話題転換のようでいて、実は話は繫つながっている。ゼオルディスお得意の会話方法だ。

　子供にとって、親とは神。その庇ひ護ごがなければ生きられない。影響を受けざるを得ない、強大な存在。

「けど、俺の胃い袋ぶくろはもう空っぽだ。このまま神様の言うとおり、おとなしく餓が死しを待つなんて嫌だ」

「カ、カシュヴァーン様も、そんな風に、思って……でも、あの方は……、ううっ」

　神様に嫌われる悲しみなら、カシュヴァーンだって知っている。でもあの方はこんな風にはならなかったと、訴うつたえようとした首にもっと深く指が食い込んだ。

「誰だれかのために生きるより、誰かのために死ぬほうがよっぽど楽だと思わないか。だからアリシア、さあ、俺と一緒に」

　愛するお姫様の首を絞しめながら、怪物は手すりを乗り越えようと足を上げる。

　次の瞬しゆん間かん、アリシアはその場に派手に尻しり餅もちをついていた。







　一瞬、本当に至高き国か水底の国に来たのかと思った。

「ごほっ、あ、あら……意外とあっさり行けるのね……？　風景も特に変化は……、あら」

　ゼオルディスの血が点々と散った床ゆかに倒れ、咳せき込みながらそんなことを言ったところで間ま違ちがいに気づく。アリシアは露台の床に転がっており、少し離れた場所にゼオルディスも倒れている。

「ゼオ様……？」

　出血がひどすぎて、昏こん倒とうでもしたのだろうか。痛む喉のどをさすりながら、ゼオルディスに声をかけようとした時だった。




「アリシア!!」




　最近は夢の中でしか聞いていない声が、耳を通って心臓に突き刺ささる。

　締めつけられた喉の痛みは瞬時に消えたが、やはりここは至高き国なのだろうか？　白い光が視界いっぱいに広がって、ほとんど何も見えない。

「よかった、どうにか間に合ったようだな……!!」

　まばゆい輝かがやきの中央に立ち、安あん堵どの息を吐く黒い男しか見えない。短い黒くろ髪かみ、見慣れた黒ずくめの服装、左眼を覆おおう見慣れぬ黒い眼がん帯たい。風に翻ひるがえるマントは、まるで大きな鳥の翼つばさ、でなければ怪物の羽。

　どこかゼオルディスと似ていて、だけどはっきりと違う男。

　アリシアの「特別」な王子様。

「あ」

　彼の後ろには二人、銀ぎん髪ぱつの少年と青年が立っているのがかろうじて分かるが、まともに認識できない。

「う」

　右手を押さえ、痛そうに顔をしかめているゼオルディスのことも意識から飛んだ。すべての感情を、持っていかれている。

「あぁ……」

　腕うでからも足からも力が抜けているが、一番抜けたのは頭だ。さっきまで気を張っていた反動か、思考がくにゃくにゃに緩ゆるんでいる。

　涙るい腺せんも。

「ふ……、う、うぇぇぇ、ん」

　むずかる子供のような声は、一度出てしまうともう止まらなかった。

「ふえっ……う、うう……うわああああああん!!　カシュヴァーン様ぁ……!!」

　破れ、汚れ、血まで点々と散った花嫁衣い装しようのアリシアは、最愛の夫、カシュヴァーン・ライセンの姿を見つめて子供のように泣き始めた。







　夢じゃない。

　リュクの絵じゃない。

　だって今、こんなにも「おなかが痛い」。

　ゼオルディスの足あし下もとで泣きじゃくるアリシアを、本物のカシュヴァーンがじっと見ている。

「ふえ、えっ……うう、お、お待ち、して、ましたわぁ……」

　アリシアも、ぐすぐすとしゃくり上げながら必死にカシュヴァーンの顔を見つめ返そうとする。

　数々のまがい物たちに翻弄されてきたけれど、本物はやっぱり違う。かっこよくてすてきすぎてきらきら輝いていて、細かいところがよく見えない。

　けれど、今まで会えなかった分を取り戻すためには、まばたきすらしたくないと思った。眼鏡めがねがないことが、悔くやまれてならない。

「来て下さるって、おもっ……夢や、リュクの絵、だけじゃ……私……、おなか……空すいて……」

　途切れ途切れによく分からないことを言っているアリシアを、カシュヴァーンはひたすらじっと見ているだけだ。明らかに物言いたげな表情ではあるが、実際の言葉にはならない。

「……ちょっとおにいちゃん、一応あんたが声をかけるのを待ってあげてるんだから、早くなんか言ってよ」

　針状の得え物ものの柄えでゼオルディスの腕を殴なぐりつけ、アリシアの窮きゆう地ちを救ったルアークが焦じれたように急せかした。ひどい有様のアリシアをつらそうに見やりながら、

「言うべきことも、言いたいことも、いっぱいあるでしょ？　お姫様をかっこよく助けた後は、すぐにかっこいい決め台詞ぜりふを言うのが王子様ってもんでしょ、ほら、早く早く」

「……あ、ああ」

　催さい促そくに、カシュヴァーンは慌あわてたようにうなずく。何か言いかけては口を閉じ、意味もなく視線をうろうろさせてから、やがて意を決した顔になった。

「お付きを従え、王子様登場って訳か」

　だがカシュヴァーンが息を吸った瞬間、ゼオルディスがしゃべりだしてしまう。

「さすが俺が見込み、アリシアが選んだ男だ、来てくれると思ってたよ」

　容よう赦しやのない力で打たれた腕をさすりながら、その眼はカシュヴァーンの後ろに立っている銀髪の青年を一いち瞥べつした。

「ルアークは予想していたが、まさかお前も一緒とはね。生きてたんだな。そして意外に尻しりが軽いな、フロリアン。俺から早さつ速そく、カーシュに鞍くら替がえとは」

「……ッ」

　妹ミューゼに鋭するどさをくわえたようなフロリアンの、清せい廉れんな美び貌ぼうが複雑な感情に歪ゆがむ。煽あおるだけ煽っておいて、ゼオルディスはまたカシュヴァーンに眼を戻した。

「改めて、久しぶりだなカーシュ。まずは生せい還かん、おめでとう」

　ふざけた敬礼をする手と足が細かく震ふるえている。血が足りないせいだろうが、表情に悲ひ愴そう感かんはなかった。

「そしてさよならだ。俺にもお前にも、お姫様を幸せになんかできやしないんだからな」

　悲愴感どころか、嘲あざける口調にはふてぶてしささえ漂いつつある。

「こうしてのこのこ戻ってきたということは、同じ怪物でも自分のほうがましだと思っているんだろう？　しかし父親を殺し、金で花嫁を買い、破門され、追放され、そんな傷まで作った怪物が、お姫様を幸せにできると本気で思っているのか？」

　手すりに背をもたせかけ、ゼオルディスは自分の台詞に感じ入ったように瞳ひとみを細めた。カシュヴァーンと鏡写しの位置にある傷が、醜くよじれる。

「はは、しかし、今さらだが並べて言うと本当にすごいな。さすが俺の尊敬するレジオール・ハルバーストの息子だ、血は争えないというか」

　レジオール・ハルバースト。恋に狂った怪物。カシュヴァーンの父であり、その妻をはじめとした大勢の女性たちを咲かない薔ば薇らの肥料にして、息子に殺された男。

　死して生者には手を出せない神となり、カシュヴァーンの世界に君くん臨りんし続けていた。そんな彼の物語である「ハルバーストの薔薇屋敷」を、ゼオルディスは好んでいる。

「そういえば、これはまだ聞いたことがなかったな。なあカーシュ、お前は自分の親父を、一体どんな風に殺したんだ？」

　ぴく、とカシュヴァーンの頰が反応する。抜け目なくそれを確かめながら、ゼオルディスはフロリアンを視線で指した。

「まず先に、俺の親父の殺し方を教えてやろうか。俺はそこのフロリアンたちと一緒に、馬鹿親父の大好きな鏡張りの謁えつ見けんの間に押しかけたんだ」

「……まあ」

　前ぜん宰さい相しようによる殺害。公おおやけにはそう発表されていた一件の真実に、アリシアは思わず反応した。

「まず先に俺たち全員の結束の証あかしとして、みんなで仲良くイーダルを殺した。なあ？　フロリアン」

　フロリアンが大きく肩を揺ゆらす。正直な反応は、ゼオルディスの言葉が真実であることを示していた。

「その後我われらがランドレイ陛へい下かを、俺がひとりで殺したのさ。かわいそうな国王陛下は、暗殺者は眼の前に立ってるっていうのに、必死になって鏡ばかり見ていたなぁ。あの御お方かたの腕前で、フロリアン仕込みの剣を避けられるはずがないのに。眼の前で死んだばかりのイーダルに助けを求めながら、息子の手で殺された」

　わざとらしく「友達」の名前を連呼したゼオルディスは、慰なぐさめるようにカシュヴァーンに笑いかける。

「でも仕方がないよな、あいつが先にゼオを殺したんだから。だから俺はお前を糾きゆう弾だんしたりしない、安心して話してくれていいんだぞ」

　ひとまず静観していたルアークが、重いため息をついた。

「……あーんまこの王様にしゃべらせないほうがいいと思うけどねぇ、おにいちゃん……」

　沈ちん黙もくを保たもつカシュヴァーンへの忠告は、またしてもゼオルディスの声にさえぎられた。

「ほら、俺が先に話してやったぞ。だからカーシュ、今度はお前が教えてくれる番だ」

「カシュヴァーン様……」

　涙も乾かわき始めたアリシアは、目元を擦こすりながら不安な瞳でカシュヴァーンを見つめる。その実彼女はルアークの足下あたりを見ていたのだが、カシュヴァーンがふっと小さく、笑ったのは聞こえた。

「……カシュヴァーン様？」

「おにいちゃん？」

　いぶかるアリシアとルアークをよそに、小さな笑みは見る間に不ふ遜そんな笑顔に育った。薄笑いを浮かべたカシュヴァーンは、刃物のような瞳でゼオルディスを見み据すえる。

「──お姫様を幸せになんかできやしない、か。ずいぶんと殊しゆ勝しようなことを言うようになったじゃないか、ゼオ。友人の成長は嬉うれしいが、遅いぞ馬ば鹿か」

　嘲り丸出しの笑顔、見下す瞳。陰かげで「クソ国王」呼ばわりしていたことは知っていたが、面と向かってこういう態度を取るのは初めて見た。

「あら、しかもゼオと呼んで差し上げるなんて……」

　驚いているアリシアと、カシュヴァーンの瞳が一瞬合う。カシュヴァーンのほうからすぐに逸そらして、

「お前がアリシアの幸せについて、そんなに真剣に考えてくれているとは思わなかった」

　声こわ音ねにわずかな苦みが交まじったが、それだけだった。己おのれの弱気ごと一刀両断するような、明めい瞭りような発音で断言する。

「だが余計なお世話だ。アリシアは俺のことを愛している。俺もアリシアのことを愛している。なんの問題もない」

「はは、お前こそ、ずいぶんと開き直ったものだな!!　俺との正面対決を避さけてぐずぐずと後手に回った挙あげ句く、みじめに追放された奴やつとは思えない」

　無論、この程度で怯ひるむゼオルディスではない。笑顔で二撃目を繰り出してきたが、カシュヴァーンは「確かにな」と受け流した。

「ある意味お前には感謝しているさ。俺が忘れていたことを、思い出させてくれた」

　白い光の中、ぐっと強く、カシュヴァーンが拳こぶしを握にぎり締めたのがアリシアにも分かる。

「俺は『アズベルグの暴君』と呼ばれている男だ。成り上がりの嫌われ者、失うものなど何もなく、だからこそどんな強きよう硬こう手段も取れた……」

　服従しない貴族たちを、税を出し渋しぶる農民を、逃にげたトレイスを、父を殴ってきた拳を見つめる眼は暗く冷たい。カシュヴァーンが憎にくみ続けてきた父と同じ、怪物の眼だ。

「仕方がないさ、だってカーシュ、お前は強くなりたかったんだろう？　強いものは、大たい抵てい醜い」

　ゼオルディスが、同じ怪物の眼をして慰めの言葉を発した。

「そしてきれいなものは、大抵弱い。飛び降りたぐらいで、簡単に死んでしまう。なあ？　フロリアン」

　慰めの言葉を踏み台にして、何を言いたいかは明らかだった。フロリアンの表情が歪み、その手が腰の剣に伸びかける。

　ゼオルディスはもうひと言二言、元友達をからかうつもりだったに違いない。それを許さず、カシュヴァーンが話を戻した。

「だが家族ができ、味方ができ、守るものができたことによって、心は安らいだ。しかしその反面、失ったものがある」

「へえ、それは？」

　面白そうにゼオルディスが乗ってくれば、カシュヴァーンもにやりと笑ってみせた。いつの間にか彼の眼からは、怪物の暗い翳かげりはなくなっていた。

　かといって、王子様という訳でもない。その表情にアリシアは、既き視し感かんを覚えた。

「お前が今やっていることだ。なりふり構わず、欲しいものは欲しいと叫さけぶ、我を貫つらぬく力。つまりわがままさだ」

　低い声で言いながら一歩、ゼオルディスに向かって歩を進める。自信に満ちた足取りに、もう迷いは感じられない。

「情けない話だ。父親を殺して領主となり、強きよう公こう爵しやくなんて恥はずかしい爵しやく位いまで受けたこの俺が、貴様に手の中の宝を奪うばわれるかもしれないと怯おびえていたなんてな」

　二歩、三歩、威い風ふう堂々と歩いてくる夫の姿は、相変わらず白い光ににじんでいる。

　にもかかわらず、ぐんぐん高まる「おなかが痛い」に、アリシアはめまいを覚えて思わずあえかなため息をこぼした。

　何がなんでも我がを押し通そうとする苛か烈れつな意志に圧倒される。困こん窮きゆうした地方伯の令れい嬢じようを金で買うという、えげつない試こころみを堂々とやり遂とげた男には相応しい。

「ああ、そうよ、この感じ……」

　そうだ、あれは初めてライセン家を訪れた時のこと。邪教の館と見まごう黒と深しん紅くで統一された建物の奥から、マントをひるがえして悠ゆう々ゆうと階段を下おりてくる黒ずくめの男と初対面を果たした。

　あの時は、カシュヴァーンに首があるのは残念だった。でも今は嬉しい。

「だって、口づけをしてもらえますもの……」

　はしたない願いが漏もれてしまい、真っ赤になって口元を押さえるアリシアの頭ず上じよう。ゼオルディスの真正面にやって来たカシュヴァーンが、よく通る声で吼ほえた。

「俺は元々、自分勝手でわがままな男なんだ。親父を殴り殺したのも、馬鹿貴族どもを足あし蹴げにして領主として君臨したのも、死神姫を金で買ったのも!!　すべて俺がそうしたかったから!!　我を通したかったからだ!!　ざまあみろと、そう言ってやりたかったからだ!!」

　眼帯の下から覗のぞく傷が歪むような勢いで叫ぶその顔は、とんでもない悪人面だ。なのにどこか、清すが々すがしかった。

「醜さで強さが買えるなら、それで欲しいものが手に入るなら、いくらでも醜くなってやる。この『アズベルグの暴君』には、美しい言い訳など必要ない!!」

　先日ゼオルディスに向かって、己の反乱だと啖たん呵かを切ったジスカルドのようだ。やっぱりお二人は似ているんだわと、アリシアはのんきに感心してしまう。

　でもやっぱり、カシュヴァーンのほうがかっこいい。

「……あー本当、むかつく感じに成長して帰ってきてくれちゃってさー……」

　すねたようにぼやくルアークの声を聞く限り、妻の欲目ではなさそうだ。

　美しさなど必要ないと叫ぶその姿は奇妙に潔いさぎよくて、きれいで。

　もっと見ていたいのに、またアリシアの視界は潤うるんでいく。醜くも強い言葉だけが、はっきりと聞こえてくる。

「領地も、領民も、部下も、家族も、特に世界一可愛かわいい妻も、全部！　一切合切すべてが俺のものだ!!　何ひとつ誰にも、特に貴様なんぞにはやらん!!」

　そして言いたい放題叫んだカシュヴァーンは、ぽかんとしているゼオルディスの顔を、いっさいの手加減なしに殴った。







　一発殴ったぐらいでは、カシュヴァーンの勢いは止まらない。衝しよう撃げきで手すりに叩たたきつけられたゼオルディスを押さえつけ、なおも拳を振るい続ける。

　フロリアンは、同じくぽかんとした顔でそれを見ている。ルアークは体を折り曲げて爆ばく笑しようしている。

　アリシアは、新たな涙に瞳を濡ぬらしながらぱちぱちと盛大な拍はく手しゆを送った。

「ああ、カシュヴァーン様、わがままで偉えらそうで自分勝手で贅沢で、世界一かっこいいですわ……!!」

　そうだった。

　アリシアの夫は、「アズベルグの暴君」は、元々かんしゃく持ちで有名だった。冷静な策略家の一面や、懐ふところに入れた相手への深い情も併あわせ持つが、腹が立ったらまず手と足が出るような性格だった。

　敵と味方が増えるなか、気づけば調整役を務つとめる機会も増えてきた。犬けん猿えんの仲のジスカルドとバルロイが鉢はち合あわせればさり気なく仲ちゆう裁さいに入り、ゼオルディス相手には事を荒立てないよう苦労している様子だった。

　だが「お父さん」として、「おにいちゃん」として振る舞う彼の中心には、激しい怒いかりに任まかせてすべての障しよう害がいをなぎ払わんとするただの男がいた。

　神も恐おそれず、死神姫を愛する、「アズベルグの暴君」。

　帰ってきてくれたのだ。

「っ、つ……」

　一方、容赦のない力で床に倒されたゼオルディスは、手すりに肩を擦すりつけるようにしてよろよろと起き上がった。

　一見頼りない姿だったが、追つい撃げきしようとしたカシュヴァーンの頰をゼオルディスの拳がかすめる。ルアークの見立てどおり、彼は武芸にも通じているようだ。

　とはいえ、すでに満身創そう痍いのゼオルディスに殴られてやるほどカシュヴァーンは弱くもなければ、優しくもない。そもそもこれまでの行いを考えれば、優しくする義理もない。

「とりあえず、受けた分の恩はたっぷり返してやるぞ、陛下」

　頰をかすめた拳など意に介かいした風なく、カシュヴァーンはひと息にゼオルディスの懐に飛び込んだ。

「ぐぅっ!!」

　下腹に埋まった重い拳に、ゼオルディスは潰つぶれた悲鳴を上げた。そのまま倒れ込みかける体を、カシュヴァーンは襟えり首くびを摑んで引きずり上げる。

「傷だらけの、かわいそうな怪物王子」

　少し低い位置にあるゼオルディスの顔を、カシュヴァーンは自分の眼の高さにまで掲かかげた。

「……お前は本当に、昔の俺と親父にそっくりで、腹が立つ」

　低い声で告げると、カシュヴァーンはゼオルディスを「持った」状態で歩き始めた。

「誰かに殴ってほしくて、人を殴るような真ま似ねはいいかげんやめろ。天てん罰ばつなんてものは存在しない。存在しているならまず先に、お前の親父とスタンバール宰相に下ってもよかったはずだ」

　苦みを帯びた声でカシュヴァーンが言えば、ゼオルディスも血の染しみた唇をわななかせて微笑む。

「そうだな……だから俺が、天に代わってやったんだ……母さんと母様の仇かたきを、取ったんだ……」

　その言葉には応こたえず、カシュヴァーンは黙もく々もくと歩を進める。

　目指すのは露台の端はし、手すりの側そば。いや、その向こう。

「カシュヴァーン様……」

　夫が何をしようとしているのかに気づき、アリシアは思わず声をかけた。だがカシュヴァーンは、振り返りもせずに首を振る。

「お前に、俺に、俺たちの家族に、こいつがしたことを俺は赦ゆるせない。そしてこいつも、そんなことは望んでいない」

　手すりの上に座ったような格かつ好こうにさせられたゼオルディスも、鏡に映したような位置に傷のある男を見つめて、楽しそうに笑うだけだ。

「さすが俺の友達だな、カーシュ。そうだよ。俺は癒いやしでも、赦しでもなく、とどめが欲しかったんだ」

　歌うように、あるいはお気に入りの本でも読み上げるかのように、その声は弾む。

「噓つきたちの『好き』なんかいらない。本当の愛が手に入らないなら、『お前なんかいらない、死んでしまえ』と言ってほしかったんだ」

　微笑む表情は安らぎに満ちていた。

「けれどやっと、『お話』はお終しまい。怪物は王子様に倒される。ハッピーエンドはいつだって陳ちん腐ぷなものさ。俺を助けに来てくれない、神様と母様はやっぱり正しかった」

　喉を鳴らして笑ったゼオルディスは、アリシアとカシュヴァーンを交互に見た。

「なのにアリシアときたら、俺にひとりぼっちで生きろだと。ひどいお姫様だ。お前にはお似合いだよ、カーシュ」

　嘲る口調だったが、声がひどく優しい。アリシアは耳をふさぎたくなった。

「生きていてほしい」と繰り返した気持ちは本物だ。しかしカシュヴァーンの気持ちを考えれば、止めることはできない。

　第一こんな事態を引き起こしたゼオルディスに、他に救いの道などありはしないだろう。他国の人間まで巻き込んだ内乱を収束させるためには、元凶の死は避けられまい。

　ならばせめて、彼女が眠るこの場所で。

「これでお前は、いよいよ本当に神様だな」

　自分に天罰を下してくれる男を見つめて、ゼオルディスは薄笑う。

「ざまあみろ」

「──墓ぐらいは作ってやる」

　すべての色が混じれば黒になるように、感情を押し殺した平坦な声でカシュヴァーンが言った。ゼオルディスはそっと眼を伏ふせて淡あわく微笑む。

「なら、ミューゼと腹の子とは別に埋めてくれ。あいつらがかわいそうだ」

「分かった」

　それでカシュヴァーンは、吹っ切れたようだった。ぎいと手すりが軋きしむに任せ、抱かかえ上げた体を中空に押しやる。

　喉の奥からせり上がる旅立ちの聖句を、アリシアは堪こらえた。神に嫌われた魂たましいは、神の言葉では救えない。

　かといって、人間アリシアがかけるべき言葉も見当たらない。無力を呪のろうように、ぎゅっと眼を閉じた。

　視界が完全に閉ざされたせいだろうか。他の感覚が強くなった気がする。

「……お酒の匂におい？」

　風に洗い流され始めた血の臭においの向こうから、強きよう烈れつな酒しゆ精せいが漂ただよってきた。同時に何かがぶつかるような音と、カシュヴァーンが慌てる声が聞こえた。

「マーベル……!?」







　何事かと眼を開いたアリシアは、露台から落ちそうになっているカシュヴァーンを見て仰ぎよう天てんした。

「カシュヴァーン様!?」

「おっとぉ、しっかり、おにいちゃん!!」

　アリシアが悲鳴を上げた時には、すでにルアークがカシュヴァーンを支えていた。冷や汗をかきながら体勢を立て直したカシュヴァーンは、もつれ合うようにして床に転がったフロリアンとゼオルディスを睨にらむ。

　状況からすると、ひたすら沈黙を守っていたフロリアンがいきなりカシュヴァーンに摑みかかり、ゼオルディスの落下を阻そ止ししたようだ。

「おい、なんのつもりだマーベル。邪じや魔まをするなら貴様も」

　子供が見たら泣き出しそうな、険悪な顔でカシュヴァーンが言っても、フロリアンの反応は奇妙に鈍にぶい。かつての自分を取り戻した今のカシュヴァーンなら、問答無用で一発殴ってもおかしくない状況である。

　しかしカシュヴァーンの表情は、なぜか険悪から当とう惑わくへと傾かたむいた。

「……おい、マーベル、どうした？　お前、酒臭いぞ。しかもこれは」

「うん、レンブラーだね。フロリアンさん、なんか隠してるのには気づいてたけど、こんな物持ってきてたの？　どうし……」

　ラグラドール人の好む、強烈な蒸じよう留りゆう酒しゆ・レンブラーの小こ瓶びんが露台の端に転がっている。空っぽになったそれを拾い上げ、質問しようとしたルアークは、いきなり機敏に立ち上がったフロリアンがゼオルディスを殴り飛ばしたのを見て絶句した。

「……ちゃったの、本当に」

「あら、まあ、ご自分が殴りたかったからお助けしたの……？」

　アリシアも訳が分からず、小首を傾かしげて見守るなか、ゼオルディスがゆっくりと上半身を起こした。力一杯殴られた右頰を押さえ、レンブラーの匂いをぷんぷんさせているフロリアンを見上げて笑う。

「酒にすがるとは、らしくもないなあ……」

　切れた唇から血を流しているゼオルディスを、フロリアンは据わった眼でねめつけた。

　ジルカルドと違い、酔ってもあまり顔には出ない体質のようだが、酒に強い訳でもなさそうだ。うっすらと紅べにを刷はいた白い肌はだの上で、泣きぼくろがひどく眼につく。

「自分は、あなたの友だ。友と呼ばれ、返事をしたのだから、あなたの友だ。自分はそういう人間だ」

　少々呂ろ律れつの怪しい口調で宣言するなり、伸びた手がゼオルディスの胸むな倉ぐらを摑む。

　逆らいもせず引き寄せられたその肩を、フロリアンは思いきり打った。体の芯しんに響くような鈍い音がして、ゼオルディスは後ろ向きに倒れてしまう。

「って……、馬鹿力だな、相変わらず……ま、あの甲かつ冑ちゆうを着て歩き回れる奴の力が、弱いはずがないか……」

　立ち上がる力もないくせに、減らず口は忘れないゼオルディスをフロリアンは鋭く睨んだ。

「ミューゼを女性として愛せなかったのと同じだ。自分の心に噓はつけない」

　最愛の妹による心の傷は、まだ癒いえていないのだろう。ミューゼの名を口にした瞬間、水色の瞳が苦しげにすがめられる。

「そうだな。お前は、そういう奴だよ。心も体も潔けつ癖ぺき症しようで、自分の定義した清らかな世界にしか住めない。実兄を愛するような変態女には、触ふれることもできない」

　泣いてすがるミューゼの手を振り払ったことを思い出したのか、フロリアンが苦しげにすればするほど、ゼオルディスは楽しげに笑った。

「きれいな自分のこと以外、誰も愛していないんだ……、っ!!」

　横たわったままのゼオルディスの腹に、フロリアンの容赦のない蹴けりが入った。うわ、とルアークが頰を引きつらせ、アリシアも思わず「まあ、カシュヴァーン様よりひどい攻撃をする方を、久しぶりに見たわ」との感想を漏らした。

「ぐっ……、ごほ、てて、効きいた……」

　胃を刺激され、派手に咳き込むゼオルディスの胸の上に足を置いて、フロリアンは心底忌いま々いましそうにつぶやいた。

「──あなたのことは大嫌いだが、それでもあなたは友だ。あなただけが、自分の心の中の、鎧よろいに隠かくすこともできない醜い部分を見抜いていた」

「いや、そうでもないぜ？　お前に踏みつけられる未来が来ようとは、俺も全くの予想外、ぐっ」

「黙れ」

　元主あるじを踏みつけた靴くつ先さきに力を込め、フロリアンは強制的に戯ざれ言ごとを封ふうじた。完全に眼が据わっている。

「あなたがミューゼにしたことは、一生忘れません。憎んでいる。今すぐ殺してやりたい。突き落とすなどと生ぬるいことは言わない。天罰で一撃？　軽すぎる!!　この手でずたずたに、引き裂さいてやりたい……!!」

　激情に任せた言葉を証明するかのように、フロリアンはゼオルディスの腹の上にどすんと腰を落とした。衝撃を想像してしまったらしく、カシュヴァーンが思わず自分の腹部を押さえる。

『穢けがれ無き銀騎き士し』の甲冑は脱ぬいでいても、成人男性の体重を内臓にかけられるときつい。ゼオルディスがまた吐きそうな様子を見せたが、フロリアンはお構いなしにしゃべり続けた。

「しかし、あなたのためになど、この手を汚すつもりはない。自分はライセン強公爵ほど優しくない。あなたの望みを叶かなえてやる義理もない」

　その指先が、ゼオルディスの胸倉を摑んだ。まだ吐き気が収まらないのか、軽口も叩けないでいる彼の上体を無理やり起こさせ、傷と血にまみれた顔を至近距きよ離りで睨みつけて、

「きれいなものが弱いなら、醜くとも強いものが守ればいいだけの話だ。強さとは、そのためのものだ」

　ゼオルディスから表情が消え、カシュヴァーンがかすかに眼を見張った。

「そしてみな、きれいで強いものになるために、努力していくんだ。生きるとはそういうことだ」

「……はは、相変わらず、反へ吐どが出るほど潔癖症で理想家」

　肩を竦め、ゼオルディスが茶化す。

「無茶言うなよ。きれいで強いものなんて、それこそ聖女か女神か、でなければ本の中ぐらいにしか棲せい息そくしていないぜ」

「いいえ、あなたも本当は知っているはずです。きれいで強いものだって、この世には存在するのだと」

　断言したフロリアンの視線が指す相手を悟さとり、ゼオルディスはかすれ声で笑った。

「アリシアのことを言っているのなら……、強いのはとにかく……、きれいかぁ……？」

「黙れ」

　もう一度「黙れ」と繰り返すと、フロリアンはゼオルディスから手を離した。支えを失い、床に倒れた彼の上から退どくと、その足下に立つ。

「あなたのように醜くて弱い人間は、きれいで強い人間に逆らえないのです。ええ、そうです。逆らえないのです。天の意志です。逆らえないのです」
















　うんうんと、ひとりで何度もうなずいてから、ゼオルディスに向かって手を差し伸べる。

「さあ立て!!　あなたが馬鹿にしてきたフロリアン・マーベルなどに、救われてしまうがいい!!」

　傲ごう然ぜんとあごを上げて命じる姿を、ゼオルディスはあ然とした表情で見上げた。ルアークの「フロリアンさん、ちゃんと自分のこときれいだって自覚はあるんだね……」というつぶやきが、虚むなしく風にさらわれていく。

　どれぐらいそうしていただろうか。

　ぱちぱちと、数度まばたきをしたゼオルディスの眼が、やがて疲れたように閉じられた。

「酔っ払いめ、何が救うだ……」

　小さな声で愚ぐ痴ちりながら、ふてくされたような表情でのろのろと身を起こした。

「よりによって、お前が俺の聖女かよ……くだらねえ。ありかよ、こんなハッピーエンド……」

　普段より荒い口調でぼやきながら、なおもぐずぐずしているその手を、フロリアンが焦れたように引っ張った。相手が満身創痍であることにいっさい頓とん着ちやくしない力で引きずり上げられ、ゼオルディスはもう立つしかない。

「まあ、実はマーベル卿きようが、真なる聖女でいらしたのね……！　確かにお美しいわ……!!」

　ひとりで感動しているアリシアをよそに、強引に立たされたゼオルディスはフロリアンに尋たずねた。

「どうでもいいけどお前、さっきから俺を素手で蹴ったり殴ったり腹の上に乗ったり顔を近づけたり手を握ったりしてくれてるが、少しは人に触さわるのも平気になったのか？」

「!!」

　今さらの指摘に、フロリアンの顔色が変わる。ゼオルディスを引っ張り上げた右手で口元を覆おうとして、慌ててやめた。

「う、……ぶ」

　上衣の裾すそで右手を拭ふきながら、左手で口元を覆ったフロリアンがその場にうずくまる。

「あー、フロリアンさんだめだめ、我が慢まんしないほうがいいよ。ついでに全部、吐いちゃえ吐いちゃえ」

「うっ、うええぇぇぇ……」

　親切なルアークの言葉に従い、生々しい音が聞こえ始める。

「おい泣いていいかフロリアン」

　欠片かけらも美しくない光景を眺ながめて、ゼオルディスが深々とため息をついた。

「お気になさらないでゼオ様、酔っ払ってお友達を蹴ったり殴ったりおなかの上に乗ったり派手に動けば、気持ちも悪くなりますわ。きっとあなたを触ったせいだけではないですわよ」

「ははははは、慰めてくれてありがとう、アリシア」

　相変わらずなアリシアの言葉に応じるゼオルディスの眼前に、剣先が突き出された。







「国王ゼオルディスには、ここで死んでもらう」

　カシュヴァーンだった。

「！　ライセン強公爵っ……!!」

　すっかり酔いもさめたのか、いつもの生き真ま面じ目めな表情に戻ったフロリアンにもすかさずその切っ先を向け、

「主君を庇かばうなら、マーベル卿。貴様も同罪だ」

「……っ」

　酒の勢いがなくなったフロリアンは、本来誰よりも規律を重んじる男である。感情はどうであれ、理性がカシュヴァーンの言い分を認めれば、反はん抗こうはできない。

「ま、そりゃそうだよな」

　ゼオルディスは、さっぱりした顔でうなずいた。

「俺がしてきたことを考えれば、いくらなんでも、このままハッピーエンドはない。それならまだ、アリシア作の手抜きハッピーエンドのほうがましだ」

　己の罪を自覚したその表情には、ふてぶてしさと清すが々すがしさが奇妙に同居していた。先ほどゼオルディスに言いたい放題だったカシュヴァーンとどこか似ている。

「カシュヴァーン様……」

　小さな声で夫を呼んだアリシアをちらりと見てから、カシュヴァーンはふうっとため息をついた。

「だが、下級貴族マーベルの友達になら、誰も興味を持たないだろう」

　えっ、と声を上げたフロリアンの前を横切り、ゼオルディスの前に立つ。

「これからこの国は女王陛下のものとなる。シルディーン内に居場所はないと思えよ、ゼオ」

　そう言って、剣を持っていないほうの手でごん、とゼオルディスの頭を叩いた。

「……はは、べったべたの王道台詞をありがとう、カーシュ！　持つべき者は友達だな」

　結構痛かったらしく、叩かれた部分をさすりながらも、ゼオルディスは晴れやかに笑った。ただの二十一才の青年の笑顔で。

「勝手な真似をして、エル姉様に怒られても知らないぞ？」

「追っ手が出て、あっさり殺されるかもな。それは女王陛下の判断次し第だいだ」

　素そっ気けなく突き放し、ちらりとアリシアを見やる。

「だが、俺は自分のやりたいようにやると決めたんだ。それに読書家の女王陛下の弁によれば、お姫様をさらった悪い竜も最後にかっこよく死ぬと、一気に人気が出るそうじゃないか」

「そうですわね、そして続編で生き返ってひんしゅくを買ったりするのですわ！」

　読書家の死神姫が瞳を輝かせると、ゼオルディスは「世のお姫様たちは、かわいそうな怪物も結構好きらしいからな!!」と笑った。

　と、無邪気なばかりだった笑みに変化が生じる。

　突然暴君の気配を漂わせ始めたゼオルディスが、また笑う。明るく、快活に。

「言っておくが、『ゼオルディス』は反省なんかしていないぞ？　もちろんお前たちに謝る気もない。父様やイーダルたちの望みどおり、『強い王』としてまっすぐ歩いてきただけなんだからな」

　その道程で、踏みしだいてきた弱者に下げる頭はない。この期ごに及んで強者の論理を振りかざす国王に、カシュヴァーンは浅いため息をつく。

「分かっている。俺も今さら、貴様が涙を流して罪を悔くいるとは毛頭思っていない。神ならぬ身には、無理やり罪悪感を背負わせるような奇跡は起こせない」

　そんな期待はしていない、とまず宣言してから、静かな声で反論する。

「だが、同じ親殺しの身には分かるのさ。自分の手が親父の血に汚れていることを、お前は本当は片時も忘れたことはない」

　ゼオルディスは押し黙り、アリシアは思わずカシュヴァーンの手に視線を落とした。実際は床を見ている彼女から眼を逸そらしたまま、続ける。

「その上貴様には、赦ゆるしてくれるお姫様がいないだけでなく、小こ舅じゆうと聖女にこれから一生監視されて生きるんだ」

　ふっと口の端をつり上げたカシュヴァーンは、思わせぶりにフロリアンを見た。

「なあマーベル、期待していいよな？」

　視線で促うながされたフロリアンが、深くうなずいた。酒も飛んだはずの水色の瞳が、また据わり始めている。

「もちろんです、ライセン強きよう公こう爵しやく。二度と下らない真ま似ねができないよう、自分が生しよう涯がいこの馬鹿を見張ります」

「……おい、フロリアン？」

　いきなり「この馬鹿」呼ばわりされて、ゼオルディスが軽く眼を見張った。珍しく少しうろたえている彼を見下ろすカシュヴァーンは、いつしかゼオルディスよりなお濃い暴君の気配を身にまとっている。

「なんとも熱烈な告白じゃないか。女運はないようだが、いい友達に恵まれてよかったな」

　黒い瞳がそれは満足そうに微笑んだ。

「ざまあみろ」

「……っ」

　痛烈に言い返されたゼオルディスの表情が変化していく。

　戸惑い、虚きよ脱だつ、そして……彼の魂たましいにこびりついたすべての濁にごりを、情け容よう赦しやのない力でそぎ落とされたかのような笑みへと。

「……はは」

　荒っぽい禊みそぎを受けたその顔には、『図書館の幽霊』と呼ばれた王子の面おも影かげなど残っていない。

　そして彼は、突然服を脱ぎ始めた。

「きゃっ!?　ゼオ様、やっぱり脱ぐのがお好き……？」

　アリシアの中で露ろ出しゆつ狂きよう疑惑がまた浮上してきたが、ゼオルディスはおどけたしぐさで首を振る。その拍ひよう子しに散々殴られ蹴られた体が痛くなったらしく、顔をしかめたが、声は生き生きと弾んでいた。

「俺が死んだ証しよう拠こがいるだろ？　年格好の似た死体なら、適当に用意はできそうだしな」

　切り裂かれて血まみれの上衣は、証拠の品としては相応しいだろう。さすがにズボンまでは脱がなかったが、傷と血まみれの胸をさらす彼にカシュヴァーンが自分のマントを脱いで投げつけた。

「俺の妻に妙なものを見せるな」

「ありがとう王子様」

　受け取ったマントをまとったゼオルディスは、代わりにずたずたの上衣をカシュヴァーンに投げてよこす。

「さよならゼオルディス。よくがんばったな」

　慈いつくしむような眼をして、ゼオがつぶやいた。

「なあカーシュ、死んだゼオルディスは水底の国か、至高き国か、どっちに行くんだと思う？」

「知るか。第一俺は死後の世界など信じていない」

　神様嫌いのカシュヴァーンの答えは、相変わらず素っ気ない。

「お前はそう言うと思ったよ、カーシュ。それにわざわざ死ななくても、人間生きながら水底の国へぐらい、いつだって行けるものな」

「あら、なら生きながら至高き国へだって、きっと行けますわね」

　横からアリシアがそう口を挟はさむと、ゼオは一瞬びっくりしたような顔をしてから、にっこり微笑んだ。その手がズボンを留めつけた帯革に触れ、きらりと光る何かを投げてよこす。

「あら、金目の物ですか？」

「金属じゃあるね。何これ？　鍵かぎ？」

　アリシアが全く違う方向に手を出したので、代わってルアークがそれを受け止めた。

「アリシアの首輪の鍵だ」

「あ、忘れてましたわ」

　衝撃的なことが起こりすぎて、最も早はや首輪など意識の外だった。素直にそう告げると、ゼオは「アリシアは変わらないなあ！」とけらけら笑う。

　この首輪はそれなりの値段で下取りに出せるかしら、と考えているアリシアを、ゼオが懐なつかしむような眼で見て言った。

「なあアリシア。俺、本当はもしかしたら、お前の夫じゃなくて息子になりたかったのかもな」

「え？」

　急な発言に、アリシアも驚いたがカシュヴァーンとルアークが過か敏びんな反応を示した。

「ふざけるな、絶対にいらん!!」

「俺もあんたの『おにいちゃん』はやだなー!!　もう面倒くさいおにいちゃんは間に合ってるんでね!!」

　口々に拒否を示されても、ゼオルディスは「ちょっと言ってみただけだって」と取り合わない。

「分かってるさ、俺の母さんはファネリーひとりだけだからな。まあいい、カーシュはゼオの友達にはなってくれそうだし」

「……おい、勝手に」

「他はなんにもなくなって、残ったのは結局男友達二人か。やれやれ、いっそ俺がお姫様なら、これはこれでハッピーエンドだったろうになあ」

　カシュヴァーンの突っ込みを無視して笑ったゼオは、そして清々した顔になってフロリアンに声をかけた。

「行くか？　フロリアン」

「……そうですね」

　他の誰かに出会った瞬間、殺されてもおかしくない二人だ。にもかかわらず、子供のように手を振るゼオの表情は明るい。

「今までありがとう。じゃあな、アリシア、カーシュ、ルアークも。いつまでもいつまでも、幸せにな!!　あと、マーベリックが生きてるなら謝っておいてくれ」

　黙って深く敬礼したフロリアンを連れて、ゼオがその場を去っていく。

　敬礼で胃を刺激されたのか、口元を押さえているフロリアンの背をさすろうとしては撥はねつけられながら。







　露台の上に残ったのは、アリシアたち『家族』三人きり。冷たい冬の風が、血と酒その他あまり考えたくない臭いをさらっていく。

　くしゅん、と小さなくしゃみをしたアリシアに、ルアークがどこからか持ってきた上着を着せかけてくれた。

「もーおにいちゃん、ゼオ様にじゃなくて、あんたのマントはアリシアに取っておくべきだったんじゃないの？」

　ぶつぶつ文句を言いながら、ルアークがアリシアの背後に回る。かちんと小さな音がして首輪が外はずれ、金の鎖が床に落ちた。

　もうほとんど意識していないつもりだったけど、一気に呼吸が楽になった。体も、軽い。

「ありがとう、ルアーク」

　ほっとため息を漏らすアリシアの首元を、ルアークは労いたわるように見やる。

「あー、やっぱり、結構痕あとになっちゃってる。ほら、おにいちゃんもぼーっとしてないで。俺やゼオ様にだけじゃなくて、アリシアにもかっこいいところを見せてよぉ」

　腰に手を当て、わざとらしいしぐさでルアークが促うながすと、カシュヴァーンが黙ってこちらを見つめてきた。

　途と端たんにアリシアの視界は白い光に包まれる。

　まぶしくて眼が痛い。でも眼を閉じたくない。

「……カシュヴァーン様……」

　体力は底をつき、体のあちこちが痛い。おまけに寒くなってきたが、最大の危機は去った。

　突然の再会の感動が再び胸の底からこみ上げてきて、全身を浸ひたしていく。

「会いたかった、です……カーシュ様……」

　高まる「おなかが痛い」が、熱い雫しずくになってまなじりからあふれた。さっきたっぷり泣いたはずなのに、後から後からあふれて、止まらない。

「カシュヴァーン様じゃないと、もうだめです、私……おなかがいっぱいにならなくて……飢うえて……死にそうでしたの」

　ゼオルディスが言っていた「胃袋」のたとえを、遅まきながら実感する。

　いつの間にかアリシアのおなかには、たったひとりの王子様の愛でしか満たされない部分ができてしまっていた。

　なのに肝かん心じんのカシュヴァーンは、先ほどまでの暴君ぶりも王子様ぶりもどこへやら、何か言いたそうな顔をしながらも黙っているだけだ。

「……カシュヴァーンおにいちゃん、いいかげんなんか言ってあげれば？　あんたさっきから、わざとアリシアと話すのを避けてるよね」

　呆あきれた様子で、ルアークが棒立ちのカシュヴァーンをせっついた。

「どんだけ長い間離れてたと思ってるの？　死ぬほどかっこよく決めてくれないと、俺が許さないからね!!」

　得物を取り出し、本気ではっぱをかけるルアークのほうをカシュヴァーンは見ない。

　痛いほどまっすぐ、アリシアだけを見つめる瞳が、潤んだ。

「くそ……」

　赤みを帯びた顔を隠すように、口から鼻にかけてを押さえた手の甲が、アリシアの眼にはひときわ輝いて見えた。

　無事な右眼から流れ出した雫の軌き跡せきが、きらきらと光っている。

「仕方がないだろうが……せっかくかっこいい台詞を考えてきたのに、無事な顔を見たら……全部飛んだんだ……」

「……ぁっ」

　悔くやしそうに震える声を聞いた途端、いきなりアリシアの「おなかが壊こわれ」てしまった。

「分かっているんだ、俺だって、ここで決めなければいけないということは……だが、だがな……頭が真っ白で、ただ嬉しいとか、アリシアが可愛いとか、アリシアが可愛いとか、そういう単純な言葉しか浮かんでこない……、くそッ」

　心底腹立たしそうに舌打ちする顔は凶きよう悪あくに歪んでいるのに、どうしよう。

　カシュヴァーンがかっこよすぎる。

　そして可愛すぎる。

「私、も」

　声が震えた。

「私もカシュヴァーン様が、かっこよくて、大好きな、ことしか、分からない、です」

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、アリシアもそれだけ言った。

「……ごめんね、邪魔しちゃったみたい」

　含ふくみ笑いをしたルアークの姿が、露台から消える。

　見えるのは白い光を発しながら、佇たたずむカシュヴァーンの姿だけ。聞こえるのは意を決したらしきカシュヴァーンの、優しい声だけだ。

「──アリシア」

「は……、はい」

　ぎくしゃくと答えたアリシアの側に、ゆっくりとカシュヴァーンが近づいてきた。隠しても無む駄だだと思ったのか、にじみ出す喜びの涙を拭ぬぐいもせず、きらきら光る眼でじっとアリシアを見つめて、

「つまらないことしか言えなくて悪いが、聞いてくれ」

　柔やわらかなカシュヴァーンの笑顔がまぶしいし、涙が止まらないしで、もっと眼が悪くなってしまいそうだ。しかし、こっくりうなずく以外の選せん択たく肢しはなかった。

「カシュヴァーン様のおっしゃることなら……借金の申し込みでも聞きたいですわ……」

　涙声でそう言えば、涙声が返ってくる。

「好きだ」

「はい……」

　飢えが消えていく。

「会いたかった」

「はい……」

　満たされていく。

「愛している」

「はい、はい……」

　自分でも気づかないほどに欠けていた部分が、埋まっていくのが分かる。カシュヴァーンもそう思ってくれているのが分かる。

　どうしてお互い、今まで離れていられたのだろう。

　その思いが通じたかのように、どちらからともなく身を寄せ合い、口づけをした。

「ん……、ふ」

　激しいものではなく、互いの唇の形を確かめるような口づけ。飢えて弱ったおなかにも刺激の少ない、労りにも似た愛を食べて、心の胃袋が喜んでいるのが分かる。

　でもちょっとだけ物足りない、と思ったことまで伝わったのか、不意にきつく抱だき締められた。

「やはり俺は、王子様にはなれなかった」

　疲ひ弊へいした体に食い込むように強い指先が、不思議に心地良い。『夢の王子様』に出てくるような王子様とは違う、優しさよりも激しさが先行する、カシュヴァーンの触れ方だ。

　熱いまなざしは食前酒、抱ほう擁ようは前菜。今の時点で胸が詰まり、何も言えない状態なのだから、きっとこのまま主菜に進んだら胃もたれする。比ひ喩ゆではなく、おなかを壊してしまうかもしれない。

　それでいいのだ。

　手加減した愛など、「アズベルグの暴君」には似合わない。

「暴君でいいか」

　耳元にそんな問いをささやかれたのと同時に、アリシアを抱く腕にさらに力がこもった。

「怪物で、いいか」

　せっかく帰ってきてくれたのに、相変わらずひどい方だわ、と思う。

　これ以上好きにさせて、どうするつもりなんだろう。

「死神姫で、いいですか」

　お返しとばかりに、アリシアの精せい一いつ杯ぱいの力で抱き返しながら聞いた。

「お金も胸もありませんけど、構いませんか」

　最後に、少し勇気のいる質問をおずおずと口に出した。

「は、花嫁衣装を……あなた以外の人のために、着てしまいましたけど、許して下さいますか……？」

「馬鹿、許すに決まっている……!!」

　怒っているように聞こえる声で断言すると、カシュヴァーンは少しだけアリシアを抱いた手を緩めた。剣だこの目立つ、大きくて暖かい手が、そっと頰に触れる。

「お前でなければだめだ」

　見上げたカシュヴァーンの顔が、ひどくはっきりと見えた。

「私もです。あなたでなければだめです。あなただけが、私の『特別』な怪物王子様……」

　再び視界がにじんでいくのを感じながら、一生懸命眼を見開いてカシュヴァーンを見上げる。

　こうして間近で顔を見ると、額ひたいから左頰にかけて走る傷が痛々しい。眼帯に隠れている部分はどうなっているのだろう。

「私も一発ぐらい、ゼオ様を殴っておくべきだったかしら……」

　ちょっぴり後こう悔かいした瞬間、カシュヴァーンが顔を傷つけられた時のことを思い出した。目尻に新たな涙が盛り上がる。

　そこに、カシュヴァーンの唇が落ちてきた。ちゅ、と軽く音を立てて涙を吸われ、思わず「ひゃあ」と声が出てしまう。

　おかしな悲鳴にくすくす笑いながら、カシュヴァーンはなおもアリシアの目元に唇を当て、涙を吸い取っていく。

「ひゃ、そ、そんな、喉が渇かわいていらっしゃるの……？」

　熱心な動きに翻弄されながら思わず叫べば、カシュヴァーンは「そうかもな」とうなずいた。自分の目元もきらきら光らせたまま、

「お前が俺のために流してくれた涙は、甘い」

　気き障ざな台詞に「あんたそれ考えながら帰ってきたの？」と突っ込んでくれる『息子』はいない。このままでは鼻血を出してしまいそうで、アリシアは切れ切れに訴えた。

「カ、カーシュ様、あの、もう……そのっ、私もっ!!」

　のぼせながら宣言したアリシアは、驚いて動きを止めたカシュヴァーンの肩に摑まり、つま先立ちになる。彼女の意い図とに気づいたカシュヴァーンは、腰を屈かがめて静止した。

「ん……」

　見当をつけてわずかに突き出した唇に、濡れた感かん触しよくが触れる。そっと舌先で舐なめると、やっぱりしょっぱいけれど、不思議な充足を感じた。

「くすぐったいな」

　そう言ってカシュヴァーンは笑ったが、やめさせようとはしない。餌えさをついばむひな鳥のような妻の体を軽く支え、されるがままだ。

　ちゅ、ちゅっと音を立てながら、夫が初めて見せた涙を唇で拭っていく。互いの中に浸しん透とうした涙が、互いの心の胃袋を満たしていくのが分かる。

「……はあ、あっ……!?」

　別段いやらしいことをしている訳でもないのに、頰をうっすら上気させていたアリシアは、首筋を撫でた指先に飛び上がった。

「……本当にひどい痕だ」

　首輪の痕を辿りながら、カシュヴァーンが低くつぶやくのが聞こえた。

「あ、あの、ごめんなさい、初めての首輪は、ゼオ様からいただいてしまいました……」

　しゅんとするアリシアに、構わないさと小さく笑って、

「他の男につけられた痕を、ゆっくり消していくのも……また一興だしな」

「ひっ!?」

　耳たぶを舐めるような距離からささやかれた言葉に、息を飲む。

　カシュヴァーンの目元にはまだ涙の痕こん跡せきはあるのに、その口元には意地の悪い笑みが浮かんでいた。

　首筋に熱い息がかかる。まさか、以前夢想していたとおり吸血鬼になって帰ってきて下さったのかしら……!!　と胸ときめかせたところで、吐と息いきが遠のいた。

「だが、その前に……アリシア・フェイトリン」

「は、はい！」

　旧姓で呼ばれ、どきっとしたアリシアが背筋を伸ばして返事をすると、カシュヴァーンがその場に膝ひざを折った。意地の悪い笑みは消え、引き締まった表情には決意の色がある。

　ひざまずいた彼の手が、女神に仕つかえる信者の丁てい重ちようさでアリシアの左手を取る。どんな王子様より様になっているしぐさが、愛の証である約束の指輪が、再びあふれる涙にぼやけてしまうのが非常にもったいない。

「花嫁衣装まで着て待っていてくれた、用意のいいお姫様」

　ほんの少しの笑みを含んだ声が、凜りんと引き締まる。

「どうかこの俺と再婚して、もう一度アリシア・ライセンになってくれ」
















　取った左手に自みずからのそれを重ねて、カシュヴァーンが口にしたのは、初めての求きゆう婚こんだった。

　本当に本当にひどい人だと、改めて思う。

　もったいないからちゃんと眼を開けて、一挙手一投足を記憶に焼きつけたかったのに、全部台なしだ。

「はい、はい、はい……!!」

　嚙かまないように返事をするので限界だった。

「ごめんなさい、持参金は後払いでお願いします……!!」

　泣きながらどうでもいいことをしゃべる唇も、誓せい約やくの口づけによってふさがれてしまった。











第四章　それぞれの薔薇色






　昼間にがらんどうと化していたシルディーン王城は、今や群れなす人々で隙すき間まもないような状態だ。通行のために開け放たれた大おお扉とびらの外でも、夕暮れの光の中を大勢が忙いそがしく走り回っているのが見える。

「城の中のことは、最低限の生活ができる状況にしてもらえればいいわ。逃にげ出した民衆を帰宅させることに力を入れなさい。もう内乱は終わったけれど、身を守る術すべもないまま、しかも夜に歩き回るのは危険よ!!」

　金の髪かみを振り乱し、兵士たちにびしびしと命令を下すのはエルティーナだ。そのかたわらではデュランダールが、自軍の兵に「女王陛へい下かの命に従うように」と命じている。

　王権の空白は作れない。昼過ぎに国王ゼオルディスの死を大々的に発表したエルティーナは、改めて自みずからの即そく位い宣言をした。それ以外のことは何も決まっていないに等しいが、女王軍の指し揮き系けい統とうを臨時で使い、内乱前の日常を取り戻すことに全力を注そそいでいる。

「やっぱりエルティーナ様って、生まれついての女王様だよねぇ」

　王城一階、開いた扉の横で城の中と外の景色を交互に眺ながめ、ルアークが笑って口を開いた。

「そのようだな。それがご本人の幸せに寄与しているかどうかは分からんが……」

　ジスカルド・オーデルの姿が見当たらないことを確かめたカシュヴァーンに、その腕うでにしっかり抱だかれたアリシアは微笑ほほえむ。

「きっと大丈夫ですわ。クルセージュの方もラグラドールの方もたくさんいらっしゃってますもの。エルティーナ様のお眼鏡めがねに適かなう方も、きっと見つかりますわ」

「あはは、まあ数がいれば当然、可能性は上がるよねえ」

　けらけらと笑ったルアークは、エルティーナの横で補ほ佐さ役やくに徹てつしている壮そう年ねんの男を見やる。

「それにしても、まさか、クルセージュの『残ざん虐ぎやく王おう』が動くとはねえ。あんたたちが頼み込んだって話だけど、普通は大笑いされて終わりでしょ。一体どんな魔法を使ったの？　おにいちゃん」

　まだ詳しよう細さいな説明を聞いていない、と水を向けられ、カシュヴァーンはアリシアの髪を撫なでながら答えた。

「シルディーンの内乱に触しよく発はつされてか、クルセージュ内でもいろいろと不ふ穏おんな動きがあるようでな。詳くわしい話はさすがに聞いていないが、〈翼つばさの祈いのり〉を無理やり国外退去させた余波が残っているらしい」

　デュランダールがカシュヴァーンにも通じる神様嫌ぎらいで、〈翼の祈り〉の聖職者を追い払ってしまったのはあまりにも有名な話だ。

「クルセージュとしては、シルディーンは仮想敵国ではあるが、だからといって巻き込まれたくもない。しかし下へ手たに打って出れば、宣戦布告と取られかねない。俺たちの協力要よう請せいは、ちょうどいい大義名分だったという訳だ」

　真ま面じ目めな顔で語る一方で、その指先はアリシアの髪を飽あきもせず撫でている。時折日向ひなたの猫ねこのようにとろんとした顔のアリシアのあごを持ち上げては、ちゅっ、と軽く音を立てて口づける。

　再婚したばかりの新婚夫婦なのだから、ぎりぎり許そう。そう思っているらしきルアークは、生暖かい笑みを浮かべて話を続ける。

「要するに、利害が一いつ致ちしたから手を組んだって訳？　にしても優しいね。あんたらの名前だけ借りて、ひと息に攻め滅ほろぼすことだってできたんじゃないかな」

〈翼の祈り〉の追放以外にも、デュランダールには黒い逸いつ話わが多い。「残虐王」などと呼ばれるゆえんだ。

「その手もお考えだったようだが、下手に動くと国内の不穏分子に足をすくわれかねないからな。それにあの方と俺は、いろいろと考えが合った」

　ゼオルディスのことは「クソ国王」呼ばわりしたくせに、デュランダールを語る口調には敬意が感じられる。どうやら本当に、共感を抱いだいているらしい。

「ああ、二人とも二つ名が怖こわいもんね」

「お顔も怖いですものね!!」

　納なつ得とくしているルアークとアリシアに、カシュヴァーンは首を振った。

「いや、世界一可愛かわいい妻への愛だ」

「？」

　アリシアはきょとんとし、ルアークは「ああ、そういや、そんな共通点も……」とまた生ぬるい笑みを浮かべる。

「詳しくは後で説明しよう。さあアリシア、お前の友達が来たぞ」

　カシュヴァーンの腕うでが緩ゆるみ、露ろ台だいから降りてきて初めて彼との間に隙間ができた。途と端たんに寂さびしさを覚えたアリシアだったが、すぐに聞こえてきた懐なつかしい声に心臓が跳はねた。

「奥様ー!!」

「あっ、まあ、ノーラ!!　トレイスも!!」

　ひしめく兵士たちの間をすり抜け、ドレスの裾すそをからげて駆かけ寄ってくるのは、ノーラ・フィラル・ド・ガーゼット。赤毛と美び貌ぼうと巨乳に定評がある、アリシア一番の親友だ。後ろにはふりふりレースを粗そ末まつなマントで隠かくしたトレイスがいる。

「ノーラ、私のノーラ！　トレイスも、会いたかったわ!!」

　泣きそうなアリシアを、豊満な胸がぎゅっと包み込んだ。「わー羨うらやましい！」などとふざけるルアークをよそに、ノーラはひと回り小こ柄がらなアリシアをぎゅうぎゅう抱き締めて、

「正直どこででも生きていけるだろうとは思っておりましたけど、あんまり心配なんかしておりませんでしたけど、ああ、でも元気そうでよかったですわ奥様ぁぁぁでもそのドレスはひどすぎますわぁぁぁぁぁ」

　エルティーナが当座に用立ててくれたマントで全身を覆おおっているものの、中身はずたぼろの花嫁衣装である。化け粧しようが崩くずれそうな勢いで泣きながらも、ノーラの服飾への態度は相変わらず厳しい。

「もう、ちょっと待っていて下さいな!!　すぐにちゃんとしたドレスを持って来ますから!!　私のドレスなら絶対胸が余るでしょうけど、今のお召めし物よりはましですわ!!」

「あ、じゃあ俺が手伝うよ、ノーラ」

　踵きびすを返すノーラをルアークが追いかけていく。

　二人を見送って、カシュヴァーンはまたぎゅっとアリシアを抱き締めた。初めての求きゆう婚こんを行って以来、彼は最愛の妻を離そうとしない。

「ノーラが元気そうで、安心しましたわ」

　たくましい腕の中、緩やかな「おなかが痛い」を味わいながらアリシアは微笑んだ。

「ああ、思ったよりもみな、元気そうでよかった。陰いん険けん眼鏡あたりは、もう少し元気をなくしていてもよかったぐらいだが」

　ドレスを取りに戻る途中でセイグラムと鉢はち合あわせたノーラが、何やらいがみ合っているのを眺めてカシュヴァーンが苦笑した。

「でも、やっぱりみんな元気で、健康で、おなかいっぱいでお金もいっぱいで笑っているのが一番ですわね」

「そうだな。だがお前の笑顔が、やっぱり一番だ……」

　抱き締める腕が強くなり、唇くちびるが近づいてくる。

　貪むさぼられるような、与えられるような、どちらともつかない感かん触しよく。分かるのは、とにかく甘いということだけだ。

「やはり、夫婦仲なか睦むつまじくしていらっしゃるのが……安心しますね、私も」

　トレイスも今は文句をつける気になれないらしく、際限のないいちゃいちゃを目もく撃げきしても嬉うれしそうに微笑んでいる。

　やがてゆっくりと唇を離したカシュヴァーンは、外で指示を続けているエルティーナのほうを見た。

「王家と王城のことは、ひとまず女王陛下に任まかせよう。俺たちは、アズベルグに帰ろう」

「ええ。ノーラやレイデン伯はく爵しやく様も、途中までご一緒しましょうね」

　ティルナードたちも、レイデン地方を離れて久しいはずだ。アズベルグと隣りん接せつするレイデンはラグラドールとも距きよ離りが近いのだし、そろそろ戻って視察が必要だろう。

「ああ、そうだな」

　笑うカシュヴァーンの姿を眺め、アリシアはカシュヴァーン様も一度着替えたほうがいいんじゃないかしら、と思った。

　マントはゼオにあげてしまったし、こうして側そばにいると服全体が血や埃ほこりで汚れていることが分かる。全体的に真っ黒いから目立たないだけだ。

「だからいつも黒い服を着ていらっしゃるのかしら、さすがカシュヴァーン様、すてき、好き……」

　ひとりで感動しつつ、下から上へと夫の姿を見回したアリシアは、もう一度カシュヴァーンの顔を見た時改めて違い和わ感かんを覚えた。

　革製の黒い眼がん帯たい。

　何度も見た夢の中でも、リュクの絵の中でも、こんなものはなかった。その下の傷も、なかった。

「……これが気になるか？」

　アリシアの視線に気づいたカシュヴァーンが、左眼を覆う眼帯に自らの手で触れる。

「あ……、ごめんなさい、私」

　気を遣つかわせてしまった。申し訳ない気持ちになるアリシアを見み下おろして、カシュヴァーンが留め金を外はずし始める。

「えっ、あの、いいんです、傷に障さわりますわ!!」

　保護のためにつけているものを、外してほしくはない。慌あわてて首を振るが、カシュヴァーンは留め金を外す作業をやめない。

「いや、視力は奪うばわれていない。ただ……、お前が傷を気にするといけないと思って、つけたままにしていたんだ」

　かなりがっちりと固定されていた眼帯の、最後の留め金が外される。

　一いつ瞬しゆん眼を閉じかけたアリシアは、一生懸けん命めいまぶたを指で押し開き、唇を引き結んでカシュヴァーンを見上げる。

　これからの二人のために、ここで眼を逸そらしてはいけないと思った。

　トレイスも横で息を詰つめているのを感じながら、ほうっと長く、息を吐はく。

「……本当にゼオ様の、逆、ですのね」

「それを狙ねらったんだな、あの野や郎ろう」

　額ひたいから左眼を通り、頰ほおにまで達した傷。

　ゼオルディスのものと違い、ためらいのない傷きず痕あとは比ひ較かく的てききれいだったけれど。

「……泣かないでくれ。確かに最初は傷が腫はれてよく見えなかったが、今はちゃんと両眼とも見えている」

　やっぱり泣いてしまったアリシアの目元を、カシュヴァーンの唇がまた優しく拭ぬぐってくれた。

「ええ……、今さら言ってもどうしようもありませんし、見えているのなら構いません。これはこれで、かっこいいですし」

　衝しよう撃げきは大きかったけれど、もう通過した。眼の機能に問題がないのならいいと、素直に思えた。

「でも、リュクはまた肖しよう像ぞう画がを描かき直さなくてはいけないですね」

「……お前が相変わらずでよかった」

　しみじみとつぶやいたカシュヴァーンは、滑なめらかなアリシアの頰を確かめるように優しく撫でた。

「お前にこんな傷をつけられなくて、本当によかった」

「カシュヴァーン様……」

「だが、もし傷があったとしても……お前が世界一可愛いことに、変わりはないけどな」

「もう、カシュヴァーン様ったら……相変わらず、世界一かっこいいんですのね……」

　高まる「おなかが痛い」に身を任せ、口づけを求めようとしたアリシアの耳にトレイスの咳せき払ばらいが聞こえた。

「えー、申し訳ありません。仲睦まじいのは結構ですが、ここはかなり人目がありますので……」

　再会からある程度時間が経たったので、トレイスの破は廉れん恥ち警けい戒かい網もうも通常活動を開始したようだ。そもそも見張りのつもりで、この場に残ったのだろう。

　変わりがなくて何よりだ、と苦笑いして、カシュヴァーンは尋たずねた。

「ところで今話が出たが、リュクの奴やつはどうしている？　トレイス。なぜか処しよ刑けいされかけていたらしいが、無事は無事なんだよな？」

　グラネウスやジスカルドといった大物と並べられ、ただの絵師であるリュクが公開処刑されかけたことをカシュヴァーンは疑問に思っている様子だ。

「あ、ああ……そうですね、一時はどうなることかと思いましたが、暴れるだけ暴れたらすっきりしたようで……ですが今のアリシア様のお言葉を聞いて、また脳のう内ない聖女にすがらなければいいのですが……」

　渾こん身しんの一作の描き直しを余儀なくされ、脳内聖女と恋を育てるに至ったリュクはまだ寝込んでいるはずである。

「……聖女アーシェルに脳内で粗そ相そうをしでかした罪で、処刑されそうになっていたのか？」

　よく分からん、とかえって疑問を深めたカシュヴァーンだったが、彼の興味は近づいてきた人影に移った。

「……ディネロ」







「無事、だったか」

　カシュヴァーンよりさらに背が高いディネロ・アズベルグが、規則正しい歩調でやって来た。淡あわい金きん髪ぱつに縁ふち取どられた彫ほりの深い顔は、相変わらず表情がうかがいにくい。

「お、お久しぶりです、ライセン公こう爵しやく……」

　主あるじの背中に隠れ、赤茶色の髪の若者が挨あい拶さつをする。一方的にカシュヴァーンを嫌っている、執しつ事じ見習いのアレクトールだ。

　ディネロが足を止め、じっとカシュヴァーンを見つめる。カシュヴァーンも静かに灰色の瞳ひとみを見つめ返す。

「カシュヴァーン様、あの、いけませんよ……？」

　トレイスがおそるおそる声をかけたが、二人とも無言だ。アリシアも我われ知らず、ぎゅっと拳こぶしを握にぎってしまった。

　いまだごった返す周囲の声が、遠くなったような気がする。

　カシュヴァーンが追放された後、アズベルグの領主の座にあったディネロ。リュクの情報は持っていなかったカシュヴァーンだが、ディネロについてはどうだろう。

　彼がアリシアにしたことを、知っているのだろうか。

「すまなかったな、ディネロ」
















　張り詰めた空気を先に破ったのは、カシュヴァーンだった。

「俺が不ふ甲が斐いないばかりに、いろいろと迷めい惑わくをかけた」

　大丈夫だ、とでも言うように軽くアリシアの髪を撫でたカシュヴァーンが、ディネロに向かって深く頭を下げる。

「……いや」

　ちょっと驚いたような顔をしたディネロもまた、長い体を折り曲げるようにして頭を下げた。

「謝るのは、俺だ」

　静かな眼がアリシアを見つめる。

「お前がいない間に、アリシアに求婚した」

　アリシアが唇を押さえて息を飲み、トレイスがかすれ声で「ぎゃあああああ」とうめいた。

　凍こおりついているカシュヴァーンに、律りち儀ぎな謝罪は続く。

「二十四回、口づけもした」

「そうか」

　カシュヴァーンは笑った。明るく、快活に。

「分かった。二百四十回殴なぐる」

「うんおにいちゃん、気持ちは分かるけど、ちょっと待とうか！」

　不穏な空気を察してか、ノーラを置いて戻ってきたルアークが止めに入るが、カシュヴァーンはアリシアを彼に預けてしまった。振り上がる手を避よけようともせず、ディネロはその場に立ち尽つくしている。

「お待ち下さい、ライセン強きよう公こう爵しやく閣かつ下か!!」

　二人の大男の間に、アレクトールが決死の表情で割り込んだ。初めてカシュヴァーンの持つ称号を口にしたその眼には、涙が浮かんでいる。

「リドレックさんが臥ふせっていらっしゃる時に、旦だん那な様さまを止められなかったのは執事見習いの俺の責任です!!　ですから百二十回分は、俺を殴って下さい!!」

　アズベルグの人間としては体格に恵まれず、秀ひいでた戦せん闘とう能力を持っている訳でもないアレクトールだが、気き迫はくだけは十分だ。

「……ディネロ様は、本当に周りの人に好かれてるよねえ」

　巻き込まれないよう、アリシアを背に庇かばったルアークがため息をついた。

「もしもリドレックさんやコゼットさんが聞いたら、さらにその半分殴って下さい、とか言い出しそう」

　茶化すような言葉に、トレイスが生き真ま面じ目めな反応を示した。

「でしたら、その、私にも責任があります。お引き受けした訳ではありませんが、アズベルグ公爵からは執事になれとのお話をいただいておりましたし、宿や食事のお世話は受けておりましたし。ですから六十回分は、どうぞ私を……」

　冗じよう談だんで言っている訳ではなさそうなトレイスと、「さあ！　さあさあ!!　殴って下さい!!」と迫せまってくるアレクトールを眺めやり、カシュヴァーンは恨うらめしそうな瞳をディネロに向けた。

「……お前の人徳が憎にくい……」

「大丈夫だよ、カシュヴァーンおにいちゃん。あんたが逆の立場だったら、俺たちが同じように庇ってあげるから。ね？」

　ルアークがぽん、と肩かたを叩たたき、トレイスも真剣な顔で「もちろんですよ!!」と追従した。最も早はや怒る気力もなくなったらしく、カシュヴァーンは投げやりなしぐさでべしっとディネロの頭をはたく。

　アレクトールが眼を剝むいたが、音が多少派手なだけだ。痛みはほとんどなかったはずだが、ディネロは逆につらそうな眼をした。

「これで終わりにしてやる。お前みたいな奴は、下手に怒られないほうが効きくだろう」

「……そう、だな」

「あとアリシアには、俺が二千四百回口づけをするからな」

「ひゃあっ!?」

　いきなり流れ矢を受けた心地ここちになり、赤くなって飛び上がるアリシアをちらりと見て、ディネロが淡く微笑んだ。

「アリシア」

「は、はい？」

「ライセンに、会えて、嬉しいか」

「え、ええ！　もちろん……」

「二千四百回、口づけするそうだが、嬉しいか」

「ひゃうっ!?」

　真顔で繰くり返されると、心臓に悪すぎる。顔から火を噴ふくような思いをしているアリシアのあごに、カシュヴァーンの指がかかった。

「嫌いやなのか？」

　軽く上を向かされ、逆さまに瞳に飛び込んできたカシュヴァーンは少し意地の悪い笑みを浮かべている。あまりにもかっこよすぎて、くらくらして、うっかり口が滑すべった。

「に、二万四千回でも……どんとこい、ですわ……」

「そうか」

　体勢の問題もあり、のぼせそうになっているアリシアにディネロがうなずく。灰色の瞳は、次いでカシュヴァーンに向けられた。

「ライセン」

「……なんだ」

　かすかな警戒を示すカシュヴァーンに、ディネロはいつもの調子で淡々と尋ねる。

「アリシアが、二万四千人いたら」

「……は？」

「ひとり、くれるか」

　訳が分からない、という顔をしたのも束つかの間ま、カシュヴァーンが腕の中のアリシアをぎゅっと抱きしめた。

「ひゃあっ!?」

　突然の抱ほう擁ように悲鳴を上げるアリシアに構わず、押し殺したような声で断言する。

「──やらない。全部俺のものだ」

「そうか」

　こっくりとうなずいたディネロは、「わ、私が二万四千人いたら、その私に二万四千回の口づけで、つまり」と謎の計算をしているアリシアを見やる。

「お前たちは、もう、壊こわれない、な」

　少し寂しそうな、それでいて満足そうな微笑みを最後に、くるりと背を向けた。

「では、また、アズベルグで」

　そのまますたすたと去っていく主の背中を、アレクトールが慌てて追いかけていった。







　アズベルグ主従が去っていくと、カシュヴァーンは真ま面じ目めな顔で悩み始めた。

「二万四千人のアリシアか……俺に養えるだろうか……いや、大丈夫だ、案外食費はかからない……」

「あんたって、相変わらずどうでもいいところで真面目だねえ」

　ルアークがやれやれ、と肩を竦すくめた。

「でも、これでディネロ様も、きっちり失恋できたみたいだね」

　己おのれの恥はずかしい発言を思い返し、顔を覆ってうつむいていたアリシアも「そ、そうね……」と小さな声でうなずいた。

　一番にはできなかったけれど、ディネロのことだって好きだ。

　おこがましいかもしれないが、他人のお姫様のことなど忘れて、彼だけのお姫様を見つけてほしい。

「ところでさ、おにいちゃん」

　コゼットは元気だろうか、とすぐ気絶する少女のことを思い出していると、なぜかルアークが近づいてきた。見た目よりもたくましい、鍛きたえられた硬かたい手の平がアリシアの左手をぎゅっと握る。

「あら、どうしたのルアーク？」

　不思議に思いながらも、可愛くて頼りがいのある『息むす子こ』のすることだ。ルアークとだって久しぶりに会えたのよね、と微笑みながらその手を握り返すと、

「俺もアリシアのことが好きなんだよね、家族じゃなくて」

「えっ？」

　気の抜けた声を上げたアリシアに対し、カシュヴァーンの答えは落ち着いていた。

「知っていた」

「あはは、やっぱり？　だよね、あんたって結構勘かんがいいからね」

「え？　え？」

　なぜかカシュヴァーンも、アリシアの右手を握ってきた。二人に挟はさまれ、ひとり訳が分からないアリシアを尻しり目めに、カシュヴァーンはにっと人の悪い笑みを浮かべる。

「でもお前は、俺のことも好きだろう？　なあ、可愛い『息子』よ」

「──わー、カシュヴァーンおにいちゃんは本当に、たまーにいらっとするぐらいかっこいい時があるよね！　そーゆーとこは嫌い!!」

　あはははは、と明るく笑ったルアークの手が、カシュヴァーンの空あいた手を握る。

「すっごくすっごく悔くやしいけど、やっぱり帰ってきてくれて嬉しかったんだ。すっごくすっごくすっごく、悔しいけどね。腹が立つけどね」

　再会直後、珍めずらしく言葉を失っていた自分を思い出してか、少しだけ気恥ずかしそうに笑って、

「俺、やっぱり、あんたのこともアリシアのことも好きみたい」

　三人で輪になった状態を楽しむように、握り合った両手を掲かかげてみせる。

「親子で恋こい敵がたきって、面おも白しろいよね。もういっそのこと、俺を愛人にしない？　なんかそれで辻つじ褄つまが合う気が、いてて」

　即座に手を解ほどかれ、べしっと頭をはたかれながらも、ルアークは屈くつ託たくのない笑みを浮かべていた。







　さっきまで夕暮れだったのに、冬の日が落ちるのは早い。

　ようやく満足のいくドレスが見つかったのか、戻ってきたノーラに連れられて、アリシアは着替えの最中だ。カシュヴァーンはトレイスと城の外に出て、アズベルグに戻る準備に忙しい。

　ひとりひっそりと壁かべにもたれ、そろそろ閉められようとしている大扉を見るともなしに見ていたルアークの近くに気配が生じた。

「あれでよかったのか？　ルアーク」

『兄』であるジェダの気遣わしげな表情を見て、ルアークは彼が先ほどのやり取りを見ていたことを知った。それに気づかないあたり、自分が内心いっぱいいっぱいだったことにも。

「残念ながら俺の幸せには、カシュヴァーンおにいちゃんの幸せも入ってるからね。もちろん、あんたも」

　からかうように片眼をつぶってみせれば、トレイス並みに真面目な回答が返ってきた。

「俺はお前が幸せなら、それでいい」

「……恥ずかしいところはカシュヴァーンおにいちゃんに、安上がりなところはアリシアに似ちゃったのかな。血が繫つながってる訳でもないのに、素直って怖いよね」

　ティルナードの盟友・ロベル家のキリアンが口にした、「偽にせ物ものだからこそ、本物になるためにがんばる」という台詞せりふが脳のう裏りを過よぎった。すぐに他人の影響を受けてしまうジェダに、特に意い図とした様子はないが。

「ジェダさんこそ、好きな人いないの？　応おう援えんしてあげるよ」

　問われて、ジェダはしばし考え込んだ。

「ルアもが」

「はいはいやめてねー本気っぽくて怖いからねー!!」

　言わせまいと口をふさいでも、ジェダは何が悪かったのかよく分かっていない様子だ。顔以外俺にもサイードおにいちゃんにも似てないなあと、ルアークは胸の中で苦笑する。

「全く、ようやくカシュヴァーンおにいちゃんが帰ってきたから、俺もそろそろ本当におにいちゃんになりそうだってのに……手がかかるおにいちゃんばっかりで困るよ、本当」

　大人おとなびた顔でこぼすと、ルアークは扉の外へと眼をやった。

「とりあえず、ジェダさんのお嫁さんを探そうかな。ひそかにレネはどうかって思ってたんだけど、ありゃだめだねー……」







　王城の正面、勝手に張った天幕の中では、ラグラドール人たちが旅たび支じ度たくに追われている。

「おい、レネ。確かに戦闘は終わった。だから再会を喜ぶのはいいんだが、そろそろ泣きやめばどうだ？」

　ぼろぼろと涙をこぼしながら帰き還かん準備をしているレネに、地図を片手のバルロイはうんざりした声を出した。

　差し当たって、嵐は過ぎ去った。ラグラドールの争乱も治おさまったとは聞いているが、実情はどうなっているのか分からない。相次ぐ戦闘で離れ離れになった団員も多いのだから、一刻も早く帰らなくてはならない。

「はい、も、申し訳ありません、バルロイ様」

　従順にレネはうなずくが、涙るい腺せんは彼女の言葉を裏切り続けている。濡ぬれた瞳は片時もバルロイから離れないが、そのくせすっかり耳に馴な染じんだ例の台詞は全く口にしない。

「……いつものあれ、言わないんだな」

　ぼそりとつぶやいたバルロイは、手元の地図から顔を上げてレネを見た。

「え？」

「……ほら、あれだ。俺の顔見りゃ、やれ結婚して下さいして下さいと」

　指摘され、レネは緊きん張ちようしたように背筋を伸ばした。わずかな間を置いて、ひたすらにバルロイを見つめながら、言う。

「もう、け、結婚して、下さらなくても、いい、です」

　泣き濡れた顔は、喜びに満ちあふれていた。

「私は、贅ぜい沢たくでした。あなたが、無事なら、こうしてお側に、いられればそれで、いい、です……」

　そしてまた、ぼろぼろと涙をこぼす。あまりにも想定どおりの答えを聞いて、バルロイは盛大にため息をつき、地図を脇わきに退のけた。

「……俺と結婚したくなくなったのか？」

「いえ今すぐにでもしたいですが！」

　返事が早い。バルロイは頭痛を堪こらえる表情になると、周囲を気遣うように声を潜ひそめて、

「俺を助けてほしくて、王宮であのクソ国王に仕つかえていたって……？」

「はい」

「……何もされてないよな？」

　さらに小さな声での問いに、レネは普通の声量で聞き返す。

「何とは？」

「何って、まあ、ナニだよ。……変なところを触さわられたりとか、していないよな？」

「されようとしたことはありましたが、あの方は抵てい抗こうする女性がお好みのようで」

　答えは、腹が立つほど想定内。思わずバルロイは、周囲の部下たちが仰ぎよう天てんするような大声で吼ほえた。

「ああああああやっぱりかあの野郎！　カシュヴァーンの奴、きっちりぶっ飛ばしたんだろうなぁ!?」

　国王ゼオルディスの処刑については、バルロイも聞いている。黒髪と銀ぎん髪ぱつの青年二人組が、ひっそりと城下町を抜け、いずこへともなく消えていったことも。

　他国のけじめのつけ方に、しょせん部外者である自分がどうこう言うつもりはない。言うつもりはないが、直接一発殴ってやりたかったと、後こう悔かいを感じた。

　……まあ、生きているなら殴る機会もある。そう思い直したバルロイは、何食わぬ顔に戻ると「レネ以外出て行け、いいと言うまで戻ってくるな」と指示を出した。

　すぐに天幕内から人の気配が消えたが、長年一緒に戦ってきた部下たちのことはよく分かっている。いったん天幕の外に出たバルロイは、興味津しん々しんで聞き耳を立てている部下たちを「死神姫の着替えでも覗のぞいてこい！」と荒っぽく追い払った。

「あの娘むすめじゃ見るとこねえですよ」「あ、でも、ノーラが手伝ってるって聞いたぞ」「行こう行こう!!」と盛り上がる部下たちを見送って、バルロイは律儀に待つレネのところに戻ってきた。後でカシュヴァーンとティルナードとセイグラムに文句を言われるかもしれないが、その時はその時だ。

　何か予感がしているのか、緊張した様子のレネに向かって、改まった宣言をする。

「俺は、お前とは結婚しない」

「……はい」

　面と向かって言い渡されると、少しつらいようだ。奥歯を嚙かみ締め、けなげにうなずくレネに、バルロイはできるだけいつもどおりの声で言った。

「その代わり、俺はお前のものだ。それで我が慢まんしろ。いいな？」

「はい」

　同じく奥歯を嚙み締め、あごを引いて、レネがうなずいた。少しだけ間があって、赤い瞳がぱちぱちとまばたきを始める。

「……はい？」

　耐たえられず、そっぽを向いてしまったバルロイを、レネが信じられないといった面おも持もちで見つめていた。人より白い肌はだは、紅こう潮ちようするとよく分かる。

「バルロイ様……？」

「あー、言うな、何も言うな！　俺だって散々考えたんだ!!　黙だまって聞け!!」

　浅黒い肌が幸いし、一見いつもと変わらない顔をしたバルロイは耳をふさいでわめいた。

「言っておくが、だからって俺は別にナニを、いやその、何もしねえからな!?　あと、他に好きな男ができたらすぐに言えよ。俺の眼鏡に適う奴か、きっちり見み極きわめてから」

「できません!!」

　天幕を震わせるような大声で叫さけんだレネは、まばたきもせずにバルロイを見上げている。

「あなたは私の世界一素晴らしい方なのですから、他に好きな男性なんてできません」

　小さな手が伸びて、バルロイの腕に触れた。バルロイはわずかに身じろいだが、されるがままだ。

「私の、バルロイ様。私だけの」

　それをいいことに、レネはその腕にしがみつく。ぺたぺたと硬い筋肉に触れては、蕩とろけそうなほど幸福に笑う。

「ふふ……、ふふ、ふふふ」

　笑いながらぼろぼろ泣いているレネの頭を、バルロイは諦めたような優しさをもって撫でた。

「……だから、泣かせるために帰ってきたんじゃねえんだぞ、俺は。あと人前であんまりべたべたするなよ、示しがつかない」

「はい」

　まだ部下たちが戻ってきていないので、遠えん慮りよなくべたべたしながら、レネは潤うるんだ瞳でバルロイを見上げる。

「では……、売約済みと書いた首輪を贈おくってもいいですか？」

「お前は王宮で何を学んできた!?」

　バルロイの盛大な突っ込みが天幕を震わせた。







　やっぱり残っていたバルロイの部下たちが、「ついに団長が落ちた」「俺の勝ちだ、おごれよ!!」と騒さわいでいる。

　避ひ難なん民みんを呼び戻しに行く兵士たちを見送っていたエルティーナは、疲れた顔に微笑みを浮かべた。

「レネが幸せそうで、よかったわ」

　続く緊張に幾いく分ぶん面やつれしたその顔は、化粧が崩れかけている。服も髪も汗と埃にまみれ、オーデル侯こう爵しやく夫人と呼ばれていた時の優ゆう雅がな貴婦人ぶりは見る影もないが、紫むらさきの瞳には生気が満ちていた。

「気分はどう？　ジス」

「……おかげさまで、なんとか動けるようにはなりました」

　エルティーナの斜ななめ後ろに立っていたジスカルドは、控ひかえめな声でうなずいた。

　公開処刑から救われたジスカルドは、つい先ほどまでこんこんと眠り続けていた。肉体よりも精神に受けた打だ撃げきが尾を引いているらしく、エルティーナよりも顔色が悪いが、話ぐらいはできる状態だと聞いている。

　ならば、少しでも話は早いほうがいい。王権の空白は防げたが、王だけでは国は回らないのだから。

「ねえジス、疲れている時に、かつ無礼を承しよう知ちでお願いするわ。グラネウスおじさまと一緒に、私の宰さい相しようになってくれないかしら」

「……は」

　面食らった様子のジスカルドに、エルティーナは穏おだやかな口調で語りかけた。

「勢いで即位宣言したはいいけど、私の受けた帝王学なんてたかが知れている。家柄においても能力においても、絶対的な補佐が必要だわ。暴君を討うった王に臣しん従じゆうすることによって、あなたたちの名めい誉よも回復できる。どう？」

　形だけは女王が許容されていても、歴代の女王の少なさとその立場をエルティーナはよく知っていた。暴君ゼオルディスを討った王という幻想はしばらくもつだろうが、国が落ち着いてくればどうなるか分からない。

「……クルセージュ王と少しだけ接してみて、痛感したの。今はまだ、クルセージュも一枚岩になりきれていないから協力してくれた。けれどあれだけ求心力がある王が、ひとたび方向転換したら、我が国なんて、私なんて、簡単にひねり潰つぶされてしまうでしょう」

　だから、強い基き盤ばんが欲しい。王を支える強力な体制が欲しい。

「あなたが私に頭を下げられる性格ではないことぐらい、承知しているわ。至らない点はびしびし指摘してもらって結構。その上で、最終的には私の判断に従うと約束してくれるなら、手を貸して」

　ジスカルドは答えない。怒っているのかと思ったが、秀しゆう麗れいな面おもてには困こん惑わくの色しかなかった。

　半強制的にゼオルディスの宰相とされた後の、自分の不甲斐なさを思い出しているのかもしれない。どう言えば伝わるのだろうか、と考えながら、エルティーナは慎しん重ちように言葉を探す。

「……内乱中は、いろいろあったかもしれないわね。でもこれからは平時の政治が必要。内乱疲れした国を立て直すために、長期的に安定した政権が必要なの。分かるでしょう？」

　山ほど高いと称されるジスカルドの自尊心を傷つけないよう、根気強く頼むべし。

　そう対応方針を定めたのに、ジスカルドは意外な質問をしてきた。

「あなたは私を愛しているのですか？」

「え？」

　皮肉のつもりなのかと思い、エルティーナは一瞬とんでもなく険悪な顔になってしまった。対するジスカルドは、自分自身の発言にぎょっとしたように視線をうろうろさせ始める。

「あ、いえ……、その、申し訳ありません、アリシア様が、いえその」

　ジスカルドがおかしくなったのかと不安を覚えたエルティーナだったが、アリシアの入れ知恵と聞いて安あん堵どする。彼女の入れ知恵なら、思想的には極めて常識人であるジスカルドがおかしくなるのも納得だ。

「──そうね、愛してるわ」

　笑いながら、ほんの少し泣きたい気持ちで、エルティーナは肯こう定ていした。

「でも、あなたに宰相になってほしいのは、愛情の問題ではないの。地位と能力において、あなたが一番相応ふさわしいと思うからよ」

　自じ虐ぎやく的てきな人選だと思わなくもない。ティルナードあたりを迎むかえ入れることも考えたが、彼はまだ若く頼りないところも目立つし、何より王宮での処世術を知らない。何年か先のことは分からないけれど、今のシルディーンを舵かじ取とりするには不安が多い。

　カシュヴァーンという手もあるが、彼にはアズベルグ地方でラグラドールに睨にらみをきかせてもらいたい。それに血筋はとにかく、国教を否定する人間を国の中ちゆう枢すう部ぶに組み入れることは難しい。

　何より、彼らを宰相として迎えた後のジスカルドがどうなるのか、どう思うのか、考えたくなかった。職権濫らん用ようとの声が聞こえそうだが、差し当たって今の段階では、この人事は正しいはずだ。

「なにも今日明日に決めてほしい、という訳ではないの。とはいっても、あさってぐらいには答えが欲しいわ。考えておいて」

　これ以上細かいことを、今言っても始まらない。いったん話を切ったエルティーナは、思い切って、より言いにくい話題に移った。

「それと……いずれにしろ私たちは、身を固める必要があるわよね。相手を決めたら教えて。宰相候補の結婚相手なら、私も吟ぎん味みさせてほしいの」

　ジスカルドが、また面食らったような顔をする。

　やっぱりまだ疲れているのね、とエルティーナは思った。自分と別れてもうひと月近く経っているのに、まだ婚こん約やく者しやのひとりも作っていないあたりおかしいとは思っていたが、やはり彼は平時でこそ力を発はつ揮きできるのだろう。

「あなたは……どうされるのです」

「私はそうね。今回手を借りたことを考えると、クルセージュの王子あたりはどうかと思っているけど」

　デュランダールにも軽く打だ診しんしてみたところ、「考えておこう」との返事はもらっている。いずれにしろ表敬訪問は考えているので、その時までに候補を絞しぼろう。

「……クルセージュの王子は確か、まだ十とおかそこらでは？」

「王族同士の婚こん姻いんなんて、そんなものでしょう。とりあえず婚約だけして、時機待ちってことになるかもしれないけど」

　本当に、まだジスカルドは頭が働いていないようだ。宰相の件に関しても、後日もう一度話したほうがいいのかもしれない。

「今回の内乱で、王家に対する忠誠心の高低もよく分かったしね。ジスには悪いけど、いくつかの地ち方ほう伯はくからは爵しやく位いと領地の没ぼつ収しゆうが必要だと思っているの。代わりに領主を任せたい人間が何人か……そうね、彼らと結婚するという手も……ラグラドール人っていうのも考えてるんだけどね」

　ちょうど視界の隅すみを、「待ちな子猫ちゃん！」と叫びながらシャンテが走っていったのが眼に留まった。年齢を理由にあの女に弾はじかれた男なら顔は良さそう、と思っていると、

「考え直して下さい」

　突然、ジスカルドに止められた。驚くエルティーナに、彼はもっと驚いた顔をして口をつぐむ。

「……いえ、私は、……申し訳ない」

　見たこともない恥じらいの表情で黙り込む顔があまりにもきれいで、殴りたくなった。せっかく吹っ切ったのに、大嫌いなラグラドール人の名前を出したぐらいで反応し、妙みような期待を抱かせないでほしい。

「そうね、確かにラグラドール人は時期尚しよう早そうでしょうね。私の子供か、孫ぐらいの代ならいいかもしれないけど」

　努つとめて事務的に、エルティーナは応じた。

「早さつ速そく意見をありがとう、ジス。他にいい候補がいたら教えてちょうだい。じゃあ、また後で。あなたはゆっくり静養していてね」

　これ以上側にいると、「いっそ愛人にならない？」などと口走ってしまいそうだ。自重の意味でさっさと歩き出したエルティーナの背を、ジスカルドは思いつめたような顔でしばらく見つめていた。

　そして彼は、元妻の後を早足で追いかけ始めた。







　夜間の移動が危険だとは分かっているが、これ以上シルディーン人を脅おどかさないように闇やみに乗じて自国に戻るクルセージュ軍も一緒なら心強い。それに一刻も早く、アズベルグに帰りたい気持ちはみな同じだ。

「ええ、帰りたいです、さあ早く！　さあさあ早く!!」

　心配性のトレイスも異様に乗り気だったので、カシュヴァーンはデュランダールにも頼んで最速で戻る支度を調ととのえた。ティルナードたちレイデン組も準備をし、ノーラの実家の様子を見るためにアズベルグを経由してレイデンに戻ることに決めた。

　ところがいざ出発、という矢先、駆けつけてきたシャンテはカシュヴァーンを睨むなりこう言った。

「はァん、お前が例のバルロイの友達で、子猫ちゃんのご主人様か」

「……？　確か、バルロイの知り合いの」

　アズベルグに居座るラグラドール人について、個別認識をしていないカシュヴァーンである。シャンテについてはバルロイの顔見知り、ぐらいの認識しかなく、いきなり喧けん嘩か腰ごしで来られる理由が分からず不審そうな顔をした。

「あら、シャンテ様。カシュヴァーン様に何かご用事？」

　まだ眼鏡はないが、ドレスは着替えて馬車に乗り込んでいたアリシアが尋ねると、シャンテは「直接用事はないんだがねェ」と鼻を鳴らした。

　ちなみにシャンテが言うところの「子猫ちゃん」は、必死になってカシュヴァーンの後ろに隠れている。

「ライセンとやら。お前、いくつだい？」

「あ？」

「いや、聞くまでもないねェ。たとえ十代だったとしても、顔が可愛くない」

　もうすぐ二十四才になるカシュヴァーンは、トレイスの二つ下だ。シャンテの好みの範はん疇ちゆうに収まるはずだが、顔が老ふけているのでそこで撥はねられてしまった。

「……えー、お前はシャンテとかいう女男爵だな。バルロイから少々話は聞いているが……噂うわさどおりのようだ」

　段々噂を思い出してきたカシュヴァーンの不意を突き、シャンテがいきなり隠れていたトレイスを引っ張り出した。

「いたた、シャンテ様、何を!?」

　豊満な胸にぐいっと抱き寄せられ、赤くなったり青くなったりしているトレイスを羽は交がい締じめにして、シャンテは堂々と言いきった。

「エルティーナとの約束だからね、アズベルグは返してやるよ。だが子猫ちゃんは渡さない。ラグラドールに連れて行く」

「はひぃ!?」

　トレイスの悲鳴が裏返る。カシュヴァーンも次し第だいに状況への理解が進み、険悪な雰ふん囲い気きを漂ただよわせ始めた。

「そうか、お前がアズベルグに居座っていた……そしてトレイス、お前は自分の身も心も支配しているこの女から逃げ出したくて、あんなに帰りたがっていたんだな……？」

「いや、大筋は合っていますけどだいぶ違いますよカシュヴァーン様!?　変な話を作らないで下さい!!」

　読書家の妻の影響か、勝手なカシュヴァーンの妄もう想そうをトレイスは猛もう然ぜんと否定する。

「まあ、トレイスったら、ディネロ様にも執事になれと言われていたけど、やっぱり男性よりは女性のほうがいいのね……？」

「アリシア様も、誤解を招まねく言い方はおやめ下さい!!　私は昔から女性が好き、いや何を言わせるんですかあなたは!?」

　ひょっこり馬車から顔を出し、余計な口出しをしてきたアリシアを制しようとして微妙に失敗した。お変わりなくて何よりですが、とぼやきつつ、無理やり軌き道どう修正する。

「とにかく!!　この方が勝手なことをおっしゃっているだけですから!!　私はあなた方の執事です！　他の方に仕えるつもりはありませんからッ!!」

　自分の主はあくまで、カシュヴァーンとアリシアのみ。変わらぬ忠義を示した後、トレイスの眼は暗く燃え始める。

「それに、ようやくアリシア様と再会できたカシュヴァーン様は、絶対調子に乗って破廉恥の限りを尽くすに決まっていますから……!!　私が側で、見張っていなければ……!!」

「ひゃぁっ!?」

　さっきの二万四千回の話を思い出し、アリシアは赤面して馬車に引っ込んだ。思わぬ流れ矢を食らったカシュヴァーンは、大きく咳払いして話を戻す。

「まあ、破廉恥云うん々ぬんは置いておいてだ」

　いつの間にか横でにやにやしているルアークをひと睨みしてから、シャンテに鋭するどいまなざしを向けた。

「領地も執事も全部、俺のものだ、シャンテ。お前にも誰にも、渡さない」

「……ヘェ」

　並みの男でも怯ひるむような威い嚇かくにも、シャンテは特段動どう揺ようした様子はなかった。値ね踏ぶみするようにしばらくカシュヴァーンを見つめ返してから、腕の中のトレイスに視線を落とす。

「子猫ちゃんはあたしより、この男のほうがいいのかい」

「ま、またしても、誤解を招く言い方のような気もしますが……そうです。この方は私の主であり、幼おさななじみであり、弟のような存在です」

　少しだけシャンテの腕が緩んだので、トレイスはそろそろと彼女から離れた。だがもうカシュヴァーンの背に隠れるようなことはせず、正面からシャンテを見つめ返す。

「ですが、まあその、あなたが悪い方ではないことも分かっています。本当は女王陛下との飲み比べが、いかさまだったこともご存じなのでしょう？」

「ありゃりゃ、やっぱばれてたか」

　シャンテとエルティーナの飲み比べの際、エルティーナの杯さかずきの中身をこっそり処分する役目を担になっていたルアークが小さく舌を出す。

「……フン。クルセージュの連中よりは、まだ御ぎよしやすそうだったからねェ。あの女王とは、男の好み以外は結構話も合ったしさ」

　少しだけ気恥ずかしそうにしたシャンテは、鼻を鳴らして踵を返した。

「いいさ。今回は引き下がってやる」

　黒髪をばさりとかき上げ、背を向けるシャンテにトレイスがほっと安堵の息をつく。その瞬間を狙い澄すまして、シャンテは捨て台詞を吐いた。

「だが、いいかい子猫ちゃん。二人で過ごした日々を忘れたとは言わせないよ。いずれ完全に、あたしのものにしてやるからね!!」

「ぎゃっ!?」

　何を思い出したのか、乙女おとめのように胸のあたりを押さえ、トレイスが絶句する。

　不敵な笑みを浮かべてシャンテは去っていったが、曰いわく言い難がたい空気はその場に残った。

「トレイス、お前の忠義には本当に感謝する……ありがとう。本当に、本当にありがとう……」

　カシュヴァーンが、重々しい口調で礼を述のべる。

「トレイスさん、俺が愛人になってあげてもいいよ……？　間接的にシャンテ様の愛人にされそうで怖いけど……」

　ルアークも、慈じ愛あいのまなざしで慰なぐさめてくれた。

「案あんの定じようひどい誤解が!?　た、大したことはされていませんよ、本当ですよ!?　あとアリシア様は聞いてはいけません!!　それよりさあ、出発、しゅっぱーつ!!」

　外の様子の変化に気づき、再び顔を出そうとしたアリシアを必死に馬車の中に押し戻しながら、トレイスは話題のすり替えに必死だった。







　アズベルグに向かう一団が動き出す。デュランダール率ひきいるクルセージュ軍も、同じく動き出す。

　その様を、元聖女アーシェルであり、今や人の娘となったクロエは感かん慨がい深い思いで見つめていた。

　しかしクルセージュ軍と一緒にシルディーン王城までやって来たラグラドール人たちは、クロエの前から動かない。明日の朝に発たつ予定のバルロイ、あるいはシャンテたちと合流する様子もない。

　それもそのはずだ。彼らはラグラドール人でありながら聖女アーシェルを奉ほうずる、〈翼の祈り〉の残党なのである。よく見れば生きつ粋すいのラグラドール人だけでなく、シルディーンその他の人間が入り交まじっていることもそれを示している。

　聖女への返り咲きを願うソルラスカ、真なる聖女を求める『先生』の身勝手な動きにより生じたラグラドールの内乱で、〈翼の祈り〉は壊かい滅めつ状態に陥おちいった。そこから残存兵力を連れ出し、暴君討とう伐ばつにひと役買ったのは、かつては高位の聖職者として〈翼の祈り〉に君くん臨りんしていた緋ひ色いろの髪の美青年。

「本当に、よく戻ってきてくれたな、ナディール……」

　クロエの硬こう質しつな美貌が安堵の笑みにほころんだ。

「逃げるとお思いでしたね？」

　女性信者から大変な人気を誇ほこったナディールであるが、一度は花嫁にまで迎えたクロエに心からの笑みを向けられたことは皆かい無むである。からかうように指摘され、クロエは素直に認めた。

「……うん、まあ、そうだな。正直、疑っていた。すまない」

「俺もです……」

　うっそりとつぶやく黒髪の男は、護ご衛えいよろしくクロエの側に控えたレオニアである。ぐうたら生活を送るために発明品を作ってしまうような、筋金入りの面倒くさがりであるが、クロエに関することには比較的熱心だ。

「私も実際、こううまくいくとは思いませんでしたよ。ですが、この私が必死に頼み込む、というのがよかったのかもしれませんね。我ながら思い出すと笑ってしまうぐらい、滑こつ稽けいな姿をさらしましたから」

「……そうか」

　その必死さがどこから生まれたのか思い起こすと、クロエの表情は自然と曇くもる。

　聖女も信しん仰こうも商売道具、己の野心の踏み台とばかりの行動を取っていたナディールは〈灰色〉。シルディーン人とラグラドール人との間に生まれた者の血を引き、両者からのひどい差別にさらされていた彼は、誰にも支配されない地位を得ようと足あ搔がいていた。

　結局のところ、ナディールがひた隠しにしていた出生の秘密は、最悪の形で公おおやけにされた。しかしそのことにより、同じ〈灰色〉であるひとりの少年がナディールを変えた。

　少年ギゼの死という、重い代だい償しようによって。

「ギゼも、きっと褒ほめてくれるな」

「そうですね」

　物もの柔やわらかに微笑んだナディールが、ゆっくりと後ろを振り返る。いぶかしげに同じ方向を見たクロエは、片足を引きずりながら近づいてくる人影を見つけ、薄うすく唇を開いて固まった。

「奇き跡せきなどではありませんよ。彼の鍛たん錬れんと、『先生』の老いのためでしょう」

　カシュヴァーンとは微び妙みように違う方向ではあるが、神様に期待を抱いていないナディールの声は少し誇らしげである。

「……本当に情のない人間が、聖女アーシェルを信じたりはしないと思うがな……」

　こみ上げる感情を堪えるように、クロエは努めて冷静に応じた。ギゼも大おお袈げ裟さなことは言わず、ぎこちないしぐさで拳を握りながら口を開く。

「……俺はもう、昔みたいには戦えないけど」

　握りかけた拳は中ちゆう途と半はん端ぱな形で止まっている。指に力が入らない様子だ。

「でも……ナディールさんとあんたたちが、〈灰色〉でも大手を振って生きられる世界を作るっていうなら……協力するよ」

　照れくさそうに笑うギゼを見て、クロエの中でぼんやりとしていた決意が完全に固まった。

「聖女アーシェルも、最初は迫はく害がいを受けた者だった」

　急速に暮れていく空の下、月の光が淡い金の髪を輝かがやかせている。背負う翼はもうなくても、この世に至いと高たかき国を作ろうとする少女の姿は威い厳げんに満ちあふれていた。

「原点に戻り、〈翼の祈り〉を再建しよう。神も聖女も、まだこの世界には必要なはずだ」

　女王となったエルティーナが、国教に格別な意識を抱いているようには思えなかった。〈翼の祈り〉がゼオルディスを破門したことや、神様嫌いのクルセージュ国王との付き合いを考えれば、神や聖女から距離を置きたがる可能性さえある。

　しかし聖女アーシェルと目されるアリシアと婚こん儀ぎを挙あげようとしたことにより、ゼオルディスは民衆から完全に見捨てられたのだ。生活に、人の心に深く根ざした教えを無む下げにするほど、エルティーナは愚おろかではないはず。

「だが、ラグラドールの神話についても、尊重するようにしていこう。そうだよな？　レオニア」

　ラグラドール人の神話を内側から食い破り、彼らの文化を意識的に乗っ取ろうとしたことが今回の話をややこしくしたのだ。無論来るものを拒こばみはしないが、頭を押さえつけて従わせようとしても、禍か根こんを残すだけである。

「俺は……ただあなたの側に……」

「……ありがとう。面倒くさがり屋だとばかり思っていたが、お前は本当にいい奴だな、レオニア。これからもよろしく頼む」

　感謝の念だけがこもった微笑みに、レオニアは小さく肩を竦めた。











第五章　至高き二人の国へ






　シルディーン王国の最さい北ほく端たん、傭よう兵へい国家ラグラドールとも近い辺境アズベルグ地方。

　半月前まで我が物顔に居座っていたラグラドール人はいなくなり、ディネロ・アズベルグも領主の任を解かれた。

　暴君と化した国王ゼオルディスは処しよ刑けいされ、彼の姉であるエルティーナが女王として即位したのに合わせ、国外追放されていた「アズベルグの暴君」カシュヴァーン・ライセンが領主に復帰。親ディネロ派はいまだ不満そうだが、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな傭兵たちの支配にすっかり懲こりていた領民たちの多くは、カシュヴァーンの帰き還かんを歓かん迎げいしている。

　戻ってすぐに領地内をかけずり回ったカシュヴァーンはもちろん、ディネロが地味に努力していたおかげもあり、復ふつ興こうは急速に進んでいる。領主追放以前の平和を取り戻せるのも、時間の問題だろう。







「なのにカシュヴァーンおにいちゃんてば、一体どうしちゃった訳ぇ!?」

　アズベルグの最北、黒い森の奥にある不気味な領主の館やかたの一階にて、ティーセットの乗った卓を囲んだルアークが絶ぜつ叫きようした。じっとりとした眼で、向かい側のトレイスをねめつける。

「アリシアを助けた直後あたりは、やる気満々だったのに。こっちの殺やる気が刺し激げきされる勢いだったってのに!!　トレイスさんががっちがちに見張りすぎて、やる気をなくしてるってんじゃないよね？」

　横のアリシアに遠えん慮りよしてか、椅い子すに浅く腰掛けたトレイスは、無意味にティーカップの持ち手をいじりながら答えた。

「正直最初は、私も警けい戒かいしていた。二万四千回の口づけなど……そこで止まるはずがない。おそらくそのまま、二万四千回の……、いやその」

　何を想像したのか、うっすらと頰ほおを赤くして咳せき払ばらいする。

「とにかく断じて阻そ止しせねばと、決して二人きりにはさせないようにしていたし、お前に夜間警備も頼んだよな、ルアーク」

「万が一な場面に遭そう遇ぐうしたら、どうしようかなとは思ってたけどね！　でも幸か不幸か、アリシアはいつもどおりぐーすか寝てて、カシュヴァーンおにいちゃんは仕事仕事でさ」

　そうなのよね、とアリシアも、茶ちや菓が子しのクッキーをもぐもぐやりながら思い出す。

　あまり評判のよくないカシュヴァーンには信頼できる部下が少ないため、必然的に本人が走り回らざるを得ないのは毎度のことである。特に今回は半年余りも追放されていたのだし、忙いそがしくても仕方がないと、楽観的に構えていた。

「でも最近は、仕事も一段落したみたいだし。実際ご飯なんかは一緒に食べてるのにね。二人でいつも楽しそうに話してるし、触ふれ合ってる時間は結構たくさんあるのにさあ!!　あの馬ば鹿か!!」

　いつもより若じやつ干かん荒い口調になったルアークの指摘に、新調した眼鏡めがねをかけたアリシアはしゅんとしてしまう。

　そうなのだ。

　罪つみ滅ほろぼしにか、ディネロは熱心に協力してくれる。トレイスの気を引くためだろうが、シャンテたちの撤てつ退たいも非常に速すみやかだった。

　アズベルグだけでなく、国内全体の騒そう動どうも思った以上の速度で収束した。宰さい相しようとしてジスカルドとグラネウスを得、クルセージュ王デュランダールとも親しい交流を始めたエルティーナに、表だって文句をつける者は今のところいない。

　今日だって、カシュヴァーンは昼過ぎに戻ってきた。昼食も一緒に食べた。後の予定はないことも、その時聞いた。

　内心、昼間から夫婦の時間を取れるかと、期待していたのに。

　はしたない妄もう想そうと、それを裏切られた悲しみを、ルアークが大声で代弁してくれる。

「半年も追放されてて、やーっと戻ってきて、仕事も一段落したんだよ。なのに！　最愛の奥さんが同じ家の中にいるのに!!　ひとりで昼寝って選せん択たく肢しはないよね!?」

　そう、今、カシュヴァーンは自室で昼寝しているのだ。そのためトレイスも加わって、お茶の時間に作戦会議という訳である。

「せめて乗馬にしなよ!!　それならまだ、何かに乗る気はあるってわかもが」

「ルアーク、やめろ、アリシア様には分からないと思うがやめろ!!」

　興奮したルアークの口を、トレイスが真っ赤になってふさぐ。無論長くはもたず、ルアークはあっさり彼を振り払ってしまったが。

「とにかく、これじゃ『お父さん』じゃなくて『おじいちゃん』だよ!!　いくら顔が老ふけてるからって、ここまで老け込まなくていいでしょ!?　他のことには前以上にがんがんいってるのに、こないだなんて領主のいぬ間に勝手に増税命令を出してた貴族のおじさんを海に放り込んだってのに!!　なんでアリシアに対してだけ、初孫を可愛かわいがる好こう々こう爺やみたいになってんの!?」

「ルアーク、海じゃなくて湖……」

「どうでもいいよそんなの!!」

　よほど腹に据すえかねているのか、ルアークはトレイスの訂てい正せいを勢いよく撥はねつける。トレイスはしょんぼりし、アリシアはもっとしょんぼりしてしまった。

「……カシュヴァーン様、私に飽あきてしまったのかしら」

　ずっと口に出せずにいた不安が思わず口から漏もれたが、ルアークとトレイスはすぐさま否定する。

「それはないって」

「あのカシュヴァーン夫馬鹿野郎様に限って、そんなことはありませんよ」

　軽い口づけ以上の接せつ触しよくをしていないだけで、カシュヴァーンのアリシアへの態度に変化はないのだ。側そばにいればいつもどこかを触っているし、可愛い可愛いと連呼しているし、他の男がアリシアに近づこうものなら露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになる。愛情表現は、むしろ前より激しくなった。

　しかし、決してそれ以上先には進もうとしない。熱い口づけどころか、きつく抱だき締めてさえくれない。

　さすがに好々爺は言い過ぎだろうが、過保護なくせに妙みような壁かべを感じるのだ。

　昨日も意を決し、アリシアから口づけをねだってみたのに、子供にするような軽いものしかしてもらえなかった。挙あげ句くに「明日も早いから」と、適当な言葉で逃にげられてしまった。

　嫁とついできたばかりならいざ知らず、あやすような口づけだけではもう満足できない。かえって飢き餓が感かんが増すだけだ。

　おなかが空すいているのに。

　カシュヴァーンの愛以外、食べられない体にされてしまったのに。

「それとも、本当は視力が落ちていて、私のことがよく見えないのでは……」

　これもひそかに、アリシアが気にしていたことだ。しかし、同じく二人に揃そろって否定された。

「それもないと思うよ」

「眼がん帯たいもほとんど外はずされていますし、特に不自由をなさっているようではありません。見回りの際子供に泣かれる確率が高くなったような気はしますが、それぐらいです」

　元々カシュヴァーンは強こわ面もてだが、顔の傷でさらに凄すご味みが増した。しかし、再会して間もなくの本人の弁どおり、視力に支し障しようを来きたすものではなかったようだ。

「ゼオ様が、手加減して下さったのかしら。それとも傷の深さまで、ご自分と合わせたのかしら……？」

　フロリアンと二人、いずこかに去っていったゼオのことをぼんやり思い出していると、ルアークが長椅子にもたれかかりながら遠い眼をした。

「なんかさ、前にもこんなことなかったっけ。ほら、おにいちゃんってつまんないところで真ま面じ目めだから。変に遠慮して、俺なんか王子様じゃないーとか言って」

「でも、カシュヴァーン様はこの間おっしゃったわ。王子様にはなれないけど、暴君でも怪かい物ぶつでもいいかって……」

　求きゆう婚こんされた時のことを思い出すと、自動的に「おなかが痛」くなる。同時に、あの時の激情と現在の落差を感じて、少し悲しくなった。

　追い打ちをかけるように、ルアークがぶらぶらと足を振りながら言った。

「あの時は再会の喜びで盛り上がってたけど、またぐるぐる考えてるんじゃない？　もー、せっかくうっとうしいぐらいかっこよくなって、帰ってきてくれたと思ったのになー。俺も本格的におにいちゃんになれるなって、期待してたのに」

「お、お前はまた、そのように露骨な……だがそうだな、カシュヴァーン様の考えそうなことだ。あの方は意外なところで臆おく病びようだから……」

　兄貴風を吹かせてトレイスがうめく。黙だまり込んでしまった二人を前に、とりあえずクッキーを全部食べてしまってから、アリシアはおもむろに立ち上がった。

「これ以上待てないわ」

「……アリシア？」

「アリシア様？」

　突然のことにルアークとトレイスがびっくりしているが、構わずに続ける。

「だって、手、手も握にぎって下さらないし、口づけも、して、下さらないの」

　体の胃い袋ぶくろには毎日たっぷり食事を送り込んでいる。料理人のダンが作ってくれる場合も、自分で作る場合もあったが、いずれにしろ泥どろイモだけのスープなどとは比べものにならない味と量だ。

　でも足りない。

　心の胃袋が飢うえを訴うつたえ続けている。

「おなかが空いたわ。けれど、待っていても、何も食べさせて下さらないなら……」

　気が長いというより諦あきらめのよい、順じゆん応のう性せいに優すぐれたアリシアだ。特定の食材が手に入らないなら何かで代用したいところだが、そうはいかない。

　贅ぜい沢たくなこの胃袋は、受け入れられる愛を定めてしまった。

「私……カシュヴァーン様を、襲おそいます!!」

　欲しい物があるのなら、声を上げなければ。

　戦って勝ち取る贅沢を、アリシアはもう覚えてしまったのだから。

「……な、何をおっしゃるのです、アリシア様!?」

　トレイスは肝きもを潰つぶしているが、ルアークはぱちぱちぱち、と盛大な拍はく手しゆを送ってくれる。

「その意気だよ！　さすが俺の女王様、男らしい!!」

「ルアーク、お前はどさくさに紛まぎれて何を言っているんだ!?　おかしな風に煽あおるんじゃない!!」

　清くて狭せまいトレイスの破は廉れん恥ち許容量を、いきなり超えてしまったようだ。血けつ相そうを変えてルアークを怒ど鳴なりつけ、アリシアには諭さとす表情を向ける。

「アリシア様もです、女性がそんな……、うっ」

　しかし、説得を試こころみたトレイスは、泣きそうなアリシアを見つけて黙り込んだ。

「……だって。だって、ずっとこのままは、嫌いやなの……」

　食事なら一緒に食べてくれる。たくさん話だってしてくれる。可愛い愛してると、連呼してくれる。

　でもそれだけだ。甘く優しく、紳しん士し的てきな親愛の情を示されて嬉うれしくない訳ではないが、それこそ泥イモだけの薄うすいスープを延えん々えんと飲まされているようなものである。

　だって自分たちは、とっくに身も心も夫婦ではないか。カシュヴァーンは、暴君と呼ばれた男ではないか。見た目の年齢が三十四歳でも、中身は二十三歳の若者ではないか。

　そもそも本当に三十四歳だとしても、もう少し情熱的に振る舞ってくれてもいいはずだ。取り戻した宝物をただ大切に抱き締めているだけなんて、あんまりだ。アリシアはグラネウスの『娘』だが、カシュヴァーンおじいちゃんの初孫ではないのだ。

「はしたないと思われてもいいわ。やっとお会いできたんですもの……カシュヴァーン様に、触りたい、の。触ってほしいの……！」

「し、しかし……」

　なおも抵てい抗こうするトレイスをさえぎり、ルアークは大声で協力を宣言した。

「よーし、俺は全面的に協力するよ、アリシア!!」

「なっ、こら、ルアーク!!」

　眼を剝むくトレイスが何か言い出す前に、ぐっと彼に向かって身を乗り出して、

「ね、トレイスさん、考えてもみてよ。カシュヴァーンおにいちゃんがこのままおじいちゃんを続けてて、ぬるーいいちゃいちゃを繰くり返してるだけじゃ、跡あと継つぎが生まれないんだよ？　そうすると将来的には、領主の地位を誰だれが継ぐのかでもめることになるよ」

「！　だが、それは」

「まあ養子を取るとか、いろいろ方法はあるけど、やっぱ実子が継ぐのが妥だ当とうじゃん」

「あら、じゃあ、ルアークかジェダが継げば？」

　あっさりアリシアが言うと、ルアークは一度大きくまばたきをしてから本当に嬉しそうに笑った。

「──ありがとアリシア。でも、俺もジェダさんも集団をまとめられる性格じゃないからさ。可愛い弟を陰かげながら補ほ佐さする役をやりたいんだよねー」

　少し気まずそうな表情をしているトレイスにぱちんと片眼をつぶってみせてから、ここぞとばかりに攻勢をかける。

「ディネロ様なんてアズベルグ家の断絶まで決意して、ライセン家を尊そん重ちようしてくれたんだよ。強きよう公こう爵しやくなんてふざけた爵位は、元々一代限りって約束だからいいけどさ。家自体まで一代で消えたら、ディネロ様に申し訳ないでしょ？」

「いや、でも話によるとアズベルグ公爵は、最近コゼット嬢じようとなんとなく」

「とにかく」

　トレイスの抗こう弁べんを強引に断ち割り、ルアークは語気を強めた。

「何よりカシュヴァーンおにいちゃんを、本当にお父さんにしてあげたくない？　アリシアを、お母さんにしてあげたくない？　──二人の赤ちゃん、見てみたくない？」

「ひゃっ!?」

　流れるようなルアークの演説を聴きいていたアリシアは、いきなり「おなかが痛い」に見舞われて顔を赤らめる。

　──いつか俺の子を産んでほしい。

　カシュヴァーンがそう言ったのは、確か初めて王宮に行った時のことだった。

　思わずそっと、ぺったりとした腹部を押さえる。ここにカシュヴァーン様との愛の結けつ晶しようを、と考えた瞬間鼻血が出そうな気がしたが、だめだ。考えているだけではだめだ。

　今も愛する『息子』は熱心に、トレイスを説得してくれているではないか。「襲う」宣言をした自分が、この程度の妄想で挫くじけていてどうする。

　ひとり決意を固めるアリシアをよそに、ルアークは説得を続けている。

「俺もおにいちゃんになりたいしさ。トレイスさんの主義主張も分かるけど、決していやらしい気持ちとか、野や次じ馬うま根こん性じようだけでこんなこと言ってるんじゃないんだ」

「……『だけで』ということは、それも含ふくまれていることを認めるんだな？」

　一瞬頭が冷えたらしく、突っ込んできたトレイスをルアークは「とにかく！」とさえぎる。彼の鼻先にびしっと人差し指を突きつけて、

「お願いだよ、トレイスさん。カシュヴァーンおにいちゃんの執しつ事じとして、幼おさな馴な染じみとして、友達として、兄貴分として、あの人とアリシアの幸せのために、ちょっとだけ破廉恥警けい戒かい網もうを引っ込めて。ね？」

　可愛らしく微笑ほほえむルアークだが、大きな緑の瞳ひとみには有う無むを言わせない光が満ちている。

「それともトレイスさんは、半年も行方ゆくえ不明だったカシュヴァーンおにいちゃんのことなんか嫌きらいになっちゃった？　もしかしてまだ怒ってる？」

　そこでふと、彼は意地悪く笑った。

「あ、それとも、本当はシャンテ様の子こ猫ねこちゃんでいたかったとかぁ？」

　最強の暗殺者に至近距きよ離りで見つめられ、あけすけに挑ちよう発はつされ。

　常人ならしおしおとなるところだろうが、トレイスも「アズベルグの暴君」に見込まれた男だ。その眼の中で、ちかりと火花が散った。

「──分かった」

　覚かく悟ごを決めた殉じゆん教きよう者しやの瞳でつぶやいたトレイスが、荒々しく椅子を蹴けって立ち上がる。

「恥はずかしながらこのトレイス、身しん命めいを賭としてでも、二度目の初夜敢かん行こうに協力しようじゃないか……!!」

「トレイス……！」

　覚かく醒せいしたトレイスに、アリシアも眼が覚めたような思いがした。ぱちぱちと拍手を送りながら、同じく立ち上がる。

「ありがとうトレイス！　私ももう、恥ずかしいなんて言わない!!　カシュヴァーン様の赤ちゃんを産むために、がんばるわ!!」

「ええ、ええ、三人でも四人でもお産み下さい!!　ひそかに育児の勉強はしておりますので!!　私の計算では、五人まではいけるはずです!!」
















「すてきよトレイス、執事の鏡!!　十人ぐらい産めそう!!」

　盛り上がる二人に、ルアークは若干引いている。

「……いや、さすがの俺もそこまではっきりは言ってないんだけど……トレイスさん、大丈夫？　お茶で酔よったの？」

　眼が据わっているトレイスにこわごわと尋たずねたが、トレイスはあまり聞いている様子がない。真しん摯しな瞳でアリシアを見つめて、

「まずは私とルアークで、カシュヴァーン様をその気にさせるところから始めましょう。ご心配なさらず。執事として、幼馴染みとして、友達として、兄貴分として、あの方の性格は熟知しております。必ずや、破廉恥の限りを尽つくさせてみせます!!　それでもうまくいかない場合は、外部から応おう援えんを要よう請せいします!!」

「かっこいいわトレイス!!　あなたと結婚したいぐらいよ!!　カシュヴァーン様としかしないけど!!」

　拳こぶしを握るトレイスと、熱心に拍手するアリシアをルアークは心配そうに見やる。

「え、なんか本格的だけど、こんなことで外部に応援なんて頼んで大丈夫なの……？　そしてアリシア、破廉恥の限りを尽くされるのはアリシアなんだけど、それでいいの……？」

「ルアーク、事は我が主あるじ夫妻の幸せとアズベルグの将来に関わる重大事だ!!　生半可な気持ちなら関わるな!!」

「俺が誘ったのに!?」

　トレイスにびしりと指を突きつけられ、逆に叱しかりつけられたルアークは、ぼそぼそと口の中でつぶやいた。

「あー、失敗したかなあ。フロリアンさんといい、この手の人をあんまり追い込むと怖こわいんだよねー……」

「何か言ったか？」

「いえなんでもありません隊長」

　勢いに負けたルアークは、あっさり引き下がった。

「まあいいや。トレイスさんも燃えてるみたいだし、がんばろうね、アリシア!!」

「ええ!!」

　こうして三人の、「カシュヴァーンおじいちゃんに実年齢相応の情熱を取り戻させよう作戦」は始まった。







　先せん陣じんを切ったのは、隊長であり、カシュヴァーンの右みぎ腕うでであり、いつも側にいる覚醒トレイスだった。

「おはようございますカシュヴァーン様！　夕べは寂さびしく独り寝をなさいましたか？」

　作戦開始を誓ちかった翌日の早朝、主の部屋を訪れるなりの挨あい拶さつを聞いて、身なりを整えていたカシュヴァーンが眉まゆを寄せる。

「……おはようトレイス。どうした、機嫌でも悪いのか？」

　不ふ穏おんな空気を感じ取ってか、黒い瞳が探さぐるように動いた。

「この間のことはいいかげん許せよ、ちょっと湖に突き落としただけじゃないか、ちょっとだけ。完全に沈しずむ前にちゃんと助けてやったし」

「いえとんでもない！　あなたがアリシア様ともっと熱ねつ烈れつにいちゃいちゃして下されば、たちどころに回復する程度にしか機嫌は悪くありませんよ!!　幸いに本日は、急ぎのお仕事もありませんしね!!」

　夕べあれこれと作戦を練りすぎて、結局一いつ睡すいもできなかったトレイスの眼は充血して真っ赤だ。その眼をかっと見開きながらいい笑顔で言われて、カシュヴァーンはおもむろにうなずいた。

「……悪かった。とりあえず謝るから、俺が何をしたか正確に教えてくれないか。心当たりはいくつかあるが、お前をここまで怒らせたのがどれか知りたい。あと寝ろ」

「いえ、あなたの罪は、何もしていないことです」

　厳おごそかに言われ、一瞬カシュヴァーンの眼が泳いだ。すかさず伸びたトレイスの手が、ぐっと主の手を摑つかんで引っ張る。

「カシュヴァーン様、さあさあ、可愛い奥様がお待ちですよ。朝食をいただきましょう。そしてついでに、奥様もいただきましょう」

「……いや、もう、なんというか、寝ろ。俺の寝しん台だいでよければ貸してやるから」

　明らかに様子がおかしいトレイスのために、カシュヴァーンはそっと空の寝台を指し示す。しかしトレイスは激しく首を振った。

「そんな、いけません！　そこはあなたと奥様の愛の巣ではないですか!!　私が穢けがすような真ま似ねはできません!!」

　ひとしきり大声で叫んでから、はっとカシュヴァーンを見つめる。

「まさか……私に寝台を使わせておいて、アリシア様を朝食の席で……!?　恐おそろしい方だ……!!」

「寝ろ。寝てくれ。本当に頼む」

　真剣に頼んでから、カシュヴァーンは困った顔でトレイスを見た。数少ない大切な友人の肩かたを、親しみを込めて優しく叩たたく。

「……なあトレイス、お前がなんのつもりでこういう行動に出ているかは、俺も分かっているつもりだ。だがもう少し待ってくれ。俺にもいろいろ、考えがあるんでな」

「……ええ、それは私も分かっています」

　普段の調子に戻ったトレイスも、しっかりとうなずいた。

「分かってくれたなら嬉しい。ほら、行くぞ。可愛いアリシアが待っている。……いつでも会いたいし、側にいたい気持ちは、本当なんだからな」

　だが、少し照れたようなカシュヴァーンの声を聞くなり、再びその眼は燃え上がった。

「会いたい!?　側にいたい!?　おおお嫌だ、それが『アズベルグの暴君』と呼ばれた方のおっしゃることですか!?」

「おいっ……!?」

　不意を突かれたカシュヴァーンの胸むな倉ぐらをトレイスが摑む。度ど肝ぎもを抜かれて硬こう直ちよくしているカシュヴァーンを睨にらみつけて、

「いい年をして、十代の少年みたいなことをおっしゃらないで下さい、似合わない!!　もっと飢えて!!　ぎらぎらした!!　眼につく相手すべてにけんかを売って歩いていた、抜き身の刃物のようなあなたはどこに行ったのですか!?」

「……いや、いくら俺でも、何もしていない人間にけんかを売ったりは……」

「どこですかー!?　おーい！　出て来ーい!!」

　破廉恥なことだけを考えて夜明かしする、という行こう為いにより、トレイスの精神はほとんど崩ほう壊かいしているようだった。カシュヴァーンの胸倉を摑んだまま、虚うつろな声で叫さけび続けている。

　最初は気け圧おされ、当とう惑わくしていたカシュヴァーンだったが、やがてそのこめかみに血管が浮いた。トレイスの望む暴君の気配が漂ただよい始める。

「──いいかげんに、しろッ!!」

　瞬しゆん間かんひくっと息を飲んで黙ったトレイスの胸元を、カシュヴァーンは乱暴に摑み返した。

「いいかトレイス、確かにお前は俺の執事であり、幼馴染みであり、友達であり、兄貴分だが、上下関係ははっきりさせておくぞ!!　心配してくれるのは嬉しいが、夫婦のことは俺が自分で考える!!　口出しは控ひかえろ!!」

「で、ですが……！」

　青くなりながらも、トレイスは必死に食い下がった。

「だって、あんまりではないですか……！　アリシア様のようないたいけな少女が、あなたの破廉恥行為を待っているというのに……!!　どうしてなんですか、以前は私の眼の前でだって堂々と破廉恥行為に及およんでいたというのに……!!」

「人聞きの悪いことを言うな、そんなにやった覚えはないぞ。アリシアの一番可愛い顔を、誰彼構わず見せる訳にはいかんだろうが。これ以上おかしな男に寄ってこられてはたまらん」

　さり気なく夫馬鹿ぶりを披ひ露ろうしたカシュヴァーンは、まだ引き下がる気配を見せないトレイスに舌打ちした。

「……大体お前は、破廉恥はやめろやめろとうるさいが、具体的に何をどうするのか分かってるんだろうな」

　眼だけ動かして、寝台を見る。口元に非常に悪い男の笑みが浮かんでいた。

「……カシュヴァーン様？」

　嫌な予感を覚えたのか、離れようとしたトレイスの腕をがっちり摑んで、

「セイグラムが、ティルに初夜のやり方を実地で教えてやったそうだが」

「申し訳ありません、私は用事を思い出しましたのでおわあっ!?」

　逃げ出そうとしたトレイスの足が浮く。寝台の上に背中から落とされたトレイスは、にこやかに微笑みながら近づいてきたカシュヴァーンに気づいて動きを止めた。

「兄貴風を吹かせてくれてありがとう、トレイス。お礼に俺が、お前が知らないようなことをたくさん教えてやろうな？　実地で」

「ぎゃっ、ぎゃあああああっ!!　嫌です!!　やめて、やめて下さいシャンテ様ぁぁぁぁ!!」

　別件の心の傷まで蘇よみがえってきたらしい。トレイスの絶叫があたりに響ひびき渡った。







　朝食の席でアリシアとじゃれ合ったカシュヴァーンは、次し第だいに瞳を潤うるませ始めた彼女を置いてひとりで自室に戻ってきた。

「ちょっとおにいちゃん、やめてあげてよ、トレイスさんが『穢された……』って言いながらまだ泣いてるんだけど」

　当たり前のようにすぐ側に出現したルアークは、戦意喪そう失しつしたトレイスに代わって朝食の席では給きゆう仕じを務つとめていた。なんでもできる奴やつだな、と思いながら、カシュヴァーンは素そっ気けなく答える。

「自じ業ごう自じ得とくだあの馬鹿。あと言っておくが、俺は髪かみを撫なでるぐらいしかしていないぞ」

「逆にやらしい気もするけど、まあそこは深く突っ込まないね！」

　さらりと流したルアークは、文ふ机づくえに腰掛けたカシュヴァーンを追いかけ、その真正面に立った。

「やっぱトレイスさんだと、決め手に欠けるっていうか、最後には力負けしちゃうのが困るところだよねえ」

　含み笑いを浮かべる策士を、カシュヴァーンは半はん眼がんで睨みつける。

「おい、死神。お前、トレイスに何を吹き込んだ？　あんな眼をかっぴらいたトレイスは、初めて見たぞ」

「まー焚たきつけたのは俺だけど、今はどっちかってーと首しゆ謀ぼう者しやはあの人……まあいいや」

　よっこいしょ、と言いながら、ルアークはわざとゆっくりした動作で文机の上に座った。

「トレイスさんや俺が何を目的としてるかは、分かってるでしょ？　勘かんのいいおにいちゃん」

「……」

「今さら何に怯おびえてるのか知らないけど、相手は死神姫だよ。ただのお姫様じゃない。王子様より暴君のほうが、お似合いだと俺は思うけど？」

　違ちがう？　と笑いかけられ、カシュヴァーンは斜ななめに眼を伏ふせた。

「……俺はもう、そういうことを気にしている訳じゃない」

「じゃあ何を」

　追及を避さけるべく、カシュヴァーンはルアークの体をぞんざいに押しやる。

「とにかく、これは夫婦の問題だ。心配させているのは分かるが、もう少し……」

「やだよ。待てない」

　みなまで言わせず、ついでに器用に身をひねり、ルアークは文机の上に居座り続ける。わずかにカシュヴァーンを見下ろす位置にある表情は、いつしか大人おとなびたものに変わっていた。

「ねえおにいちゃん？　ううん、カシュヴァーン・ライセン強公爵。俺が可愛い『息子』と恋こい敵がたきを兼任してること、忘れた訳じゃないよね？」

　煽り立てるような言葉の意味は明白だった。だからカシュヴァーンは、すかさずこう言ってのけた。

「忘れてはいないさ。お前はある意味、一番強力な恋敵だ」

　手を伸ばし、ルアークの銀色の猫っ毛を優しく撫でてやる。

「なぜなら俺も、お前を愛しているからな、ルアーク。お前が傷つく顔は見たくない」

　紛れもない本音をこめて優しくささやいてやれば、可愛い『息子』は見たことのない顔で固まっている。

「だから俺にはっぱをかけるためなんかに、勝ち目のない勝負など挑いどんでくるなよ、ぼうや」

　くすくすと笑いながら、カシュヴァーンはゆっくりと立ち上がった。ルアークはまだ動かない。

「会ったばかりの頃はただのガキだとしか思っていなかったが、気づけばお前もずいぶんいい男に成長したんだ。アリシア以外に好きな女ができれば言えよ？　喜んで協力してやる」

　とどめとばかりによしよし、ともう一度頭を撫でてやってから、カシュヴァーンは部屋を出て行った。

「ああ、お前も眠いなら寝台を使ってもいいぞ」

　どうでもいい付け足しが遠くなるのを聞きながら、ルアークは腹立ち紛れに彼の椅子を蹴る。

「……うがーっ、むかつく!!　あのかっこよさ腹立つ!!　もう協力するのやめようかなー!!」

　ひとしきり八つ当たりしたルアークは、ちょっとだけ緩ゆるんでいる口の端はしを悔くやしそうに押さえてぼやいた。

「やれやれ、これは本気で外部から応援を要請しますか、隊長」







　緒しよ戦せんにて見事トレイスとルアークを撃げき沈ちんさせたカシュヴァーンだったが、平へい穏おんが破られるまでにはそう時間はかからなかった。

「ライセン聞いたぞ、男としての自信を失っているんだって!?」

　訪問当初の挨拶は普通だったのに、いきなり自室に押しかけてくるなりそんな言葉を吐はいたティルナードの頭を、とりあえず一発はたく。

「ちょっとカシュヴァーン様、ティルナード様をいじめないで下さいな！　いくら自信喪そう失しつされているからといって、弱い者いじめで憂うさ晴らしなんてよくありませんわ!!　かえって男を下げますわよ!!」

　本日は赤毛を引き立てる緑のドレスを身にまとったノーラが、豊満な胸にぎゅっと婚こん約やく者しやを抱いて庇かばった。ティルナードは豊かな肉に溺おぼれて苦しそうだが嬉しそうだ。

「そうですよ強公爵閣かつ下か。男の沽こ券けんに関わる一大事、ぴりぴりするのも分かりますが、こういう時にこそどっしり構えておられるのがよろしいかと」

　ジェダに命じて主たちを引き剝はがさせつつ、セイグラムも持論を展開する。まだ心の傷がうずくのか、トレイスがおとなしくしていることを確認しながら、カシュヴァーンは呆あきれた声で言った。

「お前たちはレイデン地方の状況報告と、婚こん儀ぎの件について相談しに来たんじゃなかったのか……？」

　アズベルグほどではないが、内乱の影響はレイデンにも出ていた。その被害状況及び現状の報告と、ようやくティルナードとノーラが式を挙あげるという話を聞くために、時間を作ったのである。

　さてはと思い、かたわらのルアークを見やれば、ルアークはあからさまにそっぽを向いて知らん顔だ。

「援軍を呼びやがるとは……」

　内心歯がみしているカシュヴァーンに、ティルナードが思いきったように話しかけてきた。

「あのな、ライセン。自信喪失している時には、初心に戻って一から学習するのが一番だと思うんだ。そうすれば、自分に足りないところも見えてくる」

　たぶんセイグラムの受け売りなのだろうが、自分なりに咀そ嚼しやくした考え方であるらしく、その口調には説得力があった。

「だから僕らが、一から教えてやろうか……？　実地で」

「……なに？」

　眼を見張るカシュヴァーンを尻しり目めに、ティルナードはノーラと目め配くばせを交わし合った。

「ノーラとも、その、相談したんだ。ほら、義ち父ち上うえの、人体模も型けい……」

「ちょ、ちょっと待て、いかんぞ!?　いいかティル、婚約の段階でノーラに手をつけることは絶対に許さないからな!!　しかも俺に教えを垂れるためになど!!」

　セイグラムの初夜教育のことが脳のう裏りを過よぎったカシュヴァーンは、早とちりして説教を始める。

「はぁ!?　馬鹿、違う、だから人体模型を使ってだな!!」

　あらぬ誤解に気づき、顔を真っ赤にしたティルナードにかぶせるように、カシュヴァーンは叫ぶ。

「確かにノーラはガーゼット侯こう爵しやく閣下の養女となった。しかし元メイドという出自は、いつまでもつきまとってくるだろう。だからこそ、結婚までは完かん璧ぺきな道を整えなくてはならないんだ。言っている意味が分かるな？」

「う、うん、だから！」

「とにかく、ノーラを傷つけるような真似は絶対に許さん！　たとえお前に嫁いだとしても、ノーラは俺のメイドで、アリシアの親友なんだからな!!」

「いや、だから……、ノーラ？」

　誤解だと必死に訴えていたティルナードは、ノーラが頰を染そめていることに気づいた。潤んだその眼は、普段彼女が自分だけに向けてくれるもの。

「私、ちょっとだけカシュヴァーン様の愛人に戻りたくなりましたわ……」

「なっ!?」

　婚約者の破廉恥発言に、ティルナードが眼を剝く。ノーラも慌あわてて部分否定した。

「あ、いえ、違いますわ、その、愛人だったことはありませんけど!!　でも、なんだかカシュヴァーン様、以前よりかっこよくおなりのような……」

「ノーラ、ノーラ!?」

　泣きそうな声を出したティルナードは、きつくカシュヴァーンを睨んだ。

「ふふふふざけるなよライセンッ、貴様アリシア様と再婚した身でありながら……!!　何が男としての自信を失っているだ、この浮気者！　人妻好き!!　巨乳好き!!」

「おいやめろ、誤解を招まねく言い方をするな！　アリシアに聞こえたらどうする!!」

　ぎょっとするカシュヴァーンを睨みつけながら、ティルナードは荒々しくノーラの手を引いた。

「ノーラ、レイデンに帰ろう！」

「えっ!?　あの、でもそんな、まだ来たばかりですのに」

「とにかく、ライセンの側から離れるんだ！　お前は僕の妻になるんだ、他の男なんか褒ほめるなよっ!!」

　精せい一いつ杯ぱいの気持ちをこめて、ティルナードがわめく。

　悲鳴のようなその声を聞いて、ノーラの瞳がうっとりと輝かがやいた。

「まあ、ティルナード様、なんてお可愛らしい……」

「な、なんで僕は可愛いになるんだ、ライセンのことはかっこいいって言ったのに！　ううう、くそっ、覚えてろよ、ライセンの馬鹿ー!!」

　半泣きになったティルナードは、ノーラを引っ張って部屋を出て行ってしまった。







　ばたばたと足音荒く、ティルナードたちが去っていく。

「ティルぼっちゃん、ちょっとかっこよくなったと思ってたけど、可愛さのほうも増してるねえ」

　ルアークが半笑いで感想を述のべている。ちょっと予定と違ったが、まずこれで二人片づいた、とカシュヴァーンは息をついた。

　とはいえ、レイデン勢の中で最も厄やつ介かいな男はまだこの場に残っている。どう戦うべきか、おもむろに見つめたセイグラムと、眼が合った。

「困りましたね……」

　ふう、とセイグラムは憂ゆう鬱うつそうにため息をつく。驚いたことに、その表情にはわずかな戸と惑まどいが見て取れた。

「トレイスが一世一代の頼みだと書き送ってきたので、協力したいのは山々なのですが……」

　心の傷は深いのか、部屋の隅すみでぶつぶつ言っているトレイスをちらりと見やり、もう一度ため息をつく。

「ふん、なんだ、散々文句をつけてきた割にはトレイスと仲良くなったようじゃないか」

　執事としては能力不足であると、駄だ目め出だしをし続けていたことをカシュヴァーンが茶化せば、

「いえ、うまくいったら一日ライセン家の執事をやらせてくれると言うので」

「待て、俺は何も聞いていないぞ!?」

　冗じよう談だんではないと気け色しきばむカシュヴァーンに、セイグラムは首を振る。

「もちろん、そんな条件では承しよう知ちしておりません。一日でできることなどたかが知れています。最低一カ月はいただかないと」

　さらりと言ってのけたところは、いつものセイグラムである。しかし再び、その表情にためらいの色が浮かんだ。

「実は私は、このように下世話な話は、あまり得意ではないのです」

「……そうなのか？」

「あー、そういえば、あんまりそういう話をしてるのは聞いたことないけど……」

　色事の匂においがしない男だとは思っていたが、他のことと同じように、何食わぬ顔で対処するのだと勝手に想像していた。ルアークと並んで意外な思いに打たれていると、セイグラムは戸惑いの表情のまま懐ふところを探り、軟なん膏こうのようなものを取り出した。

「とりあえず、ラグラドール人の間でひそかに愛好されている回春薬を用意しました。使用方法はこちらです。では、がんばって下さい」

「おい待てこら」

　対処法だけ見れば結局、いつもの即物的な陰いん険けん眼鏡である。げらげら笑い出したルアークを睨みながら詰つめ寄れば、セイグラムは物もの怖おじすることなく語り出した。

「実際、あなた方にはがんばっていただきたいのです。強公爵閣下に御お子こが生まれれば、あなたを慕したうティルナード様も奮起するでしょう。レイデン家にも、跡継ぎが必要ですからね」

　わずかに眼を見張ったカシュヴァーンは、呆れ半分のため息をついた。相変わらず、回りくどくも忠誠心の高い執事である。

「……お前もようやく本当に、ノーラをティルの妻として認めてくれたんだな」

「忌いま々いましいですが、ティルナード様があの雌めす猫ねこにべた惚ぼれですから。ふ、しかし今はまだよろしいでしょうが、ああいう二人は婚儀を挙げた後は案外……まあ、この話は置いておきまして」

　眼鏡の奥の瞳を冷たく光らせたのも束つかの間ま、セイグラムの声がかすかに熱を帯びた。

「私が求める、真なる主のための英才教育とは、赤子の頃から始めるべきかと思い始めたものですから」

　おっとこれは、とルアークがつぶやき、カシュヴァーンも驚きよう愕がくする。

「まさかお前……色ぼけしたティルを見限って、その子供に狙ねらいを定めたのか……!?」

　思わぬ展開に仰のけ反ぞるカシュヴァーンに、セイグラムは意味深長な笑みを向けた。眼鏡の縁ふちがきらりと光る。

「無論ティルナード様の御子が第一ですが……あなたのお子様をお育てするということにも、興味が」

「嫌だ！　一カ月執事も御ご免めんこうむるが、それだけは絶対に嫌だ!!　陰険眼鏡息子は嫌だ!!　ルアークのほうがまだ百万倍可愛い!!」

「やだーカシュヴァーンおにいちゃんったらぁー!!　うんでもごめん、陰険眼鏡弟は俺もやだなー!!」

　二人揃って断固拒きよ否ひされたセイグラムは、「そうですか」とあっさり引き下がった。完全に諦めたようではなさそうだったが。

「まあ、未来の話ですから、気が変わることもあるでしょう。それよりまずは子作りの件について、ルアークよりさらに可愛いご子息がお話ししたいことがあるようです。……いいぞ、ジェダ」

　セイグラムの許しを受け、それまで沈ちん黙もくを守っていたジェダがおずおずと進み出てきた。カシュヴァーンの顔を見ては眼を逸そらし、見ては眼を逸らししながら、

「あの、お父さ……いや、ライセン強公爵閣下……いやしかし、話題としてはお父さんが妥当……しかし最近はおじいちゃんだと……」

「……俺の前に出てくる前に、呼び方ぐらい決めておけばどうだ、ジェダ」

　可愛いというより心配な『息子』を前に、カシュヴァーンは浅いため息をつく。

　しばらくもじもじしていたジェダは、結局呼称は避け、本題に入った。

「あの、やり方が分からないなら、俺がお教えしましょうか？」

「……何をだ？」

「ナニを」

　室内を乾かわいた空気が支配した。ジェダがひとり首をひねる。

「おかしいな、バルロイ様がおっしゃるには、こういう流れの会話ではこう答えればいいはず……」

「……だからいいかげん、人間関係についてあのおっさんを参考にするのはやめろと言っているだろうが、ジェダ。セイグラムを参考にするのもやめてほしいが」

　なぜそんなことを、よりによってジェダに習わなければならないのか。セイグラムよりもさらに、その手のこととは無む縁えんそうなのに。

　そこまで考えたカシュヴァーンは、おそるおそる尋ねた。

「なんというか、あまりぴんとこないんだが……お前……女と、その……経験があるのか？」

「ええ、任務に必要なので、習いました」

　特に恥じらう様子もなく、ジェダがうなずく。

「あー、まあ、そうだよね、あはははは」

　同じ元〈玩具おもちやの兵隊〉のルアークが、頰をかきながら曖あい昧まいに笑った。

「あの、急所と必殺技わざがあってですね」

「いや、いい……帰ってくれ……お前からそういう話はあまり聞きたくない……」

　自分が何に衝しよう撃げきを受けているのかよく分からないまま、カシュヴァーンは疲れた表情でジェダたちを追い払った。







　どうにかレイデン勢を退しりぞけたカシュヴァーンだったが、さすがにトレイスを気の毒に思ったのか、本気でカシュヴァーンの子供を狙っているのか、セイグラムが次の援軍を呼び寄せた。

「ようカシュヴァーン、もう枯かれたって？　やりすぎて枯れるならとにかく、やってもねえのに枯れるとは、情けない野郎だ」

　まだティルナードたちが逗とう留りゆうしている最中にやって来たバルロイは、カシュヴァーンの部屋に入るなり下品な発言をする。

　トレイスに席を外させて正解だったようだ。ルアークはどうせ覗のぞいているんだろうが、と思いながら、カシュヴァーンは刺さすような眼でバルロイを睨みつけた。

「黙れ殺すぞバルロイ。あとジェダをおもちゃにするのはいいかげんにしろ。全く、ラグラドールの近況を教えてくれるという話だったから入れてやったんだぞ、俺は……」

　どうしてこのおっさんの隊に籍せきを置いていたセイグラムが、色事に疎うといなどと勘違いできたのだろう。よく考えればジェダもそうだよな、とげっそりしたカシュヴァーンは、そこで違い和わ感かんに気づいた。

「ところで、レネは何をしてるんだ？」

「お久しぶりです、強公爵閣下」

　ぺこりと頭を下げるレネは、バルロイの左腕にぺったりくっついている。しかしバルロイはカシュヴァーンの質問を無視した。

「聞いたぞ、お嬢ちゃんのほうが積極的に来てるのに、お前はじいさんみたいな振る舞いで避け続けてるって？　どうしたんだ、確かに昔から顔は老けていたが」

「いや、レネは何をしているのか教えてくれ」

「全くお前って奴は、こうもお膳ぜん立だてされて手を出さないなんて、相手に対して失礼だろうが。それともあれか？　あえて自分とお嬢ちゃんを焦じらして、後の楽しみを大きくしようっていう変態的発想」

「おい聞け！　レネは何をしている!!」

「ああああ畜ちく生しよううるせえな！　レネ、いいかげん離れろ!!　人前ではべたべたするなと言っただろうが!!」

　ごまかしきれなくなったバルロイに命じられ、レネは素直に返事をした。

「はい私のバルロイ様!!」

　最敬礼して離れたバルロイとレネを、カシュヴァーンは交こう互ごに見た。なんだかひどく喉のどが渇かわいている。

「……バルロイ、お前……」

「違う！　違うぞカシュヴァーン!!　結婚はしないからな!?」

「ええ、私たちの絆きずなは、結婚など必要としないのです！　ただ首輪はもが」

　バルロイが必死にレネの口をふさぐ。そして顔だけカシュヴァーンのほうを向いて、ものの分かった父親のような表情を作った。

「……なあカシュヴァーン。俺だって、ちょっとはお前のことを大切に想っているんだぜ？」

　一度は「俺はお前の『お父さん』じゃねえんだよ」と突き放したこともあるバルロイだが、今カシュヴァーンを見る眼は優しい。

「顔は老けてるし生意気だし、最近は夫馬鹿が高じて付き合いにくい上に、昔から全く女の趣味が合わんが……、諦めて、素直に幸せになれよ。な？」

「バルロイ、いい話をしてくれているのに申し訳ないが、今のお前に何を言われても全く説得力を感じない。あと女の趣味について、レネを選んだお前に言えた義理か」

　冷たくあしらったカシュヴァーンは、しっしっと手を振って二人を追い払う。

「だから俺は、選んだ訳じゃなくて、選ばれた訳でな!?　くそ、本当に可愛くねえ……」

　バルロイも自覚はあったらしく、懲りずにべたべたしてくるレネを剝がしながら退出を始めた。

　と、その後をついて歩くレネが、思い出したようにカシュヴァーンを振り向く。

「強公爵閣下、私のバルロイ様に手を出さないで下さいね？」

「安心しろ、何百万ゼダル積まれても御免だ」

　いっさいの迷いなく答えたのだが、レネは疑わしそうな眼をしている。

「しかし最近のバルロイ様の素晴らしさは、留まるところを知りませんから……ちょっと優しくされたからといって、勘違いなさらないで下さいね。容よう赦しやしないですからね？」

「まだお前に手を出すほうがましだ!!」

　思わず言い返すと、バルロイが血相を変えた。

「てめえ、レネに手を出したら許さんぞ!?」

「妻にも最近手を出していないのに、出す訳ないだろうが!!」

　怒いかりに任まかせて叫びながら、カシュヴァーンは蹴飛ばすような勢いでバルロイたちを追い出した。







「やれやれ、ひとまずおっさんたちは撃げき退たいできたが……」

　最後までぐだぐだではあったが、内心最も危険視していたバルロイたちを追い払うことには成功したカシュヴァーンだった。だが精神的疲ひ労ろうは著いちじるしく、ぐったりと椅子の背もたれに身を預けてしまう。

「くそ、この調子だと身がもたん。女王陛へい下か……はさすがに今は王城を動けないだろうが、フェイトリンのロベル兄妹……あえて足あし下もとからディネロやコゼット……元聖女アーシェルも臭くさいな……トレイスが我が身を餌えさに、シャンテあたりを繰り出す可能性も……」

　今後招集されそうな面々を数え上げただけで、疲労が増した。

　ダンやロセ、セイラといった古参の使用人たちも、顔を合わせれば口々に「奥様はあっちですよ」「奥様が寂しそうにしていらっしゃいましたよ」とやかましいのだ。気持ちは分かるが、正直うっとうしいことこの上ない。

　おまけに文机の上には、王家に軟なん禁きんされている間にグラネウスが執しつ筆ぴつしたという『私の怪物王子様・改』が載のっている。美しくもおどろおどろしい表紙の上に、「ゼオにはべたべた過ぎてつまらないと言われたが、私がこの話にこめた寓ぐう意いを汲くみ取ってほしい」との伝言付きだ。

　一応ざっと眼を通したところ、醜みにくくも強力な力を持つ悪い竜りゆうと、竜にさらわれてきたお姫様との王道恋愛物語。

　なんとなく言いたいことは分かるが、竜の外見描びよう写しやがえぐかったりお姫様の衣い装しようが奇き抜ばつすぎたりと、大筋以外のところで全開の「悪あく食じき大たい公こう」節ぶしが気になって話に集中できない。曰いわく、「初しよ稿こうは独創性がなさすぎたので書き直した」らしいが。

「……俺のような芸術を解さない凡ぼん人じんには、独創性は抑おさえめのほうがありがたいんだがな……」

　無む駄だに豪ごう華かな作りの本をぱらぱらとめくりながら、苦笑する。表紙と挿さし絵えのリュクの絵が、原色をぶちまけたようだったりぽつんと点だけ打ってあったりと、これまた斬ざん新しんだ。

「だからお前は、普通に描かけばうまいんだから無理をするなと……そして挿し絵を描いている暇ひまがあったら、『家族の肖しよう像ぞう』を描き直せと言っているだろうが。全く、どうしても本物の聖女に会いに行きたいようだな？」

　軽く拳を握り、カシュヴァーンは忌々しげに吐き捨てながらしばらく思案した。

　やがてひとつの策を思いついた彼は、トレイスと話をするために部屋を出て行った。







「そう、レクサンドール子し爵しやく様でも、やっぱりだめだったの……」

　夕食後、自室でルアークの報告を聞いたアリシアは、『明るい家族計画（仮）』と題名をつけた帳面に本日の成果を書き留とめていく。

「しかも、聞いた？　おにいちゃんてば、本腰入れて仕事をしたいから、しばらくもうひとつのお屋や敷しきのほうに行くって」

「え？」

　実はライセンの屋敷は、森の中にあることからも分かるとおり、本来は狩りの時期に使うために建てられたもの。アズベルグの中央部には、かつては地方伯アズベルグ家の人間が住んでいた旧領主の館が残っている。

　ライセン家と比べると格段に交通の便がよいその屋敷で、カシュヴァーンが時々寝ね泊とまりしていることはアリシアも知っていた。だが仕事量が落ち着いたはずのこの時期に、彼が居場所を移す理由など分かっている。

　ほとぼりが冷めるまで、逃げる気なのだ。

「そんな……、じゃあ、私も」

「アリシアはだめだってさ。こっそり連れて行ってあげることもできるけど、トレイスさんの話じゃだいぶ腹に据えかねてるみたいだし。今これ以上無理に押すと、逆効果になりそう」

　数を頼みに押しきろうとしたが、想像以上にカシュヴァーンの防御は硬い。下手につついても怒りを招くだけだ。

　そもそも、疲れさせたい訳じゃない。怒らせたい訳でもない。

　つい先ほど、わざわざ部屋を訪れてくれたカシュヴァーンの、優しいお休みの口づけはまだ唇くちびるに残っている。この続きが欲しいだけだ。

「……もう、やめたほうがいいかしら」

　帳面を閉じて、アリシアはため息をつく。

「カシュヴァーン様が、私を愛して下さっているのは分かっているんだもの。破廉恥行為は自然な欲求の発はつ露ろ……他人に無理強じいされるものじゃないって、セイグラムも言っていたわ」

「無理強いされて喜ぶ人間もいますがね」と付け加えたセイグラムのことを思い出しながら言えば、ルアークはかたくなに首を振る。

「だめだめ！　ここまで役者を揃えて何言ってるの。あともうちょっとだよアリシア、俺には分かってる!!」

「まあルアーク、あともうちょっとという考えは、特に賭かけ事では失敗のもとよ。回収できない投資は諦めることも必要、次にもがもが」

「だーめ、だめだめ!!　だめったらだめっ!!」

　アリシアの唇に『明るい家族計画（仮）』を押し当て、ルアークはだだっ子のように激しく首を振った。

「もう、アリシアこそ、カシュヴァーンおにいちゃんのことで諦め癖ぐせを発はつ揮きしないで!!　夫婦間のことについては、わがままで贅沢な女王様でいいんだってば!!」

　叱りつけられたアリシアは、帳面を握って力なくうなだれる。

「……だって、怖いわ」

　ルアークもトレイスも他のみなも、声を揃えて言ってくれる。カシュヴァーンの愛に変わりはない、彼もアリシアとの深い触れ合いを望んでいると。

　本当だろうか。

　人は変わる、良くも悪くも。顔に傷を刻まれ、国外追放の憂うき目に遭あったことによって、カシュヴァーンはひと回り成長した。物の見方や女性の趣味まで変わっていても、おかしくない。

　アリシアだって、あんなに大嫌いだったゼオルディスのことを、最後はちょっとだけ好きになってしまったのだ。好きが嫌いに、あるいは無関心に変わっても、なんの不思議もない。

　ならいっそ、おじいちゃんになってしまったのだと考えるほうが、心は傷つかない。

「代わりがきかない、『特別』なものを失うかもしれないと思うと……ううん、もう失っているのかと思うと……本当に本当に、怖いの……」

　小さな声で恐きよう怖ふを訴えるアリシアを、ルアークはじっと見つめた。ためらいながら伸びた手が、最初は肩を抱こうとして止まり、亜あ麻ま色いろの頭を優しく撫でるに留とどまる。

「大丈夫、心配しないで。俺たちの愛する『お父さん』は、相変わらず気持ち悪いぐらいアリシアのことが大好きだよ。それが変わっちゃったらもう、カシュヴァーンおにいちゃんじゃないよ」

　力づけるように微笑まれれば、アリシアもつられて笑った。

「ありがとう、ルアーク。……そうね、私、もう少しがんばってみるわ」

　やることが決まれば、アリシアの頭の切り替えは早い。

「じゃあどうしましょう、私はどこに隠かくれてついていけばいい？　毛布でぐるぐる巻きになって、荷馬車の隅っこにでも乗せてもらえれば、ばれないかしら？」

「よかった、相変わらずのアリシアだね!!」

　ほっとした顔になったルアークが、きりりと表情を引き締める。

「とはいえ、確かに今ここで押すのは得策じゃないよ。でも安心して、俺とトレイスさんでひとつ策を考えたんだ。あのね……」







　旧領主の館に移ってきて早四日。カシュヴァーンの朝は、本日も平穏に始まった。

　ここは翼つばさ持つ怪物の像だらけでもないし、怪物にお姫様を襲わせようと押しかけてくる連中もいない。いまだ不服従な役人どもを片っ端から沼に落とすなどして、有意義に過ごせそうだ。

「おはようございます、カシュヴァーン様」

「おはようトレイス」

　自室で身なりを整えていたカシュヴァーンに、トレイスが挨拶と現状報告にやってくる。

「朝食の支し度たくはできておりますが、後からディネロ様がおみえになるはずですので、今しばらくお待ち下さい。お食事の後は新たに選出された村役人たちとの顔合わせ、その後先日あなたが水みず桶おけに頭を突っ込んだ代官が話を聞いてほしいと……」

「最後の予定は却きやつ下かしろ。あとは分かった」

　差し当たっての予定を確認し終え、部屋を出ようとしたカシュヴァーンは、「承知しました」とうなずいたトレイスを呼んだ。

「……なあ、トレイス」

「はい」

「アリシアは元気か？」

「え？　はい。そうだと思いますよ」

　特に資料を探るでもなく、記き憶おくを探る様子も見せず、トレイスはあっさり答えた。途と端たんにカシュヴァーンのまなじりが吊つり上がる。

「そうだと思うってお前、確認もせずに適当に答えるな」

「ですが、便りがないのはよい便りだと、昔から言うではありませんか」

　ぴりりと肌はだを刺すような怒りを、トレイスはおっとりとした笑顔で受け流す。限りなく自然な態度であり、だからこそカシュヴァーンは不自然さを感じた。

「おい、何を企たくらんでいる」

　こちらの館で当面過ごす。そう話した時、カシュヴァーンがつけた心の傷から立ち直っていたトレイスは、最初はぎゃんぎゃん嚙かみついてきた。

　しかしある瞬間から異様に物分かりがよくなり、むしろ率そつ先せんして荷造りをし、すべての手はずを調ととのえてくれた。例のシャンテの強きよう襲しゆうを警戒し、屋敷を離れたいのかと勘かん繰ぐったがそうではなさそうなのだ。

「企むなどとは人聞きの悪い……そんなにアリシア様のことが気になるなら、ご自身で確認なさればよろしいでしょう」

　おっとり笑顔を崩くずさずに言い返され、鼻を鳴らす。

「……ふん、尻しつ尾ぽを出したな、その手には乗らんぞ」

　陳ちん腐ぷな手だ。押して駄だ目めなら引いてみろ、という訳か。

『夢の王子様』の悪役ではあるまいし、そんな手に引っかかるほど自分は単純ではない。舐なめるな、と凄すごめば、トレイスはまたおっとりと受け流す。

「さようですか。ああ、そろそろディネロ様がいらっしゃいますね。私はお迎むかえに出ますので、カシュヴァーン様は先に席についていて下さい」

　さっさとトレイスは行ってしまう。意味もなく舌打ちしながら、カシュヴァーンは朝食の席に向かって歩き出した。







　平和で平穏な旧領主家での暮らしを続けて十日目の真夜中。カシュヴァーンは、ひっそりとライセンの屋敷に戻ってきた。

「……まあ、いいかげん、仕事も減ったしな」

　自分に言い聞かせるようにつぶやきながら自室の扉を開け、整然とした室内を見た瞬間違和感に襲われる。追放されて戻ってきた時もそうだったが、留る守すの間も掃そう除じは行われていた室内はきれいすぎて、どこかよそよそしく感じられた。

「……ただいま」

　少しだけ、ルアークあたりの「お帰り」が返ってくるのを期待してみるが、答えはない。後ろ手に閉めた扉がいやに重く、閉まる音もやけに大きく感じられた。

「アリシアは……」

　手紙も書面もすべて旧館に送らせていたので、寂しいほどに物がない文机の上を見やりながら、思わず妻の名が口を衝つく。無意味に咳払いなどしてしまったが、そもそもここには他の人影はない。

「……まあいい。どうせ朝食は一緒に食えるだろう……」

　ふうっと大きく息を吐き、マントを脱ぬいで椅子の背もたれにかけた。そのままごろりと、寝台の上に横になる。

　一緒に戻ってきたトレイスから、すでにティルナードたちは帰ったと聞いている。だが万一の襲撃に備え、帰ることを知らせるなと念押しした上で、この時間を選んで戻ってきた。

　望んだはずの静けさが、忌々しいのはなぜなのか。考えるまでもなく分かっているから、考えたくない。

　ぼんやり見上げた天てん井じように、アリシアの姿が浮かぶ。眼を閉じても、まぶたの奥の闇やみで彼女の幻まぼろしが光っている。

「カシュヴァーン様……」

　おまけに幻げん聴ちようまで聞こえてきた。これは重じゆう症しようだ。

「いかんな、無理に離れようとしたのがかえって悪かったのか……」

　気け怠だるげに眼を開けば、やけにくっきりとアリシアの姿が見えた。本当に重症だ。自分の妄想力が恐ろしい。

「徐々に体を慣らして、自制心を養う予定だったというのに……くそ。馬鹿執事に馬鹿『息子』め、人の気も知らずに騒さわぎやがって……」

「あの、カシュヴァーン様……」

　ちょんと、細い指先が頰に触れてきた。幻覚に幻聴ときて、次はなんだ。幻げん触しよくとでも言うべきなのか。

「──いや実体だろうこれは!?」

　自分自身に盛大に突っ込んだカシュヴァーンが勢いよく起き上がる。毛布をかぶって隠れていたアリシアが、寝台の揺ゆれに悲鳴を上げた。

「ちょ、待て、馬鹿お前、こんな時間に人の部屋で何をやってるんだ!?」

「ええと、ナニをしてもらおうかと思いまして……」

　バルロイ殺す、と固く心に誓ったカシュヴァーンは、大おお股またに扉に駆かけ寄った。アリシアが慌てて追いかけてくる。

「お待ちになって、カシュヴァーン様！」

「そっちは壁……いや待たん！　いいかアリシア、お前の気持ちは嬉しいが、落ち着け!!　俺はお前のためを思って言っているんだ!!」

　壁に話しかけている妻をあえて放置し、扉の取っ手を摑む。

「出て行けとは言わん、俺が出て行く!!　幸い死ぬほど部屋は余っているからな!!　詳くわしくはまた明日だ!!」

　平静を装よそおって叫びながらも、カシュヴァーンは自分がかなり動どう揺ようしていることを自覚していた。一いつ生しよう懸けん命めい取っ手を握って回しているつもりなのに、扉が全く開かないのだ。

「と、とにかく、また明日だ!!　おやすみの口づけぐらいならしてやるから、いい子で寝ていろよ!!」

　必死になって扉と格闘を続ける夫の姿を、ようやくアリシアはまともに捕とらえた。少しだけすまなそうに告げる。

「あの、申し訳ありませんけど、私もあなたも出て行くことはできませんわ、カシュヴァーン様。あなたがいらっしゃらない間に、扉を改造したんです。外からじゃないと開きませんの」







　カシュヴァーンが扉を蹴る音が、真夜中の屋敷の中に響き渡る。

「ルアーク！　トレイス!!　おい、ふざけるな貴様ら、これはどういうつもりだ!?　どうせその辺にいるんだろう、出て来い!!」

　いくら蹴ろうが殴なぐろうが、頑がん丈じような扉はびくともしない。鍵かぎの改造と平行して、扉自体も強化したようだ。

「くそ、道理で違和感があった訳だ……金属板でも仕込みやがったのか……？」

　ぜいぜいと喉を鳴らし、カシュヴァーンが悪態をつく。怒りと疲労で顔の傷が歪ゆがみ、すさまじい形ぎよう相そうになっていた。

　かっこいい、と胸の高鳴りを感じながら、アリシアはゆっくりとカシュヴァーンに向かって歩み寄る。しかし、怯えたようにカシュヴァーンが扉に貼はりつくのを見ると、胸の高鳴りは痛みに変わった。

「カシュヴァーン様、はっきりおっしゃって。……もう私には、飽きてしまわれましたの？」

　しっかりしなければ、と自分に言い聞かせても、語尾が勝手に震ふるえてしまう。

「それとも……、他の男の方と、長く一緒にいたことを……怒っていらっしゃるの……？」

　ディネロには求婚され、ゼオルディスとは半なかば婚約者のように一緒に過ごした。不ふ貞ていを疑われても仕方がないだろう。

　自分がしていることは、カシュヴァーンを困らせているだけかもしれない。

　けれど、飽きられても、怒らせても、彼の存在だけは譲ゆずれないのだ。

「カ、カシュヴァーン様が私を、お望みではなくても……私はカシュヴァーン様のことが好きです。お掃除でもお料理でもなんでもしますから、側に置いてほしいんです」

　使用人の真似なら慣れている。大たい抵ていのメイドよりはよく働けると思う。

「でも……もしも、他の方を側に置くことをご希望なら……愛人をお作りになっても、よろしいんですのよ」

「だめだよアリシア!!」

　天井裏に控えているルアークの声だけが聞こえた。トレイスも何か言っているようだが、アリシアはなんの譲じよう歩ほもないままカシュヴァーンの愛を得られるとは考えていなかった。

「もちろんせ、正妻の座は、譲れませんけど。あと、あなたの赤ちゃんも、産みたいですけど……でも私、我が慢まんすることには」

　ぺちんと軽く、頰に衝撃が来た。

　いきなり近寄ってきたカシュヴァーンに、ほとんど手の平を押し当てるようにではあったが、頰を叩かれたことを知る。

「──お前は本当にルアークの言うとおり、ひどい女王様だな」

　頭ず上じようから押さえつけるような威い圧あつ感かんを発しながら、カシュヴァーンは冷たい声で言った。

「自分のことを、俺のことを、それほど安い人間だと思っているのか。見くびるのもいいかげんにしろ」

「ご、ごめんなさい!!」

　失敗した。身を竦すくめるアリシアを押さえつける威圧感が、ふっと薄らいだ。あごに指先がかかる。

　少しだけ身を屈かがめたカシュヴァーンの顔が眼の前にあった。驚く暇もなく、唇をふさがれる。

「ふっ……、う、ん」

　無意識になだめるような口づけを想像していたら、いきなり口の中に舌が入ってきてびっくりしてしまった。反射的に逃のがれようとした腰を抱かれ、頭皮を愛あい撫ぶするように優しく髪を梳すかれる。

「ん……、んんっ……、ん、ん」

　なんの準備もしていなかったので、長い口づけに息が詰まりそうになる。だけどやめてほしくなくて、自みずからカシュヴァーンの背をかき抱いだけば、望む以上に深い口づけが返ってくる。

「……はぁ」

　散々吸われた舌が、まだびりびりしているようだ。ようやく解放されたアリシアを抱いて、カシュヴァーンはその耳元にささやいた。

「これで再会してから、四十六回目だな」

　アリシアの計算と同じ。唇は喜びにほころび、瞳からはぽろりと涙がこぼれる。

「数えていて、下さったのですね……」

「当たり前だ。約束しただろう？　二千四百回口づけをする、とな」

　これで四十七回目、と軽い口づけをしてから、カシュヴァーンはぎゅっとアリシアを抱き締めた。

「不安にさせて悪かった」

「いえ……私こそ、んっ」

　ディネロたちとのことを持ち出そうとしたアリシアの唇は、四十八回目の口づけにふさがれてしまう。

「安心してくれ、お前に対しては何も怒っていない。怒っているとしたら、自分自身の不ふ甲が斐いなさにだ」

　しみじみと、カシュヴァーンは大きな息を吐く。

「お前はちゃんと、お前なりの戦いを貫つらぬき通した。俺への気持ちも、自分の身も守って、待っていてくれたじゃないか」

「ですけど……その、ディネロ様ですとか……あの……」

「分かってる」

　もう言うな、と言い聞かせるように、四十九回目の口づけが贈おくられた。

「それでもお前は、俺だけを『特別』な王子様として選び、今こうしてここにいる。それでなんの問題もない。頼むからこれ以上、自分を責めないでくれ」

　最後には懇こん願がんするように言われ、ようやくアリシアは安心できた。

　だがそれならそれで、別の疑問も生じる。

「で、でしたら、なぜ私にあまり触れて下さいませんの……？　もしかすると、その、本当に男性としての自信ですとか、機能をなくされてしまいましたの……？　大おお怪け我がを負おうと、そういう体になる方もいらっしゃるようですものね……」

「よーしティルとセイグラムも殺す！」

　朗ほがらかな笑顔でカシュヴァーンが言った。そういう表情でそういうことを言うと、ゼオルディスとの相似がより鮮せん明めいになる。

　けれど高まる「おなかが痛い」は、やっぱりカシュヴァーンに対してだけ。似ているということは、違うということだから。

「そうではありませんの？　でしたら、どうして……？」

　自分たちの幸せのために、ここははっきりさせなければならない。さらなる追及に、カシュヴァーンはついに観念した顔になった。

「……お前が、可愛すぎるのが悪い」

「え？」

　意外な答えに、アリシアはきょとんとした。

「離れていた間、ずっとお前のことばかり考えていた。会ったらああ言おう、ナニ、いや何をしようと、何度も何度も、考えすぎていた……」

　切なげに瞳を伏せるカシュヴァーンの言葉に、トレイスの声にならない悲鳴がかぶさる。ルアークにさえぎられたらしく、すぐに聞こえなくなったが。

「だが、いざ顔を合わせると……会えなかった期間が長かったせいか、歯止めがきかなくなりそうで……最初は頭に血が上のぼっていたからよかったが、冷静になってくると……大事すぎて、下へ手たに触れなかった」

　節くれた指先が、壊こわれ物を扱うしぐさで頰をなぞった。暖かくて優しくて遠い、最近よくする触れ方だ。

　ずるい。

「アリシア？」

　いきなり手を摑まれ、驚くカシュヴァーンの顔を大体の当たりをつけて睨みつけ、

「カ、カシュヴァーン様こそ、私を見くびらないで下さいな。死神姫と呼ばれた女ですのよ？　眼が三つあって山より大きくて角つのまで生はえた、怪物ですの」

「いや、それはただの噂うわさで、本当は世界一可愛い……うわっ!?」

　摑んだ手を引っ張って、自らの首から肩へと滑すべらせるように動かしてやる。カシュヴァーンは慌てて手を引っ込めてしまったが、その分アリシアがずいっと前に進み出た。

「こ、こら、馬鹿」

「『アズベルグの暴君』と呼ばれた方らしくないですわ」

　全身を支配する「おなかが痛い」に負けず、心の飢えを満たしてくれる愛を目指して、手を伸ばした。カシュヴァーンの腰に手を回し、いつかエルティーナに教えてもらったとおりの上うわ目め遣づかいを心がけて、

「歯止めなんていりません。壊れてもいいから……私に触れて下さい、カーシュ様」

　消え入りそうな声で訴えた瞬間だった。

　ぷつんと、何かが切れた音が聞こえた気がした。

「あら？」

　くるんと、視界が回る。

「──そんな誘さそい方も煽り方も、どこの誰に教えてもらったんだ？」

「あらら？」

　つま先が浮いた。なんだかカシュヴァーンの顔が近い。

「煽ってくれた分は、ちゃんとお礼をしないとな」

「あららら？」

　まるでその昔、ライセン家に秘められた隠し部屋を見つけた時のようだ。ぽちっと出っ張りを押したが最後、くるくる回る壁に巻き込まれ、あれよあれよという間に中に引きずり込まれてしまった。

「きゃっ!?」

　のどかな思い出は、柔らかな衝撃に中断される。抱き上げられて運ばれて、さっきまで隠れていた寝台の上に落とされたアリシアの手首を、覆おおいかぶさってきたカシュヴァーンが押さえつけた。

　一瞬トレイスの悲鳴が聞こえた気がしたが、そちらに気を回している余裕はない。なにせカシュヴァーンとの距離が近い。とてつもなく近い。

「あら、ええと、カシュヴァーン様……？」

　にこりと、カシュヴァーンが笑う。どう控えめに見ても、王子様とは言えない邪よこしまな笑みだ。

「お顔が怖い、いや悪い、あのその、人間じゃないですわよ……？」

「ははははは、暴君でも怪物でも、俺のことが好きだろう？　アリシア」

　狼ろう狽ばいするアリシアの手首を頭上でひとまとめにして押さえつけながら、カシュヴァーンはもう片方の手で眼鏡を奪うばう。

「あっ!?」

　ぼやけた視界の中、奪われた眼鏡はこれから始まる「何か」に巻き込まれないようにと、枕まくら元もとに避ひ難なんさせられた。そして戻ってきた手は頰に触れ、耳元へ、首筋へ、胸元へと順に滑っていく。

　触れられた部分から熱が広がっていく一方で、背筋を冷たい汗が伝うという、珍めずらしい体験をアリシアはしていた。まずい。これはまずい。

「……ええと、申し訳ありませんカシュヴァーン様。私急激に眠くなってきたので、ルアもが」

　すかさずアリシアの口を手で押さえ、カシュヴァーンはにやりと笑った。

「大丈夫だ、寝かさない。そして、たとえ可愛い『息子』といえど、今他の男の名を呼ぶことは許さん」

「ひゃうっ!?」

　耳たぶをぺろりと舐められて、アリシアはすっとんきょうな声を上げた。

「ああ、まだ、首の痕あとがあるな……」

　じたばたもがく妻を押さえつけたまま、カシュヴァーンはどこか恍こう惚こつとした眼で彼女の細い首を見つめた。

「残ってしまうかもしれんな、これは。ならいっそ、俺が新しい首輪を贈ろうか」

　愛撫にも似た声が肌をくすぐる。首輪をつけて引きずり回されるなど、ゼオルディスに散々やられたはずなのに、全身がかっと熱くなった。

「あの、ご、ごめんなさい、私が悪かったです!!　私にはまだ早いです!!　明日、また明日、きゃあああっ!?」

「はは、ここに来て拒こばむふりとは、男心を分かっているじゃないか。さすが俺のお姫様だ──今さら逃がすか」

　邪じや悪あくな笑顔で断言すると、カシュヴァーンは意気揚よう々ようと命令する。

「そろそろ覗き見はやめておけよ、ルアーク。ここから先は、ガキには眼の毒だ」

「はーい、お父様!!」

「あとトレイスを追い払え。朝まで自分の部屋から出すなよ」

「はーい、ご主人様!!」

「ルアーク!?　カーシュ様、いや、こらカーシュ!!　貴様、アリシア様に何をうわああああああああ!!」

　ルアークに引きずられ、敬語を忘れたトレイスの声が消えていく。

　残されたアリシアは、おろおろとあたりを見回しながら、何か言わねばと必死に言葉を探した。

「あ、あの、その……私……」

「嫌か？」

　少しだけ弱い声が、闇の中に響いた。

「本当に嫌なら、やめる」

　危あやうくアリシアは、カシュヴァーンのことを嫌いになりそうになった。

「……ずるい、ですわ」

　少しだけすねた声でつぶやいたアリシアの全身から、抵抗が抜け落ちる。

　それを見て取ったカシュヴァーンは彼女を押さえていた手を離し、左手の愛の証あかしにそっと口づけを落とした。

「これも、五十回目に数えるか？」

「意地悪……」

「だよな」

　笑うカシュヴァーンの唇が、愛いとしい妻のそれに重ねられる。

　このまま一気になだれ込むのかと思ったら、ふっと唇が離れた。見上げたカシュヴァーンの表情は、ない。

「お前は私にそっくりだから、そっくりな人生を送るだろう」

「……え？」

「愛した者に愛されず、孤こ独どくでみじめな末路を辿たどることになるだろう」

　つぶやく声は、カシュヴァーンのものであってカシュヴァーンのものではない。遠い海の底から響くような声こわ音ねに戸惑っていると、大好きな声が簡かん潔けつに説明してくれる。

「俺に殺され、死ぬ間ま際ぎわの親おや父じの予言だ」

　脳裏を過ぎる、いつか見た肖しよう像ぞう画が。

　秘密の小部屋の奥、ずたずたに切り裂さかれたジーナ・ハルバーストの横で光る暗い瞳。レジオール・ハルバースト。ゼオルディスが聞きたがっていた彼の末まつ期ごの台詞せりふ。

　少しだけ考えたアリシアは、こう応こたえた。

「当たりませんでしたね」

「ははは、全くだな!!」

　陽気な笑い声を上げたカシュヴァーンが、子供のようにぎゅっとアリシアを抱き締める。

「きれいで強いお前に、俺がめろめろなのも道理だな」

「まあ、カーシュ様ったら……カーシュ様こそ、かっこよくて強くて、時々可愛くてずるい、最高の旦だん那な様さまですのに……」

「馬鹿、可愛いは余計だ」

　頰を染めてのろけるアリシアを抱いたまま、カシュヴァーンはいったん身を起こした。

「だが、ずるいのは認めざるを得ないな」

　寝台の上に向き合って座ると、再び暴君の笑みを浮かべ、花嫁に呼びかける。

「さあ、可愛がってほしいならおいで、アリシア」

　この期ごに及んで選ばせようとするずるさにこそ、引き寄せられてしまう。

「はい……、カシュヴァーン様」







　この夜の約束の口づけを、アリシアは二百回まではがんばって数えた。

　それ以降はもう、何も考えることができなかった。











終章






　年明けも近い冬空の下、ライセン家の裏庭にて、にぎやかな歓かん声せいが響ひびき渡る。

「ほほほほほ、さすが私の見立てたドレス!!　見事に奥様をましに見せているじゃありませんの!!」

　得意満面にノーラは高笑いするが、こぼれそうな涙を堪こらえるためのものだということを、その場の全員が分かっていた。

「だねー。これだけのドレスを一から仕立て上げちゃうなんて、さすがノーラ！　やっぱ俺と結婚しない？」

　すかさず言ってのけたルアークをティルナードが睨にらみ、グラネウスは「なぜ私の案はあまり取り入れてもらえなかったのか……」とひそかに天を仰あおぐ。

　なんとか時間を作って駆かけつけてきたエルティーナを筆頭に、現在のシルディーン王国を代表する面々が集つどっている。宰さい相しようジスカルドとグラネウス、領地の見回りを中止してやって来たディネロとリドレックとアレクトール。春にはノーラとの婚こん儀ぎを予定しているティルナード、セイグラム、護ご衛えいとしてジェダ。バルロイとレネもいるし、シャンテはトレイスから眼を離さず、クロエもレオニアを連れて来てくれた。他に、数は少ないながらカシュヴァーンに協力的なアズベルグの貴族たちも、何人か顔を出している。

　本日はカシュヴァーンの二十四歳の誕生日。そして来年からは、ライセン夫妻の結婚記念日になる。

　かつてここが「ハルバーストの薔ば薇ら屋や敷しき」と呼ばれていた時代の象しよう徴ちよう、数多くの悲劇の舞台となった薔薇の廃はい園えんは、〈翼つばさの祈いのり〉の者たちに焼き払われた。その跡あと地ちを、二人は自分たちの新たな出発点に選んだのだ。

「ここなら場所も広いですしね！　聖堂でこれだけの人数をお招きして式を挙げると、建て増しが必要になってしまいますもの」

　愛らしい花嫁衣い装しように身を包んだアリシアは、かたわらのカシュヴァーンに微笑ほほえみかけた。ノーラが入念に入念に選んだ、平たい胸にあまり注目が集まらない工夫をされたドレスは、華きや奢しやで小こ柄がらな彼女の可愛かわいらしさをよく引き出している。

　この屋敷にも一応、普通の貴族の館やかたと同様に聖堂は存在している。カシュヴァーンの〈翼の祈り〉嫌ぎらいは政治に関わることでなければだいぶ薄らいでいたが、式進行もトレイスが行っており、わざわざ聖堂を使う理由はなかった。

「もう二度と式を挙げる予定はないしな。お前の可愛さを見せつける機会なら、何百回でも作りたいところだが」

　黒地に金糸の縫ぬい取りが入った、王宮でも着ていた礼服でびしりと決めたカシュヴァーンも妻の言葉にうなずいた。その姿があまりにもかっこよくてすてきでまぶしくて、アリシアはうっとりと眼を細める。

「本当に、あなたに買っていただいてよかったですわ、カシュヴァーン様」

「ああ、俺も最高にいい買い物をしたと思っている」

　晴れやかに笑う二人の間に、買った者と買われた者という翳かげりは見受けられない。今後誰に何を言われようが、あれもひとつの出会いだったと、声を揃そろえて答えるだろう。

「それにしても、やはりお前のドレスはノーラに頼んで正解だったな」

　改めて褒ほめられて、アリシアはぽっと頰ほおを染そめた。

「ええ、本当にすてきなドレス……しかもお祝いだからと、ただで作ってくれましたの。さすがノーラ、持つべきものは親友ですわ」

　最初のカシュヴァーンとの結婚式の際にも、花嫁衣装の用意はあった。時代がかってごてごてした、ハルバーストの家に代々伝わるそれは、かつてジーナ・アズベルグも袖そでを通したものだ。

　今回もそれを直して使うという案はあったが、カシュヴァーンは却きや下つかした。彼の母が身に着けることなく終わった花嫁衣装は、今後もひっそりと衣装簞だん笥すの中で眠り続けるだろう。

「私もノーラの式の時には、すてきな衣装を用意しなくては。あの豚ぶたの頭ず蓋がい骨こつは、まだ残っているかしら？」

「おお、では私は、ティルの衣装を用意しよう。相手が豚なら……、牛か大鹿だな!!」

　はりきるアリシアに創作意欲を刺し激げきされたか、グラネウスが瞳ひとみを輝かがやかせ始めた。

「み、みなさんお揃いのようですね!!　では、そろそろ始めましょう」

　進行役のトレイスが、危険な話題を断ち切るべく告げる。しかし、一瞬「遅い」とでも言いたげなセイグラムに気を取られた隙すきに、花嫁花はな婿むこはちゅっと口づけしていた。

「これで九百九十三回目だ、アリシア」

「ずっと数えていて下さったのね、すてきですわ、カーシュ様……」

「ちょ、ちょっとお二人とも!?　だめですよ、今から誓ちかいの口づけをしようという方々が!!」

　黙だまって眼鏡めがねを押し上げるセイグラムから眼を逸そらし、泡あわを食うトレイスにカシュヴァーンは平然と言った。

「まあ待てよトレイス。せっかくの式なんだ、千回目の口づけで誓いたいのは人情だろう？」

「う、まあ、そうですが……」

「だろう？　だからあと六回は見み逃のがせ」

　言うなり、またちゅっちゅとやり始めた二人に、トレイスが金きん髪ぱつをかきむしる。

「うぐぐぐ!!　いや、これでいいんだ、これでいいんだ……王子様でなくても、暴君でも、怪かい物ぶつでも、変態でも、アリシア様が愛して下さるなら……いや変態はよくない、でもこれでいいんだ……」

「トレイスさん、側そばにいるとぐるぐる考えちゃってしんどいなら、いっそシャンテ様のところに行けば？」

　花嫁のヴェールを持つ役目をしていたルアークが、笑顔で提案した。

「い、嫌いやだ、それだけは……！　ああ、もうよろしいでしょう、始めますよカシュヴァーン様!!」

　あえて視界に入れないようにしていたシャンテの名を聞いて、トレイスが飛び上がる。ちょうど九百九十九回目の口づけを終えたカシュヴァーンも、おとなしくうなずいた。

「分かった。とはいえ、やることは実に簡単なものだがな」

　初めて顔を合わせる人間も多いので、ざわざわしていた周囲が静まりかえる。注目の輪の中、アズベルグ特有の灰色の空に向かって右手を掲かかげ、カシュヴァーンは宣せん誓せいした。

「この場にて誓う。この俺、強きよう公こう爵しやくカシュヴァーン・ライセンは、アリシア・フェイトリンを妻として迎むかえる」

「アリシア・フェイトリンは、強公爵カシュヴァーン・ライセンを夫とすることを誓います」

　不思議な感動に包まれながら、アリシアも夫を真ま似ねて繰り返す。

　初めてライセン家に嫁とついだあの日あの時、実にいいかげんに口にしたのと同じ言葉。だがそこに注そそがれる愛と重みは、比べ物にならない。

　千回目の口づけの甘さも、比べ物にならない。

「──これでお前は正式に、アリシア・ライセンだ」

「はい……」

　蕩とろけた眼をしたアリシアを抱だき締めたまま、カシュヴァーンはエルティーナを振り返る。

「ですよね？　女王陛へい下か」

「ええ、もちろん。国王自みずから参加した式での誓いですもの、誰だれにも文句は言わせないわ。当てられてちょっとむかつくけどね!!」

　結局まだ婚こん約やく者しやを選ぶ様子もないジスカルドを意識しないように努つとめながら、エルティーナは肩をそびやかした。そのために、ジスカルドがちらりと自分を見たことにも気づかなかったが。

「新生〈翼の祈り〉を率ひきいる者として、私も見届けている。問題なかろう」

〈翼の祈り〉第一階かい梯ていに在ある聖職者として、貫かん禄ろくを漂ただよわせ始めたクロエもしっかりうなずく。また伸びた前髪の下に隠れ、レオニアが「あなたはずっと……、この先も見届け側でしょうね……」と口の中でつぶやいた。

「さて、あとは宴えん会かいだ。領民たちにも料理と酒を振る舞いたいので、寒い中悪いが場所を移す。馬車の用意はしてあるので、移動してくれ」

「はい、みなさん、こちらです!!」

　旧領主の館付近に移動するため、トレイスの先導に来客たちが従う。カシュヴァーンとアリシアは着替えのため、いったんライセンの屋敷に向かう。

「いいお式だったね、カシュヴァーンおにいちゃん、アリシア。しっかり証人も作ったし、これでもう大丈夫だね!!」

　にこにこ微笑むルアークの手に、一通の手紙があることにアリシアは気づいた。

「あらルアーク、それは？」

「うん、今朝方屋敷の周りをうろうろしてる旅人を見つけてね。迷まい子ごかと思って声をかけたら、『式が終わった後、領主様にこれを渡してほしい』って言われてさ」

「なんだ、まさか直じき訴そ状じようか？　よこせ」

　一瞬渋しぶい顔をしたカシュヴァーンだったが、後回しにはせず、すぐにルアークの手から手紙を奪うばった。

　だが中身を一読した途と端たん、悪あつ鬼きのような形ぎよう相そうになる。

「あら、よほど贅ぜい沢たくな要求でしたの？」

　尋たずねたアリシアへ、カシュヴァーンは物も言わずに手紙を突き出した。




『カーシュへ　やっぱりアリシア欲しいから早く別れろ　お前の親友より』




　アリシアの頭の中に、意外に几き帳ちよう面めんな字によってつづられた『昇しよう天てんするほど愛して　無ぶ精しよう髭ひげの王子様は金持ち筋肉持ち霊感持ちもちろん美形でもちょっぴり寂さびしがり屋で私にだけ優しいからみんなに嫉しつ妬とされちゃうの』が浮かび上がる。

「あいつ、今度会ったら今度こそ殺す……」

　ぐしゃっと手紙を握にぎり潰つぶしたカシュヴァーンだったが、その口元にはすぐに不敵な笑みが浮かんだ。

「ふん、まあいいさ。奪えるものなら奪ってみやがれ」

「きゃっ!?」

　強引に抱き寄せられ、驚くアリシアの視界いっぱいにカシュヴァーンの顔がある。

「この先何度だって、俺だけと再婚してくれるよな？　アリシア」

「は、はい、もちろん。カシュヴァーン様が貧びん乏ぼうになっても、爵しやく位いがなくなっても、かっこよくなくても強くなくても可愛くなくてもずるくなくても、あなたと再婚しますわ!!」

　はりきって答えたアリシアに、カシュヴァーンは千一回目の口づけを贈おくった。
















　先のことは分からない。だがすべての王子様とお姫様を差し置いて、今この瞬間は自分たちが一番幸せであることを赦ゆるしてほしいと、怪物と死神姫は思った。











終　













あとがき






　シルディーン編はこれでひとまず終了!!　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ十六作目、本ほん編ぺんとしては十五作目の『死神姫の再婚　─怪物王子の死神姫─』を読んでいただきましてありがとうございました!!




　いろいろ一区切り、ということで、表紙から章タイトルから一巻とお揃そろいです。お手持ちの方は比べてみてくださると嬉しいです。

　このあとがきを書くにあたり、改めて一巻のあとがきを読み返してみたのですが、「そういえば私、年の差夫婦のほのぼのラブコメを書こうとしてたんだったな……」と今さら思い出しました。今になって振り返ると、うん、まあ、それも入ってるよね！　という感じではありますが。

　しかし、「ほのぼのラブコメ」の一番の懸け念ねん材料がメインヒーロー様であったことが噓うそのようです。正直な話、最初はカシュヴァーンのことを全然信用できなくて、こいつはいつお父さんみたいに妻を廃はい園えんに（略）と思ってたんですけどね……。たぶんそういう成分は、全部もうひとりの怪物王子のほうに行ったんですね。お疲れ様、ゼオルディス。よくがんばったね、おやすみなさい。

　アリシアについては、やっぱり彼女が主人公で成り立つ話だったんだな……と改めて思いました。カシュヴァーンを立りつ派ぱな夫馬ば鹿かにしてくれて、救ってくれて救われてくれて本当にありがとう。私の理想を詰め込んだ甲か斐いがありました。おかげでちょっとだけ貧ひん乳にゆうが好きになったよ。巨乳派なのに変わりはないけれど。




　最後に宣せん伝でんです。「コミックビーズログキュン！」にて絶ぜつ賛さん連れん載さい中ちゆうの「死神姫」コミカライズ二巻が、今作と同時発売でございます!!

　冨ふ士じ原わら良りよう先生の描く夫婦はもちろん、脇役まで余すところなく魅み力りよく的てきです。モブのおっさんにまで行き渡る画力の高さが素す晴ばらしく、デフォルメキャラも超可愛かわいい!!　トレイスやルアークなども出揃って、すっかり賑にぎやかになっておりますので、一巻と合わせてゲットして下さいね!!




　そしてなんと、「死神姫」はこのたび舞台になることになりました!!　来春二〇十三年、三月十三日～十七日に全労済ホール・スペースゼロにて公演です。演出は、様々な映画やドラマの脚本も手がける穴あな吹ぶき一いち朗ろう様ですよ！　すごい!!　まだ先の話ですが、文庫の公式サイトや私のブログなどでも随ずい時じ情報更こう新しんしていきますので、どうぞよろしくお願いします。




　本編は一区切りとなりましたので、次回は短編集を予定しております。二〇十三年二月十五日発売予定ですので、お楽しみに。




「流血。ダメ。絶対」の名言を私の胸むねに刻きざんだ担当・山内様、「肥ひ料りよう要いらず」役で舞台に出たいらしいイラストレーター・岸きし田だメル様とがんばりますので、次巻もよろしくお願いします。私は木でいいです。








二〇一二年九月　　小野上明夜　　　　　　
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小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

気づけばシリーズ開始から五年経っていたことに、今さらのように驚いております。

あれこれ書きたいこともあるのですが、とりあえずカシュヴァーンと一緒に叫んでおきますね。

「アリシアは世界一可愛い俺の嫁!!」

ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/













イラスト

岸田メル

Mel Kishida




名古屋在住。実は男子（知ってるよね…）

五年間、死神姫の再婚と一緒に駆け抜けてきました！　岸田メルです。

小野上先生、担当さんに迷惑かけ通しで、基本的には叱られてばかりですが（あれ、なんかそんなキャラ作中にもいるなあ）、

シリーズが長く皆様に愛されていることが何より嬉しいのです。

↑で叫んでらっしゃるので、私も「ゼオは俺の嫁!!」と叫ぶことにします。

ドＭですし。
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死しに神がみ姫ひめの再さい婚こん




─怪かい物ぶつ王おう子じの死しに神がみ姫ひめ─








小お野の上がみ明めい夜や
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『死神姫の再婚─怪物王子の死神姫─』

2012年10月26日　初刷発行





発行者　浜村弘一

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります

※サポートは日本国内のみとさせていただきます

※Japanese text only










デザイン／しいばみつお（伸童舎）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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